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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　本日は初しよッツ端ぱなに草くさ壁かべ桜さくら、自分自身へ向けて一言だけよろしいでしょうか。

『たとえそれが思いもかけない時であろうとも、目の前に現れた〝チャンス〟をキチンと摑つかみ取るコトができなければ、この〝十四歳〟という多感な時期を健すこやかに生き延びるコトなんかできやしないんだぞ──ッ!!』

　その日、

「じゃあ、行ってくるから（朝刊のチラシを片手に、隣となり街まちの古書市へ出かけるお父さん）」

「心配ないと思うけど、お留守番、よろしくおねがいね（静しず希きちゃんちのお母さんにお買い物に誘さそわれたお母さん）」

　まず訪れた予兆というべきなのか──僕の両親は『休日を家でゆっくり過ごそう』という自らの予定プランをふらりと変更、いそいそと午前中からお出かけしてしまいます。

「うん、行ってらっしゃい（玄関まで出てきた僕）」

「おみやげ楽しみにしてるーっ！（手を振るドクロちゃん）」

「どうぞお気をつけて、ごゆっくり（頰ほおに手をあて微笑ほほえむザクロちゃん）」

　けれど、因果関係の有無はさておき天使がやってきてからの草壁家において、『両親がそろって留守』というのはなぜかよくある話。そろそろ慣れっこな僕とドクロちゃん、ザクロちゃんの三人は笑顔でお見送りです。お仕事や家事で毎日、僕らのために頑張ってくれているお父さんとお母さん。お留守番くらいバッチリ務めなきゃバチが当たるというものです。なのでお昼にはハリキって、僕がおいしいみそラーメンを三人分作りました。途中、薬味のコーンとバターの分量でドクロちゃんとケンカして（「いくらなんでもバター一本は入れすぎだよー！（僕）」「そんなことないもーん！（ドクロちゃん）」）、仲直り（ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪）する一幕もありましたが、それでも僕は普ふ段だんと変わらない、天使との休日を過ごす予定だったのです。

　そう、食後のお散歩に出かけていたザクロちゃんの、あの緊きん急きゆう帰宅がなければ。

「大変ですおねえさま！」

　いつもはとってもお淑しとやかな純白の軍服天使は、その時よっぽど焦あせっていたのでしょう。ふすまを〈しぱーん！〉と開け放ち、居間で『シンケイ・スイジャック』【ルール説明：並べられたカードをめくり、そこに書かれていた『過去の想おもい出』が対戦相手のこれまでの人生に一致したら１ｐポイントとなるドクロちゃんが考案した新種ゲーム】〔例：「『桜くんは小学校四年生の時に女の子からもらったガムを、まだ食べないで大切に保管している』（カードを読み上げるドクロちゃん）」「な、なぜそれを……！（赤面する僕）」〕をしていた僕とドクロちゃんの前へと、膝ひざをついたのです。

「ど、どうしたのザクロちゃん、そんなに慌てて……」

　びっくりした僕はしかし、てんやわんやの真っ最中。十四枚目にしてついに天使の引いたカードが僕の過去と一致しなかったので、お次は『僕のターン！』のハズなのに、「桜くんは絶対に小宇宙コスモを感じようとしたコトあるもん！」と事実無根のいいがかり。いつしかアルティメット。なかんずく具裸グラップラー。天使の少女は頰ほおがげっそり瘦こけている僕に鳳ほう凰おう幻げん魔ま拳けんしてきました。そんな二人に、妹天使のザクロちゃんは告げるのです。

「サバトさんが今朝から『天使の憂ゆう鬱うつ』に！」

「な……ッ！」

　説明します！　①『天使の憂鬱』とは天使特有の病気であり、②その猛熱は彼女達たちの持つ『個性』を著しく狂わせ『性格』を不安定で突拍子の無いモノに変容させ、なおかつ、③症状を放置したままにすると己の『天使という個性』＝『存在』自体が消滅に至るという、まさに奇きにして重じゆうなる病やまいなのです。『未来の世界』からやって来た天使なら一番かかっちゃいけないそんな業ごう病びように、あのサバトちゃんが……!?

　瞬しゆん間かん、

「た、たいへーんっ！（びっくりして居間中に並べられたカードを両手でもみくちゃにするドクロちゃん）」

「ああッ！　ず、ずるいよドクロちゃんなにやってるの!?　僕もキミの過去をあれこれ質問……って、い、いや、今はそれどころじゃない！　ねえザクロちゃん、『天使の憂鬱』になっちゃったサバトちゃんは、今どこに──」

「既すでにお連れしています」

「ひっひっふー、みなさんいったいどうしたというのでありんす？」

　廊下より現れるのは髪の毛が縦ロール＆瞳ひとみの中に星をキラめかせ、熱に顔を火ほ照てらせているサバトちゃんッ!?

「ああ！　サバトちゃんの『個性』が本当にわけのわからない適当なモノに……！（僕）」

　いつもならば彼女は『はぁう、バナナの皮はおやつに入るんですかぁ？』という眠たげな『個性』のハズなのです。すかさずドクロちゃんは虚うつろな瞳をした、くてんくてんのサバトちゃんの両手を握り、ザクロちゃんを見上げます。

「はやく『ルルティエ温泉』にいかなきゃ!!」

「すぐに準備いたします、おねえさま！」

　二階に駆け上がるザクロちゃんに僕達は続きます。そうなのです。『天使の憂鬱』から回復するためには『未来の世界』にある『ルルティエ温泉』に肩までゆっくりとつかり、自分本来の『個性』をじっくりと見つめ直すしかないのです。

「すみません桜さくらさん、残っている家事の方、お願いできますか？」

　ドクロちゃんとザクロちゃんはなにやら本気モード。いつになく真剣に僕へと向き直ります。

「も、もちろん大だい丈じよう夫ぶ！　早くこのサバトちゃんを元にもどしてあげて!?」

「桜くんも一人きりだからって、おいたしちゃいけないんだからねっ！」

　頷うなずく僕にそう言い残し、錯さく乱らん状態のサバトちゃんを抱えた二人の姉妹天使はあっという間に机の引き出しの中へと消えて行ったのです。




　そうして現在。

　時刻は午後二時。

　草くさ壁かべ家けには、机の前にたたずむ少年が、

　まさに怒ど濤とうの如ごとく、独りぼっちになりました。




　僕は、既すでに『ただの引き出し』になってしまっている、あけっぱなしの机を覗のぞき込みます。

「サバトちゃん、大丈夫かな」

　ドクロちゃんも過去に一度『天使の憂ゆう鬱うつ』にかかったコトがあり、その時は（主に僕が）大変な目にあったのです。

「無事だといいんだけど」

　そして僕はがらんとしてしまった室内を見まわし、

「……ふぅ」

　ふと、思い当たるのです。

「あれ、もしかして──」

　ドクロちゃんが僕の家に来てから、今日この時まで。

　この家に、僕、草壁桜が一人っきりというシチュエーションは、

「ひょっとして今回が、初めて……？」

　コミ上げてくるのは、

「お、おおおお……ッ!?」

　自分でも驚おどろくぐらいの感動でした。信じられません、思わず自分の部屋をきょろきょろしてしまいます！

「本当にこの家には僕一人なのッ!?」

　しかしもちろん、その問いに答えてくれるヒトなんて、誰だれもいなくってッ！

「こうしちゃいられないッ」

　僕は家中を走り回ってしまいまーす！

　なにしろ一人というコトは、今から我が家で起こる物事の責任は僕が一人で取らなくてはいけないという理コトワリを表しているのです。全すべてが僕の自己責任。つまり裏を返せば自分で責任さえ取ればあらゆる自由を享きよう受じゆ可能という事態に!?　ああもうっ！　かれこれあの天使がやって来て以来、僕には誰だれにも邪じや魔まされずにやりたかったコトが山積みなんだからッ!!

「ねえ、誰もいないの!?　本当に誰もいないのー!?」

　思わず一つ一つの部屋を確認してしまう僕。ドクロちゃんの押し入れ[image: ]よし！　ザクロちゃんのお部屋[image: ]よし！　階段[image: ]よし！　廊下[image: ]よし！　キッチン[image: ]よし！　居間[image: ]よし！　玄関[image: ]よし！　トイレ[image: ]よし！　お風ふ呂ろ場ば[image: ]「きゃっ！　な、なんザンスか桜さくらくん！　ミィが行水をしてるんザンスからノックくらい──〈ズギャアア〉（窓から外に向けて放出され、弧を描いて空へ消えていくモヒカン天使）」[image: ]終ー了ー！

「本当に、誰もいないんだ──ッ!!」

　僕は居間に転がるように寝ころび、天てん井じようを見上げて大の字になるのです、自由フリイイダアアムッ！

「いや、こうしちゃいられない!!」

　すぐさま上半身を起こします。よいですか？　前述しましたが『自分一人だけの時間』がそう簡単に手に入ると思ったら大間違いなのです。どんなコトにも〝準備〟は必要というコトがわからないのですか。義務を果たし後こう顧この憂うれいを絶ってこそ、呵か責しやくの無い自由な時間を迎えるコトができるというもの！　なればこそ、

「まずは……！」

　ザクロちゃんに頼たのまれた家事をさっさと片付けてしまいましょう！　今日は快晴、いい天気。すでに洗せん濯たく物ものは乾いて風に揺れています。さっそく僕は庭に飛び出て、急いで取り込み始めます！

「たくさんあるなぁ！」

　これだけあると、さぞかしお母さんは毎日大変でしょう。改めて感謝の心を胸に、僕は開けはなったサッシから室内へと洗濯物を積み上げます。

「よおし、せっかくだから全部たたんで──」

　居間へとあがり、さっそく乾いた衣服に手を伸ばせば、

「あれ……？」

　それは小さい、まるで小動物のように柔らかな白と水色のしましま。表面には小さなドクロマークのプリントがあって──

「こ、これは……もしかして!?」

　遠くて近い存在。誰もいない家。僕だけの時間。手にとって広げようとしたその刹せつ那な、




　ぴーん・ぽーんっ




　これは玄関のチャイムだからッ！

「まだ僕はなにもしてませんよ──ッ!!」

　手の上のぱんつを放り投げ、慌てて玄関へと走ります。きっとお客さんなのです！　伝えなきゃ！　お父さんとお母さんは、今は家にいないんだって……!!

「あ、すいません。いま両親は──」

〈がちゃり〉と扉を開けて顔を出す、そこには、

「ふむ……」

　──ひたすら、真夜中のように黒い和喪服姿。

「久しぶりじゃな、草くさ壁かべ桜さくら」

　とろりと絡からみつくような声こわ音ね。頭の両りよう脇わきから伸びる鋭い猛牛のツノ、上方には金こん色じきの天てん使し輪りん。触れたら指から血がほとばしるのではないかというほど切れ長の瞳ひとみを持つ、その漆しつ黒こくの着物に身を包んだ天使の名は、

「バ……バベル、さんッ!?」

　そう。

　本日は僕の家に、『天使による神域戒厳会議』、通称『ルルティエ』の議長にしてサバトちゃんのお母さんであらせられる、バベルちゃんがいらっしゃいましたのです……！




　──これは『ルルティエ』の全権を掌しよう握あくする喪服天使と、一家の代表として彼女のお相手をしなくてはいけない少年があなたに贈る、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの物語。
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　居間には、

「粗茶、ですが……」

〈ことり〉と、震ふるえる手でお盆から湯飲みを置いた僕と、

「ふむ」

　ちゃぶ台を挟んだ向かい側。まるで室内、背景を重く圧するが如ごとく、和喪服姿の天使バベルちゃんが座っておりました。

　あれから、「ちょっとだけおまちくださいっ！」と彼女を玄関に待たせ、僕は急いでこの部屋の洗せん濯たく物ものや散らかっていた『シンケイ・スイジャック』もろもろを片付けて、お客様をお通ししたのです。

　彼女は一度来たコトのある草壁家の居間を眺め回し、僕に向き直って薄うすく笑みを浮かべます。

「久しいな、草壁桜」

　カミサマに代わり神域を侵おかすニンゲンを排除するための機関『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』、その議長を務める天使バベルちゃん。濡ぬれているかの如ごとく艶つやめく黒いストレートの御み髪ぐしは腰よりずっと長く、後頭部より生え出いで、両りよう脇わきから前方へと伸びるは鋭い猛牛のツノ。それを照らす金こん色じきの天てん使し輪りんを頭上に頂く和喪服姿の彼女は、身に纏まとう〝余裕〟と〝貫かん禄ろく〟によりずっと年上の女性のように感じられてしまいます。

　が、実のトコロ、容姿だけなら彼女は二十代前半の女性。あらかじめこの麗れい人じんが常識をモノともしない『天使』なのだと知らなければ、とてもではないですがサバトちゃんのお母さんだとは信じられません。

「草くさ壁かべ、桜さくら……？」

「あ、は、はい！　お、お久しぶりですバベルさん！　この前会ったのはええっと、『未来の世界』にサバトちゃんを連れて帰ろうと──あ、あれ？　違う、最後は……確かどこか西の方の森で──って、え、なにこの記き憶おく」

「おぬし、先ほどから大だい丈じよう夫ぶか」

「す、すいませんっ！　なんだかちょっと、全すべてが急なものでして……」

　そんな僕へとバベルちゃんは優しく首を振り、懐ふところから書類の束を取りだしめくりつつ、

「いいやよいのじゃ草壁桜。そなたは今日、ルルティエに届いた最新の『桜白書』にある、『両胸の部分を二つ、ハサミで丸く切り取ったＴシャツ一枚』という出で立ちではないようじゃし、どこか体調が──」

「な、なんですかその格好!?　むしろそんなイデタチの方が身体からだに変調をキタしていますッ！ちょ、ちょっとその『桜白書』の最新号なるモノを貸していただけますか!?　……なになに？　『草壁桜は買ってきたばかりのＴシャツのタグをハサミで切り取るついでに、乳首周辺の布も丸くくり貫ぬき、毎朝窓辺からの朝日を露ろ出しゆつ部分で感じているザンスよバベル議長』って、やっぱりザンスさんが書いてるんですかこの報告書ォォォオッ!!　なんなんだあのヒトは!!　違います!!　僕、こんなコトしたコトも想像したコトも無くて……ッ!!」

　当然ですが目の前の彼女はこう見えても、あのドクロちゃんやサバトちゃん、そしてザクロちゃんを束ねる実力を持っているからこその〝議長〟なのです。となれば、まんがイチにでもここで粗そ相そうや人格に対する誤解などがあったりなんかしたら、僕の未来はいくつあっても足りないコト、請・け・あ・い！　というか、もうハッキリ言っちゃいたいと思うのですが僕、バベルちゃんと二人っきりで、とっても緊きん張ちようしているの。だってだって、厳げん粛しゆくにしてぴりりと張りつめたこの空気の中、微かすかに彼女から漂う濃い花のような香り、蜜みつの如く首筋に絡からみつく声こわ音ねは、十四歳の僕の心をいったいどうしたらよいのか全然わからない場所へと誘いざない、なかなか家に帰してくれなくて、泣き出したくなっちゃうような気分にさせるのです。

　しかし、

「恥ずかしがるコトはない草壁桜。わらわもルルティエの議長。大抵の物事には動じぬ覚悟を既すでに決めている」

「ぅううーん……!!」

　だれか助けてー！　僕は心の中の薄うすいカバーに覆おおわれた赤い大きなボタンを〈がしゃーん〉と叩たたき押すのですが、

「──して、今は家にそなた一人だけか？」

　バベルちゃんのおっしゃるとおり!!　この緊きん急きゆう事態に駆けつけてくれる誰だれかなんているハズも無くッ！

「は、はい！　お父さんもお母さんもちょっと出かけてまして、ドクロちゃんとザクロちゃんは……って、そ、そうです！　サバトちゃんが──」

　僕が〈はっ〉となって言い掛けるも、

「うむ、『天使の憂ゆう鬱うつ』になってしまってな。わらわも後から行くつもりじゃ」

　数じゆ珠ずのからまった指で真まっ直すぐに伸びる黒髪をすくいあげ、視線を天てん井じよう、僕の部屋の方向へと向けるのです。

「え……」

　つられて僕も居間から上方、自室の方角へと振り返ります。まさか、バベルちゃんも『机のひきだし』から……？　けれど、僕の思いを知ってか知らずか彼女は、

「案ずるな。『天使の憂鬱』は不治の病というわけではない。適切な療りよう法ほうさえ取ればそう大事に至るコトもないのじゃ」

〈ことり〉と口をつけていた湯飲みをちゃぶ台に置きます。

「そ、そうなんですか？　よかった、サバトちゃん助かるんだ……」

　僕は安あん堵どの溜ため息です。いくら不幸に慣れたサバトちゃんだって『消滅』はしたく無いハズ。バベルちゃんが言うなら心配ないのでしょう。

「──とはいえ、ただ座ざして待つわけにもいかぬ。仮にもわらわはサバトの母。この度たびは娘の着替えを取りに『こちらの世界』へ参った次第でな」

「ご苦労様です。あ、お茶のお代わりをお注つぎしますね」

　厳しいようでもさすがは子の親、サバトちゃんのお母さんなのです。

「そうそう。ところで草くさ壁かべ桜さくらや」

「はい、なんですか？」

　僕がポットから急きゆう須すにお湯を足していると、

「コレを見て欲しいのじゃが」

　バベルちゃんは〈ことん〉と懐ふところから取り出した物体をちゃぶ台に置くのです。

「これは──」

　僕は目の前に出された、その煤すすけた人形のようなモノを手に取り、

「──これは縄じよう文もん後期の遮しや光こう器き型がた土ど偶ぐうみたいですけど……、でもそれにしては炭素濃度が現代過ぎ……って、あれ？　もしかして、この人形って……！」

　この目といい。この口といい、この立ち姿といいッ!!

「まさか僕ッ!?　これ僕なの？　だってそっくりですよコレ！　なにこの僕人形!!」

「ふむ、やはりそなたもそう思うか。わらわは先ほどサバトの家に娘の着替えを取りに行ったのじゃが、いくら探しても見つからず、代わりに〝隠し祭さい壇だん〟のような所に供えてあったそれを見つけてな」

「これが〝隠し祭壇〟に!?　ど、どうして僕型土器がそんなトコロへ密ひそかに供えられてるんですか？　も、もしかして、あがめられてる!?　僕、サバトちゃんに奉たてまつられてるのッ!?」

「そなたに心当たりはないのか」

「無いです！　天使にあがめられるようなコトをした覚えは……！　そ、それよりも、サバトちゃんて着替えの服持ってないんですよね!?　だったら、こんな土偶人形よりも、ドクロちゃんの服を彼女に持って行ってあげてください。サイズも同じくらいだし、きっとドクロちゃんもそうすると思うんです」

「ふむ、そうか。それはすまない」

　というわけで、僕は「ちょっと待っててください、すぐ戻ります！」とバベルちゃんに告げ、慌てて家うちに住む天使のお洋服を取りに居間を後にするのです。




　　　　★




「サバトちゃん、元気出してくれるかな……」

　僕は階段を降りながら、彼女が『はうぅ！　桜さくらくん、さすがなんですぅっ！』と喜ぶ顔を想像してしまい、なんだかニコニコしてしまうのです。手て提さげ袋にはドクロちゃんの押し入れから拝借した着替えはもちろん、僕からのお見舞いの品としてアロエヨーグルトとプリンが入っています。自分でも驚おどろいちゃうくらい、草くさ壁かべ桜ってよい子な気がします。

　ひょっとしたら、このまま行けばバベルちゃんに『ふむ、おぬしはわらわが思っていた以上によい子じゃな。よし、ルルティエ議長として草壁桜の監視を解除した上に、名誉ニンゲンとして表彰しよう』とかなっちゃったりしてーッ！　どっひゃー！　そうなったらもう僕は名実共に『お留守バンシマスター』。もう、やるっきゃないのです！

「よぉし！」

　階段を降りきった僕は軽やかに居間のふすまを開け放ちます。

「バベルさん、おまたせしまし──」

　そして、

「──へ？」

　わけわかんなくなっちゃいました。だって、目の前が、

「なんで、真っ暗なんですか……？」

　ここが居間だというコトはわかります。

　しかしいつの間にでしょう、夜に閉められるハズの雨戸が全すべて引き出されていて、そのため光に慣れていた目には、ここが本当に墨すみを流したように真っ黒に見えるのです。

〈かちんかちん〉という音と共に、

「な……」

　灯ともる蛍光灯。その白い光に照らされたのは、




　畳の上に敷しかれた、時代劇などで時折目にする、薄うすい、紅色のお布団ふとんが一式。




「は、はい？」

「驚おどろくコトはない」

　電灯から下がる紐ひもを片手にたたずみ、なぜか艶えん然ぜんと笑みを浮かべている喪服姿のバベルちゃん。

「な、なんですかこれ」

「そなたに、礼がしたくてな」

「れ、礼って……」

　まさか名誉ニンゲン!?　『お留守バンシ続けマスター』!?

「わらわは、兼ねてからそなたにきちんと詫わび──もとい、改めて礼をしに来ようと思っていたのじゃ」

　バベルちゃんの白しろ足袋たびが、たし、たしと、畳を踏ふんで、僕へと近づいてきます。

「この度たびも、そなたは病に倒れたサバトに助力を申し出てくれた。娘の母としてもわらわに礼をさせて欲しい」

　そして、彼女の濃い香りが僕を包み、触れたら両断されてしまいそうなくらい切れ長の瞳ひとみが、僕を覗のぞき込みます。

「そなたのような男にならば……」

「い、いえ、ぼ、僕なんて……!!」

「いいや、受け取って貰もらおう」

　彼女は僕の手を取り、

「我が『天使の秘宝マジツクアイテム』、『黒七星セブンレイブン』がうちの一つ──」

　背後を振り返り、敷かれた布団を指し示し、

「──『紅こう悦えつ夢む殿でん　ナコトケブル』」

　僕はうながされるままに布団へ視線を止め、そして、クギヅケになります。

「こ、この布団ふとん……」

　持っていた手て提さげ袋を部屋の隅に置き、それから敷しき布団、掛け布団、まくらといった寝具一式にそっと手を伸ばし、感触を確かめ、

「……ただの布団じゃ、ない」

「ほう、わかるというのか」

　頷うなずきます。

　布団の上なら常勝無敗の紳士『夜よる仮か面めん』が市し井せいに紛れ、その正体を隠す姿こそが僕、草くさ壁かべ桜さくら。そして寝具を見る目、〝寝シン具グ眼ガン〟は今の状態の僕でも使えるのです。そんな僕の感性が伝えます。

　これはめったにない業わざ物もの布団だと。

「この布団を、僕へ？」

　今度はバベルちゃんが頷き、〈ちゃきり〉と手のひらに絡からまる黒い数じゆ珠ずを鳴らします。

「報告が来ておる。そなたは近ちか頃ごろ、夜、あまり眠れていないそうではないか」

「あ、そ、それは……」

　それはドクロちゃんが「ふきヌけ住宅にちょうせん！」とかなんとか言いつつ、最近押し入れのふすまを開けっ放しで寝ていて、それが気になって睡眠に集中できないからなのですが、

「でも、これってバベルさんのマジックアイテム、『黒七星セブンレイブン』の一つなんですよね？　そんな貴重な品、僕には──」

「かまわぬ。貰もろうてくれるのが、そなたならな」

　布団としても一級品、且かつ、魔ま法ほうアイテムでもある寝具が一式。天使が所持する様々な不思議アイテムの効果を僕より知っているヒトが『こっちの世界』にどのくらいいるでしょう。この『紅こう悦えつ夢む殿でん　ナコトケブル』というアイテムにも凄すごすぎる効能がきっとあるハズなのです。

　気がつけば、バベルちゃんは僕の反応をうかがうように覗のぞき込んでいて、

「では、受け取ってくれるな？」

「は、はい……！」

『うっかり』というには、いささか喜びに押し負けぎみに頷いてしまった僕へと、嬉うれしそうに破顔するのです。

「そうか、うむうむ」

　思わず息を吞のみました。そして思わず〈さっ〉と目線を逸そらしてしまうのです。

　だって、バベルちゃんのその一いつ瞬しゆんの表情は、もし僕に優しいお姉さんがいたらこうやって微笑ほほえんでくれるんじゃないかという、慈いつくしみに満ちたもので……

「寝ね心ごこ地ちだけではない。『紅こう悦えつ夢む殿でん　ナコトケブル』は眠る者に〝望む夢〟を与える魔法のアイテム。そなたには心身の回復とともに、さらなる安眠を約束しよう」

「この布団が、僕の〝望む夢〟を……？」

　さ、さらにたいへんだー！

「どうした草くさ壁かべ桜さくら 、両目よりぷるぷるした濃いピンク色の粘菌みたいなものが噴き出し始めたようじゃが」

「す、すいません！」

　僕は目元を拭ぬぐいます。

「さあ、それではさっそく使ってみるがよい」

「じゃあ、お言葉に甘えてちょっとだけ──」

　すると、バベルちゃんは〈かち、かちん〉と蛍光灯を消し、「あっ」とうろたえる僕に、

「心配するでない。暗くなければ効果を発揮しないのじゃ」

　蛍光灯の白い光から一転。時刻は午後の二時四十分にして居間はかりそめの夜。室内は常夜灯の薄うす暗ぐらいオレンジに満たされてしまうのです。

「わ、わかりました……」

　僕は、そっと敷しかれている布団ふとんの中に身体からだを潜もぐり込ませます。

　最初はヒヤリと違和感のあった布地の肌触りが、横たえた身体が馴な染じむにつれだんだんと温かなものになっていくのがわかります。

「な、なかなか気持ちいい──」

　その時でした。

「へっ？」

　僕が横になっている布団がめくられ、すっと、

「ちょ、ちょ……!!」

　隣となりに、寄り添うように、

「バベルさんッ!?」

　天使の女性が布団の中に入って来るのです！　しかも、いつの間にでしょう。彼女は薄く、白い着物姿──おそらく襦じゆ袢ばんというモノ──になっていて!?

「なんで入ってくるんですか!?」

　和服というモノは著しく、カラダのラインを隠してしまうものでした。しかし今や薄い襦袢姿のバベルちゃんのシルエットはまさしく〝大人のモノ〟。なんというか、ドクロちゃんやザクロちゃんにはない重厚さなのです！

「最初はわらわが隣にいないと、この『紅こう悦えつ夢む殿でん　ナコトケブル』は効力を発揮しないのじゃ」

「え、えええッ!?」

　バベルちゃんはこれから母親としてサバトちゃんのトコロに行かなくちゃイケナイハズなのに、こんなに僕ばかりかまっていて大だい丈じよう夫ぶなのッ!?

「ふむ？　いやなのか？　それでは先ほどの『受け取る』というそなたの言葉は偽いつわりであったと？」

「そ、そんなコトは──！」

　思わず〈ごくり〉と、唾つばが喉のどを下ります。

　これは添い寝です。

「草くさ壁かべ桜さくら 、もう少しこちらに来ないとカラダがはみ出してしまうぞ？」

「で、でも……」

　いったい誰だれがこの状況を予想できたというのでしょう。僕は居間にて、猛牛のツノをもった一人の天使と一いつ緒しよに布団ふとんの中にいるのです。

「ぅぅぅ……」

　僕の頭は隣となりにあるもう一つの温あたたかみの発生源──彼ひ我がの距きよ離り、現在三十センチにある──バベルちゃんの存在により緊きん張ちようにつぐ緊張で、既すでにぐるぐる状態。なおかつ、

「そう硬くなるでない。効果を発揮するには布団の中にきちんと四肢を収めて眠らなければならぬ。ほれ、もっと寄るのじゃ」

「は、はい……っ」
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　バベルちゃんの、僕だけに届く小声。しかし、そのようなコトを言われましても、完全に僕がこの布団に入るためにはバベルちゃんとの相対距離を常に五センチ程度に保たねばならないのです。となると、自らの大きさと弾力のため、彼女の白い長なが襦じゆ袢ばんの襟えり元もとより重力に引かれはみ出してしまいそうになっている部分は目の前の位置にやってくるコトとなり、ぜんぜん眠れそうになんか──

「あ、あれ……」

　けれど、突如として、

「効いて来たな？　ナコトケブルは使用者に速すみやかな安眠を約束する」

「う、うぅぅ……!?」

　どうしたというのでしょう。うつらうつらどころの話ではありません。あっという間に、まさしく『睡すい魔ま』に襲おそわれるが如ごとく、すごい眠気が込み上げて来るのです。まるで脳がとろけるチーズのように糸を引き、毒が回るように──

「バベルさんなんですかこれ、怖いっ！　怖いよぅっ。あくびが、あくびが止まりません……！」

　瞳ひとみからはまるで目ま蓋ぶたの潤じゆん滑かつ油ゆのように熱い涙がにじみ始めます。

「こんな眠さ、怖いです！　安眠ってこういうのでしたっけ!?」

　虚うつろと現世うつしよの境が見あたらなくなり、

「平気じゃよ。ゆっくり休むがよい……」

　ぐいっと引き寄せられ、僕を抱きしめる柔らかな何か。その感触が最後、僕は……………
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「は……っ」

　とある廊下に、僕は立ちすくんでいました。見まわせば壁や天てん井じようは品のいい暖色でまとめられており、床には柔らかなカーペット。花の香りが混ざっているのか、わずかに甘あま酸ずっぱい空気が辺りに満ちていて。

「ここ、は？」

　戸惑い、窓辺に寄ればガラス越し、外には新緑の草原が広がり──

「おい桜さくら！　なにやってんだこんなトコロで!!」

「はいっ？」

　振り返れば、廊下の向こうよりやって来るのは、黒いスーツを着こなした、

「ウロウロしてんじゃねえよ、あいかわらず落ち着きのないヤツだなまったく」

「え……」

　見た目は大学生よりも、もう少し大人びた男性。けれど、

「ん？　どうしたんだ桜」

「あ、あの、どなたですか……？」

　僕はこんな男のヒトに知り合いなんかいなくて──

「おまえふざけんな！　宮みや本もとだよ宮本。俺おれはお前の親友の宮本広こう志じだよ！」

「えええッ!?　だ、だってあなた、大人じゃないですか！　僕の知ってる宮本はもっとわんぱくなハズですよ!?」

「なに言ってんだ！　お前だって立派な大人だ。ほら、見てみろ！」

「な……？」

　自分は宮本だと名乗る男性にうながされて見れば、廊下の壁にあるのは大きな鏡。そこに映し出されていたのは、

「ほ、本当だ！　僕も大人になってる!!　か、かっこいい……！」

　タキシードを着たシックな大人の草くさ壁かべ桜さくらなのです!?　おもわずウットリ！

「とすると、僕らはいつの間にか大人のカラダに──」

「そうだな。いつの間にか俺ら、大人になっちまったな」

　昔を懐なつかしむような表情をしている目の前の男性は、言われてみれば確かに宮本が大人になったらこんなだろうという想像図通りで……

「ほら、なにボサッとしてるんだ。今日はお前が主役なんだからな。しっかりしろよ？」

「僕が、主役？　なんで？」

「ああ、いたー！」

　そこへやって来たのは、

「た、田た辺なべさん!?」

「まったく桜くんはもー」

　肩を出したカクテルドレスは落ち着いた灰色グレー。いたずらっこな子こ狐ぎつねみたいに笑みを浮かべていた当時の面おも影かげそのまま、すっかり大人びてしまったクラスメイトの田辺さんなのです！　彼女は、戸惑い続ける僕へと、

「どこ行ってたの？　花嫁さん、もうすっかり着替え終わって待ってるんだよ？」

「花嫁さん……て、誰だれか結婚でもするの？」

　僕の返答に、田辺さんはぽかんと口を開け、

「あっきれたー。ちょっと桜くん、なに言ってるの？」

「おまえ、中学校からの想おもいをやっと遂げたんだろ？」

「ま、まさか」

　その言葉に、僕はドレス姿の田辺さんとスーツの宮本、鏡の中にいるタキシードを着こなした僕へと、視線を巡らせ、

「もしかして、今日って──」

　愕がく然ぜんとします！

「──僕の結婚式なの!?」

「桜さくらくん、……昨日寝てないの？」

「無理もねえよ、花嫁があんなにも美人だったらなー」

　心臓が。心の臓が、毛細血管がぶちぶちとはち切れんばかりに脈打ちます。

「く、ふ、お、お、ぉお……！」

　宮みや本もとは言いました。結婚相手は、中学生の時からの想い人、と。となれば、僕の花嫁さんはただ一人……ッ!!

「あ、こんなところにいたんだ」

　そう、この凜りんと響ひびく声はッ！

「静しず希きちゃんっ!!」

　僕でさえ触さわれない心の一番奥に、到達して広がるハート型の恋波紋。目の前に現れたのはそう、大人の魅み力りよくに溢あふれた水みな上かみ──いえ、今日から草くさ壁かべ静希ちゃんなのですッ!!

「とうとう、とうとう僕達たちは──」

　しかし、

「あ、あれ……？」

「どうしたの？　桜くん」

「……し、静希ちゃん、ウェディングドレスは？」

　彼女は、ダークグリーンのドレスに薄うす手でのショールを羽は織おっていて、

「もう、ウェディングドレスは花嫁さんの着るものでしょ？　結婚おめでとう、桜くん」

「宮本広こう志じー!!」

　僕は叫びます。

「なんだ草壁桜」

「今日は誰だれの結婚式だ!!」

「おまえのだ」

「どうして!?」

「今日がお前の結婚式だからだ」

　ありえません……!!

　なんで？　なんで僕はこんなに静希ちゃんのコトが好きなのに、彼女と結婚式じゃないの!?理解できなーいッ!!　中学校からの想おもいなんてぜんぜん遂げて無いじゃーん!?

「ちょ、ちょっと桜くん大だい丈じよう夫ぶ？　タキシードの両りよう袖そでから、ホイップクリームみたいにデコレーションされた粘着液が滝のように流れ出てるけど……」

「静希ちゃん、逃げよう！　僕と逃げよう！」

「い、いったいどうしたの？」

　その時でした。

「どこへ逃げるというの、桜さくらくん」

　喜怒哀楽を感じさせない、抑揚を欠いた声こわ音ね。

「え……？」

　それは、僕を見えない包ほう囲い網もうで硬直させるが如ごとき背後からのプレッシャー。

「そ、そんな、まさか……!!」

　振り向くコトがなかなかできません！　僕は知っています。それは限りなく薄うすい気配。けれども無視するコトがどうしても不可能な、この雰ふん囲い気きを持つ女の子は……!!

「桜くん」

「な、なに……？」

「こっちを、向きなさい」

　それはこちらの防御の裏を搔かく、囁ささやくような小さな声だったものですから、

「ッ!!」

　反射のように振り向けば、

「……──って、あ、あれ？　み、南みなみさんも、ウェディングドレスを着ていない？」

「それは、私も早く結婚しろっていうコト？」

「ち、ちがいます！　そうでは、なくて──」

　薄うす紅べに色いろの和服を折り目正しく着こなした南さんは黒髪を背に流しつつ、鏡の方へとズラした僕の視線を、同じく鏡の中で捉とらえます。

「うっ！」

　しかし、南さんはそんな僕からすぐに目線を外し、静しず希きちゃんと田た辺なべさんの方へ。

「式はまだ始まってないの？」

「だれかが迷子になってたから（田辺さん）」

「ひさしぶり南さん。その着物とっても綺き麗れい。すごく似合ってるね（静希ちゃん）」

「一番上の姉から借りたの（南さん）」

「猿山商事に勤めてる？（田辺さん）」

　南さんは〈こくり〉と頷うなずき、僕へと向き直り、

「……桜くんは、なに、さっきから胸をなでおろしてるの」

「い、いや！　な、なんとなく、なんとなくだよ!?」

　僕は、一歩、二歩と、その場から後ずさり始めます。

　ではいったい、

　僕は、誰だれと結婚するという──




「ぁ」

　気がつきます。

　一人。

　まだ一人、中学生の時にいつも一いつ緒しよにいた女の子が、ここに、いないのです。

「まさか」

　もしかして、僕の結婚相手というのは、あの、頭上に金色のわっかをいただいた、

「ド、ド──」

「そう言えば、このメンツが揃そろうとあの娘こを思い出すな」

「へ？」

　高まる僕の緊きん張ちようをよそに、窓の外を眺めていた宮みや本もとが僕へと振り返ります。

「なんだお前、薄はく情じような奴やつだな。ドクロちゃんだよ。ずっとお前の家にいたろ」

「ちょっとまって？　『いたろ』って、……ドクロちゃん、どうかしたの？」

「どうしたもこうしたも、もうとっくにドクロちゃんは──」




「桜さくらくん、やっとみつけた」




　真正面にウェディングドレス。

　廊下の向こうには、純白の花弁で作られたかのような、ふわふわのシルエット。

　うつむいたままの表情は、光りきらめくプラチナのティアラから垂れるヴェールに隠されてここからでは見えません。

　一歩ずつ〈しゃなりしゃなり〉とこちらへ歩いてくるその花嫁さんは、

「だ、だれ!?　あなたはいったいだれなのー!?」

「ひどいんだ桜くん。花嫁に向かって、そんな言い方」

〈ひらり〉と、僕の目の前で自ら上げるヴェール。現れた可か憐れんな笑顔。

「でも桜くんの、そんなイケズなトコロが──」

　頰ほおを染め、上目遣いで僕を見る、彼は、

「好き……」

「に、西にし田だ……ッ!?」

　クラスメイトの妙に色っぽい男子、西田なのですぅぅッッ!?

「まってまってー！　こらみんなも『ひゅーひゅー』とか『熱いよー！』とか言わないの!!」

「ぜったいにぼく、桜くんを幸せにするね」

　肘ひじまである白手袋越しに、僕の両手を握りしめられてもッ!!

「ちょっとなんで!?　だって西田は男でしょッ!?」

「男の子だっていいって言ってくれたのは、桜くんだよ……？」

「僕はそんなコト言った覚えはないよ!!　ちょっとみんな、なんで拍手を贈っているの!?　だめだよこんなの間違ってる!!　そして西にし田だは目をなんで閉じてじっと僕の方を見上げているのさ！　え、なに？　……キス？　それだけは、だ、だめだよッ！　確かにキミはまるで女の子みたいだけど、ちょ、違うぅぅうんッ!?　うぐっぅうわあ、あ、ななななあぁぁああああ──……ッ」




　　　　★




「はぁぁぅうああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!」

　僕は〈がば──んッ！〉と、掛け布ぶ団とんをはね除のけ、バネ仕掛けの如ごとく身を起こし──

「──っはぁ、はァア、あ、……あれ？」

　見まわせば、薄うすオレンジに照らされた、見慣れた空間で……

「ゆ、夢……!?」

　息を整え首筋の汗を拭ぬぐいます。そして思い出すのです。

「ん、むぅ、どうじゃった」

　そう。僕は、隣となりでゆっくりと身を起こし、襟えり元もとを整えている、

「バ、バベル、さん……」

　彼女から頂いた魔ま法ほうの布団、『紅こう悦えつ夢む殿でん　ナコトケブル』で夢を見ていて……

「す、すごかったです」

「ふむ、それで？」

「まるで、全部本当に起こってるコトみたいで、いつもの夢なんかより、すごくリアルで……」

「ほほぅ、して、寝ね心ごこ地ちは？」

　僕は〈はっ〉として、今、自分の身体からだがどんな状態であるのかを自覚します。

「し、信じられません！　ほんのちょっとこの布団で眠っただけなのに、まるで八時間たっぷりと睡眠をとったみたいに……いや、それ以上に身体が軽くて、力が湧わいてきて、それに気分もこんな──」

「うむ」

「あ、あれ……気分は、あんまり爽そう快かいじゃ、ない」

「夢見でも悪かったのかえ？」

　バベルちゃんの言葉に、とっさにラストのビジュアルを思い出してしまう僕は、首を振って慌てて打ち消し、

「は、はい。最後が、ちょっと……」

「ふぅむ」と、バベルちゃんは顎あごに手を添え、

「おそらくそれは、そなたの想おもいがまだ弱いからじゃ」

「た、たぶんそうです。僕があんなコトを望んでいるハズないですから……!!」

「もっと心を強く持て。さすれば必ず、おぬしの望む夢が見れるハズじゃ。心身ともにリフレッシュしてもらわなくては、そなたに贈り物をしたわらわの沽こ券けんに関かかわる。もう一度試してみるのじゃ。ほれ……」

　バベルちゃんの手により、掛け布ぶ団とんが再び僕の身体からだを覆おおいます。すると、

「うぅ！　ま、またしても毒薬のように強烈な睡すい魔まが……！　う、くぅぅぅ…………」




　　　　★




【ここまでのあらすじ】

　某ぼうＡ国の特殊諜ちよう報ほう部ぶに所属するスパイ、コードネーム〝桜さくらくん〟は、世界でも五本の指に入る超Ｓさくら級スパイである！　彼は仕組まれた世界大戦の勃ぼつ発ぱつを防ぐため、単独で某Ｂ国の地下深くにある研究所に潜もぐり、ついに極秘データを盗み出した。しかしそれは、〝桜くん〟を追いつめる為ために仕組まれた周到な罠わなであったのだ！　敵に囲まれるも、どうにかその窮きゆう地ちを脱し、研究所の一角に身を隠す彼。でも、ずっとこうしてなんかいるわけにはいかない。なぜなら世界は滅亡の危機に瀕ひんしているのだから！　果たして第三次世界大戦は始まってしまうのか!?　そして、コードネーム〝桜くん〟の運命は……!?

【ここまでのあらすじ・おわり】




「はぁ、はぁ、はぁ……くそう、このままじゃ──」

　研究所内にやかましく響ひびき続けていたエマージェンシーコールは、僕がこの倉庫に隠れて間もなく止やんでいます。けれどそれは決して僕の追跡を諦あきらめたという意味ではありません。その逆です。敵は僕、世界でも五本の指に入る超Ｓさくら級スパイであるコードネーム〝桜くん〟を巧妙な罠にはめることに成功したのです!!

「あんなトコロに千円札が落ちてるなんて、おかしいとは思ったんだ……！」

　とにかく、この狭い倉庫から脱出し、一刻も早く手元にある極秘データを持って帰らなければ、あと二時間もしないうちに世界大戦が始まってしまうのです！　そうなれば、僕の愛するあの娘こだって……!!

「こうなったら!!」

　僕がそうっと、隠れていた事務机の下から顔を出した、その時です。

「助けにきたよ！　〝桜くん〟っ！」

　突如、机の引き出しが飛び出し、

「おごあー！（〈ごきぃん！〉と、引き出しで横っ面つらを強打された僕）」

　中から、全身を黒い革スーツに包んだ、一人の少女が飛び出してきたのです！

「な、なに!?　だれ？　だれなのー!?」

「ボクのコードネームは〝ツナマヨ〟！　某ぼうＡ国の超Ｄドクロ級スパイにして、今回のボンドガールなのーっ！（大きくあいた胸元からは木工ボンドの黄色い容器がちらり）」

　頭上に金色のわっかをきらりん、〝ツナマヨ〟と名乗った少女は、床に転がったままの僕にぱちりとウインクしてきました。

「いや、キミはドクロちゃんだよね？」

「な、なぜその名前を!?」

「やめてやめて〝ツナマヨ〟ちゃん！　暗殺道具であるギャロッドで僕を背負うのはやめたまえ！　ほ、ほら僕は凄すご腕うでスパイでしょ？　なんでもお見通しなのさ！」

「そっかぁ！　さっすが０ぜろ０ぜろ桜さくらくん！」

「０ぜろ０ぜろ桜くん!?」

「うわさではひじょうにしばしば聞いていたけど、〝桜くん〟て本当に実在したんだ……」

　コードネーム〝ツナマヨ〟ちゃんは、僕の周りをぐるぐるしながら、しげしげと見つめてくるのです。僕は、〈じじー〉と降ろしたら下まで全開になってしまうであろう銀色のチャックを胸下で止めた彼女へと、

「え、どういうコト……？」

「〝桜くん〟って言ったら、スパイ界では伝説なんだよ？」

　ツナマヨちゃんはキラキラと、まるで憧あこがれの先輩を見つめるように僕を見上げ、

「ボク、みんなに教えてもらったの。『コードネーム〝桜くん〟は世界でも数少ない、五本の指が入っちゃうスパイ』なんだって！　ねえねえっ！　桜くんのどこに五本ゴールドフの指インガーが──」

「ちょっとまって!?　それを言うなら『五本の指〝に〟入る』スパイだよ!!　どんな伝説がスパイ界に広まっちゃってるの!?　五本も入らないよ指なんてどこにも！　それよりキミは僕を助けに来てくれたんでしょ!?　だったら早くここから逃げ出そう!?　どこ？　どこから逃げるの？　キミが出てきたこの引き出し？　これは超空間？」

「それならまかせて!?　ほらぁっ！」

　ツナマヨちゃんが、サッと取り出したのは、

「こ、これは、警備員の服!?」

　この研究所に配備されているガードマンの制服。案外正攻法！

「そっか、これに着替えれば……！　よぉし!!」

「きゃっ！　桜くんなんでこんなところでー!!」

　いくら超Ｓ級スパイであっても、ズボン半脱ぎ状態だったのではどうしようもありませんでした。

「えっ？」

　片足を上げたまま彼女へ振り向き様に〈でゅぐじゅッ！〉。僕は同どう僚りようのスパイが突如叩たたきつけてきた鋼鉄のトゲトゲバット『エスカリボルグ』によって生命維持に必要ないくつかのモノを抉えぐり攫さらわれてしまいました。

「きゃっ！　〝桜さくらくん〟が……！」

　周囲を染める赤い水煙にびっくりなコードネーム〝ツナマヨ〟ちゃん。なにしろ救助対象が微み塵じんに散ってしまうなんて、スパイらしからぬ失敗です。

「よぉし、こうなったらこれの出番なんだからっ」

　彼女はスパイの七つ道具のうちの一つ、『エスカリボルグ』を空中に音符を描き出すが如ごとくクルクルスピン、がんばります！




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　光とともに鋼鉄のバットより溢あふれ出すスパイの力により、僕の心臓は再び〈とドウモくロー・んとネバーくん・ダイ〉、力強く動き始めました。僕は言います。

「な、なにすんのー!?　それは本当にスパイの七つ道具なの!?　というかあなた本当にスパイ!?　本当は秘密部隊に所属する特殊なコマンドーなんじゃないんですかッ!?」

「だ、だって、桜くんが急に服を脱ぐから、ボク、確かにボンドガールだけど、まだ……！」

「だったら目をふさげばいいでしょ!?　なんで僕を視界から消し去るのさ！　違うでしょ!?　今から僕はこの制服に着替えようとしたんでしょ!?」

「あー」

「『あー』じゃないよ！　恥ずかしいなら向こう向いてて！　頼たのむよもー！」

　僕はドクロちゃんに背を向け、できるだけ素早く着替えます。

　よし、サイズもバッチリ！

「まったくもう。いい？　お互いスパイなんだから──」

　ネクタイを整えつつ振り向けば、白いシャツ一枚で一いつ生しよう懸けん命めいにネクタイを結ぼうとしている〝ツナマヨ〟ちゃん。つまり、彼女の腰から下には、小さな縞しま々しまのパンツがあるだけで──

「きゃーっ！」

〈ごぷーむッ！〉と僕の頭が胴体に埋まったのには理由があります。スパイ少女が超重量のバットで僕の脳天を上からひっぱたいたからに他ほかならない。肋ろつ骨こつの中に頭ず蓋がい骨こつがインサートしたまま、僕は床に突っ伏しました。

「い、いっけなぁい！」

　彼女は『エスカリボルグ』をくるんくるん！




　ぴぴるぴるぴる〈ごごーん！〉




「ひゃ、ひゃんっ！」

　その時、突如研究所を襲おそう激げき震しんッ!!　ドクロちゃんは体勢を崩し、悲鳴と共に尻しり餅もちをついてしまいます！

「あああしまった!!　ぐずぐずしてたから、僕の仕掛けた爆弾が爆発したんだ！　早くここから抜け出さないと僕達たちまで……って、あ、あれ？　僕の身体からだ、変じゃない？　え？　『ぜんぜん変じゃない』って？　いや、絶対に変だよ!!　だって胸に変なヌメヌメした穴が開いてるもん！　って、ちょっとなにするのドクロちゃん!?　『ここに五本の指が入るかも』だって!?　なに言ってるの!?　そんなコトよりここを脱出しようよ!!　早くしないと第三次世界大戦がはじまっちゃうよッ!?　ちょ、痛い痛い！　そんなに入らないって！　五本も指は……き、きついきつい！　や、やめて、やめ……ッ！　いやぁああああ──……ッ!!」




　　　　★




「はぁぁぅうああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!」

　僕は胸を押さえ飛び起きます。

「……どうじゃった」

　まくらに頭を乗せたまま、バベルちゃんは身をくねらせるように体勢を変え、尋ねてきます。

「ゆ、指が、指が……」

「？」

「いや、世界が、滅びかけて……」

　薄うす暗ぐらいオレンジの中で、僕は汗を拭ぬぐいます。

「おぬし、まさかそれを望んで……」

「ち、ちがいます!!　こ、これはドクロちゃんが……!!」

　僕は必死に弁明しますが、

「とにかく、もう一度試してみよ」

　バベルちゃんはやさしく〝おいでおいで〟してくるのです。

「は、はい……」

　僕は、ばふんとまくらに顔を埋うずめ、そっと身体を覆おおってくる掛け布ぶ団とんの感触を…………




　　　　★




　目の前に、唇を突き出した超どアップなザンスの顔がありました。




　　　　★




「はぁぁぅうああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!」

僕は掛け布ぶ団とんをはじき飛ばすように飛び起きます。

「ど、どうしたのじゃ」

　四つん這ばいではぁはぁ言いながら、僕は左右に首を振るのです。

「怖いものを、見たのじゃな」

　そして、ゆっくりと頷うなずきます。

「もう、なにがなんだか、僕にも……」

「よしよし……。うぅむ、そなたはきっと緊きん張ちようしているから、そのような夢を見てしまうのじゃ。ふむ、強制安眠の機能はオフにしよう」

　バベルちゃんはもぞもぞとカラダを動かし、〈かちん〉と布団の隅っこにあったらしいなにかのスイッチをオフりました。

「た、助かります。たぶん凄すごく精神的に疲れているので、少しすれば予想外にじっくり眠れると思います……」

「ふむ。では、わらわがそれまで子守歌を歌ってしんぜよう」

「え？」

「タイトルは『ルルティエ子守歌』」

「そ、そこまでしてもらわな──」

『♪ルルティエの〝ルル〟は〝逆さまに見ると、なんだかペアでシンクロナイズドスイミングをしてるヒトの水面から出てる脚みたいに見える〟のルルー♪』

「な、なんですかこの子守歌は……！　眠気が、耳からすごい眠気が僕を……ッ！　これじゃあさっきと同じじゃ……。というか、天使の歌う歌は、毎度毎度よくわからない……!!」

『♪ルルティエの〝ティエ〟は〝横書きにして真ん中のィを鼻だと思うと、ヒトの顔に見える〟のティエー♪』

「……ホ、ホントだ……！　本当にちょっとヒトの顔に見えま…………」




　　　　★




　──最初は風の匂におい。

「ねーねーお兄ちゃん？」

「寝てるんじゃないの？」

　枯れ葉を踏ふむ複数の足音に、僕は目ま蓋ぶたを開きます。

「うん？」

　顔を上げれば目に映る景色は公園。ベンチに座る僕を、小さな女の子二人が見上げていました。

「わ、ちょっとちょっと」

　止める間もあればこそ。彼女達たちは小さな靴を脱いで、するすると左右から僕の膝ひざへと上がってくるのです。そしてまたぐように僕の膝の上に座り込みます。二人いっぺんに。手前に座るのが静しず希きちゃん、膝の部分すれすれに腰かけるのが田た辺なべさん。どちらとも今年から幼稚園に通い始めた、おてんば盛りの女の子です。

「待って、ふたり一いつ緒しよじゃ重いよ」

「ねえ静希ちゃん。お兄ちゃん、女の子に向かって『重い』とか言ったよ？」

「ひどーい。きちんとお守もりしてくれなきゃ、お母さんにいいつけちゃうんだから」

「ごめんごめん。きみ達二人ならあと三十組はいける。だからとりあえず、降りて」

　身寄りのない僕らを育ててくれる『お母さん』は、今日は街の会合で夜遅くまで帰ってきません。そのお母さんから直じき々じきに『子守り』を言い渡されてしまった僕は、いつも以上に〝お兄ちゃん〟でなければならないのに、どうやらうつらうつらしていたトコロを子供達に見つかってしまったみたいです。

「他ほかの子達は？」

　膝の上から抱っこで地面に降ろした静希ちゃんと田辺さんは、こちらの腰くらいの身長しかありません。確かに、放って置いたら一番無む茶ちやしちゃいそうな年とし頃ごろです。

「砂場のほう」

　田辺さんが答え、

「行こう？　お兄ちゃん」

　静希ちゃんが僕の手を引きます。

　砂場には、

〈ずじり……ずじり……〉と、

　その小さな、百二十センチに届くか届かないかという体たい軀くからすると、あまりにも大きく、重すぎる鋼鉄のトゲトゲバット『エスカリボルグ』を引きずる天使。やっぱり幼稚園に通い始めたばかり、みんなと同じ四歳な、

「だ、だめだよドクロちゃーんッ!!」

　彼女は近くにあった水道を全開放。水路を引いて砂場を泥水のプールに変えているのです！

「あ、おにいちゃーんっ」

　僕に気がついた彼女はバットを両手で引きずってこちらに走ってきます。

「ねえね、おにいちゃんもボクといっしょにひとっぷろあびよ？」

「浴びないよだめだよ！　このあいだ町役場のヒトにも怒られたでしょ？　砂場を水浸しにしたらだめだって。早く蛇口を閉めてきなさい！」

「うーん、うーん、これが重くてうごけないよー」

「うそばっかり！　いつもドクロちゃんはどうにか『エスカリボルグ』は引きずれてるでしょ!?　というか手を離はなせばいいじゃん！」

「もー」と、ほっぺたを膨ふくらませながらバットで地面に線路を引いて水道の蛇口をひねるドクロちゃん。こちらとしてはおしりペンペンしないだけマシだと思って欲しいくらいなのです。

「あれ、南みなみさんは？」

　閉められた蛇口を確認した後、僕はもう一人の子守対象を探します。

「あそこー」

　天使の指さすのは斜め上の空。仰げば滑り台の上で、南さんはじっとこちらを見下ろしているのです。いったい、なにをやってるんだろう……。

「ねえ田た辺なべさん、お兄ちゃんなにしてた？」

　そして南さんは、見晴らしのいいハズな滑り台の上から尋ねます。

「一人でゆっくり太たい極きよく拳けんしてた」

「してないというか出来ないから太極拳とかは！　それよりほら、そろそろみんな帰ろう？　だんだん暗くなってきたし」

　暮色をたたえ始めた空の下、僕は四人に視線をあわせるためにしゃがみ込みます。けれど、女の子達たちは左から順番に、

「えー、やだー（ドクロちゃん）」

「もうちょっと遊ぼう？（田辺さん）」

「ねえ、いいでしょお兄ちゃん（静しず希きちゃん）」

　南さんまで滑り台を降りて来て、ドクロちゃんサイドに回り〈コクコク〉と頷うなずいているのです。僕を見つめる、汚けがれを知らない四対の瞳ひとみ。
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「う、んん……、……しかたないなー。じゃあ、あと三十分だけだからね」

「やったー！　じゃあ、おままごとしよう？（ドクロちゃん）」

『さんせー！（女の子みんなが手をあげる）』

「お兄ちゃんがお父さんね？（静希ちゃん）」

「だれがお母さん？（田辺さん）」

「お母さんやりたいひと！（ドクロちゃん）」

『はーい！（女の子みんなが手をあげる）』

「じゃあ、じゃんけんで──（僕）」

「みんなお母さんでよくない？（田辺さん）」

『さんせー！（女の子みんなが手をあげる）』

「賛成なの!?（僕）」

「あなた、ごはんの用意ができました（田た辺なべさん）」

「はやい！（僕）」

「こっちもー！（ドクロちゃん）」

「冷めちゃうからはやくー（静しず希きちゃん）」

「〈くいくい〉（服の袖そでをひっぱってくる南みなみさん）」

　四人の妻による夕飯一斉攻こう撃げき!?　ちびっ子達たちの前にあるのは公園にある素材を存分にいかしたフルコース。素材のベースは土ｏｒ砂。そこに草や花弁がアクセントに添えられ、作り手が誰だれかわかるという点くらいしか安心材料がありません。しかし料理は愛情です。みんなのお兄ちゃんとしては、たとえそれが『魂たましいのゴハン』であったとしても、ここで誰か一人のモノだけを頂くわけにはいかないのです。ここは遺恨を残さないためにも、提案です！

「よ、よし！　みんなで一いつ緒しよに食べよ──うわっ、だ、だめぇ！　僕にだけいっぺんにはいけない！　なんでみんなして手足を押さえるの!?　押さえたって無む駄だだよ!?　僕はお兄ちゃんだからこんなのすぐに動けちゃうんだから！　本当だよ!?　動けちゃうんだよ!?　だめだってば！　すごく花の匂においがするもんっ！　僕に本気を出させたらだめぇー……ッ!!」

「じゃあ、先にお風ふ呂ろにします？（静希ちゃん）」

「しないよ！　あれは元々は砂場だよ!?　なに言ってるの静希ちゃん！」

「あぁ！」

「こ、今度はなに……？」

　僕のお腹なかに馬乗りになっていたドクロちゃんが不意に上半身を上げ、公園の入り口に視線を向けます。

「桜さくらくんだー！」

「え……？」

　そして、他ほかのみんなも、もちろん僕も、公園に現れた小さい少年を見つけるのです。

「みんなかくれんぼしてたんじゃないの……!?　探しにきてよー！」

　その少年は、涙声で訴えています。

「は、……はい？」

　僕はうめきます。

「だってかくれんぼ、あきちゃったんだもーん。いつまでたっても桜くんみつかんないし」

　あの子が、

「さくら……くん!?」

　じゃあ、いったい──

「いったい、この僕は……？」

　そうこうしているうちに、僕の身体からだを押さえつけていた女の子、ドクロちゃんも静しず希きちゃんも田た辺なべさんも南みなみさんも、泣きべそをかき始める少年、桜くんの方へ走って行ってしまいます。

「じゃあ、お兄ちゃんである僕は……？　ま、まってみんな！　僕を置いていかないで……！勝手に公園を出ちゃだめだよ！　ねえ、僕は…………」
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「……うぅううん、ううぅうん……僕はいったい……、僕が桜さくらくんじゃなければ、この身体からだは、このたくましく美しい肉体は、いったい誰だれの──」

「ねえ桜くん起きてってばっ！　なにきもちのわるい寝言言ってるの？　こんなトコロで寝てたら風か邪ぜ引くよ？」

「──は……っ？」

　ぴたんぴたんと頰ほおにあたる、柔らかな手。

「大だい丈じよう夫ぶですか、桜さん」

　目を覚ませば、

　僕は、夕焼けが差し込む居間にいて──

「ドクロちゃん、ザクロちゃん……？」

　両側を天使の姉妹に挟まれているのです。

「あ、あれ？　……バベル、さんは？」

　もやつく頭を強い瞬まばたきで引き締しめるように、身体を起こしながら目ま蓋ぶたをぱちぱち。しかし、

「バベルちゃん？」

　首を傾かしげるドクロちゃん。周囲には僕が取り込んだ洗せん濯たく物ものも、『シンケイ・スイジャック』も、ばらばらに散らかったままで──

「で、でも、僕は確かにここでバベルさんに──」

「もー、おかしな桜くん」

「もしかしたら、バベル議長の夢をご覧になっていたのですか？」

「ゆ、ゆめ？　全部、夢だったの……ッ!?」

　説明が、ついてしまいます。

　だって目を覚ましたら、あのお布団ふとんも、バベルちゃんも、ココにはいなくて──

「バベル議長でしたら、ルルティエ温泉でサバトさんの看病をしていましたが……」

　ザクロちゃんの柔らかな笑みに、僕は乾き始めた汗を拭ぬぐいます。

「そ、そうか。全部、夢だったんだ……。どうりで、どうりでおかしいと思ったよ！　だってバベルさんが僕ん家ちを訪ねてくるなんてあり得ないコトだし。たぶん、僕はこの洗濯物があったかくって気持ちよくって、うとうと眠ってヘンな夢を見ちゃったんだ！　うん、きっとそう、そうだよ！　はぁ、もう、まったく──って、え、なに？　どうしたのドクロちゃん。僕の顔になにか……──ぁあ、このハンカチ？　このしましまのハンカチがどうし──しましま……？　ちょ、ちょっと待って？　僕が今、顔を拭ふいた、この『しましまの布』って……ッ!!」

〈すちゃっ〉

「ち、違うんだよドクロちゃん！　しましま！　じゃないッ！　たまたま！　たまたま手に絡からまってただけなんだって！　え？　す、するわけないよそんなコト！　変な部分をハサミでくり貫ぬいたりなんかしてないって!!　ほら見て！　ね!?　こうやって広げれば解わかってもらえ──え？　そんな、だめだよ！　それで叩たたいたら僕がくり貫かれぇぇぇ──……ッ!!」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪










　　　　★☆★




　そこは薄うす暗ぐらく、広い空間でした。

　至るところに浮かぶモニターは、闇やみを四角く切り取る青白い光源となって室内を照らし、それが視界の果てまで続いています。幾百と存在するディスプレイの前には一つ一つ、卵形の背もたれに隠れる人影あり、その頭上には金こん色じきのわっかが浮かんでいました。

　全員天使でした。

　空間の中央には、その空間を高みから見下ろす司令角座がありました。

　天頂部分には畳が敷しかれており、肘ひじ掛かけと、濃い華の香をたたえる煙管キセルが乗せられた灰置き。そして和喪服姿の『ルルティエ』議長バベルちゃんが、厚い座ざ布ぶ団とんの上に座っています。

「議長、『ナコトケブル』から全データを回収いたしました」

「ふむ。ではそのデータを全すべて、『パンドラの言葉』へ」

　モニターを前にした一人の天使が手元を動かすと、薄暗い部屋全体が、低く鳴動を始めます。

「草くさ壁かべ桜さくら──」

　部屋全体が、未来を予測する〝ルルティエの枢軸〟『パンドラの言葉』が、再始動を始めた音でした。

『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長は、光量を増すスクリーンを見上げます。

「──そろそろ、答えを出そうではないか」
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　三時間目の休み時間に、教室の窓側で。

「あ、ドクロちゃんちょっといいかな？」

　カーテンに巻き付いて遊んでいた天使の少女を見つけた僕は、「なぁに？　桜さくらくん」と、お返事してくれる彼女へと歩み寄り、

「今日の昼休みに実施される予定の、『インディペンデンス避ひ難なん訓練』のコトなんだけど」

「うんっ、たのしみだよねー！　桜くんは今日、どうやって避難する!?」

　途端に少女は〈ばさぁっ！〉とカーテンをひるがえし、深い緑色した瞳ひとみを輝かがやかせるのですが、

「ちょ、ちょっと待ってドクロちゃん！」

　すいません。ここまでにおきまして、今までになかった用語が新出していますので、それについて解説いたします。僕が手にしているプリントに要項がまとめられています、この『インディペ自ンデンス主避難訓練』という代シロ物モノ。これは先日、当学校にて行われた『避難訓練』が醸かもし出した緊きん張ちよう感かんや情熱、上うわ履ばきのまま校庭へ走り出る喜びなどのトリコになってしまったドクロちゃんが、「こんなにいいものを一年に一回なんて、もったいない！」とのコメントを発表[image: ]実施するコトになった二年Ａ組だけで発生する特殊イベントでして。

「まったくもー桜くんはっ！　じゃあヒントね？　ひなんくんれんで重要なのは『おさない・かけない──』？」

「『しゃべらない！』って、それはもう知ってるから話を聞いてよドクロちゃんっ。その避難したあとの集合場所が『草くさ壁かべ家け（桜くんの部屋）』になってるのって、これはなにかのマチガイだよね？　ちょっとした誤植なんでしょ!?」

「『幼おさない・液体をかけない・そのコトをだれにもしゃべらない』じゃ、ドコにも逃げられなくなっちゃうんだからっ！」

「もはや意味がぜんぜんわからない上に聞いてよ僕の話を！　昼休みにクラスメイトが僕の部屋に大挙して来るなんて絶対にだめだよ!?　とりあえずこの訓練は延期だよ延期!!」

「本当に……？」

　その時突如、持っていたノートを僕のすぐ側そばにて〈ばさばさっ〉と取り落とすのは、

「み、南みなみさん、どうしたの!?」

　さらにそれを最初の一滴にしたかの如ごとく〈ざわわっ〉とクラスに淡いザワメキの波紋が走り抜け、

「本当に、無期延期なの……？」

　腰までの黒髪、表情の乏とぼしいクラスメイトの女の子はなおも呟つぶやくのです。

「は、はい？」

　気がつけば静寂。そして、思い思いに休み時間をエンジョイしていたハズのクラスメイトが一斉に、〈きょとん〉としてしまっている僕へと、「どういうことだよ！（佐さ々さ木き）」「マジで延期なのか『インディペンデンス避ひ難なん訓練』！（梅うめ沢ざわ）」「ずっと楽しみにしてたのに……！（穂ほ坂さかさん）」「ぼくに理由を説明して、桜さくらくん（西にし田だ）」「訓練しておかないとイザという時、命に関かかわるんだぞ!?（木き村むら）」「なに言ってんのみんな！　そもそも昼休みに学校を抜け出しちゃだめだろ!?　まずは常識を身につけろ！（僕）」

　詰め寄ってくるクラスメイトを一いつ生しよう懸けん命めいに押し留とどめようとする僕の背後、

「なにやってるの？」

「し、静しず希きちゃん!?」

　そこにはクラスメイトにして僕の片かた想おもいの相手、水みな上かみ静希ちゃんがいるのです！　まずいコトになりました。このままでは僕がみんなに人気者で手が届かない存在だって彼女に間違えられちゃうッッ!!

「聞いてよ静希ちゃん！　みんなが『押さずに・歩いて・ずっと黙だまったまま』昼休みに僕の部屋へとやって来るって言うから──」

　すると静希ちゃんは、「あ、そうだ」と、手の平をぽんと叩たたいて、

「今日ね、お庭にパンジーが咲いていたの。綺き麗れいだったよ？」

「あ、う、うん……、……？」

　ええと、うすうす感じてはいましたが、静希ちゃんの癒いやし系マイペースは僕にとって心を和なごませ＆ラブリー。気づけば彼女はコチラに一つの封筒を差し出して来ていて、

「それでこれ、職員室で先生から渡されたの。幼稚園から桜くん宛に返却だって」

「幼稚園から、返却……？」

　大きくて薄うすべったい封筒を受け取り、かさかさと引っ張り出せば、中からは一枚の画用紙。

　中央には黒いクレヨンで思いっきり〝渦巻き〟が描かれており、

「今いま頃ごろなんだろう。これ、なにかの絵かな……？」

「だとしても、ぐるぐるし過ぎてない？」

　そう、改めて〝黒渦巻き〟に問いを投げかけてくるのは南みなみさん。確かにその、一種異様な迫力、魔ま導どう的てき、目め眩まいの原因ともなり得そうな黒スパイラルの幻惑っぷりは、クラスメイト達たちの興味を引き付けるには充分なものです。

「記き憶おくにないんだけど、こんなの幼稚園の時に描いたかなぁ。……台風？　もしくはブラックホールとか……あ、隅になにか鏡文字みたいな平仮名が書いてある。この絵のテーマかなにかかな……ええと、『お、かあ……さん』？」

「桜くんの『おかあさん』って、幼稚園のころはこんなふうだったのっ!?」

　見れば天使の少女は南みなみさんに保護されつつ、ガクガクと震ふるえはじめていて。

「ち、ちがうよ!?　僕のお母さんが十年前はこんな暗黒星雲みたいなのだったわけないでしょ!?　子供の描く絵だから発想が自由すぎただけだよ！　ちょっと、なんでみんなで僕の描いたお母さんの似顔絵に魅み入いっているの!?」

「それでこれ、もらっていいの？（南さん）」

「だめだよ!?　なにするつもりなの南さんはコレで！」

「でも桜さくらくんは、その絵をお母さんに見せる気なんでしょ？（田た辺なべさん）」

「だからって、もらわれていいってコトには……！　というか田辺さんなんでそんな顔をしているの？　別に今の僕が描いたんじゃないんだから！　これは幼稚園時代の話で……って、あれ？」

　僕はコトの推移を見守っていてくれた静しず希きちゃんへと振り向いて、

「ねえ静希ちゃん、幼稚園の時の絵が、どうして今いま頃ごろ僕のトコロへ……？」

　尋ねます。彼女はコチラに歩み寄り、

「桜くんのその絵、なにかの展覧会で大臣賞を受賞して、今までずっと世界の絵画展を旅していたらしいの。それで、ようやく帰ってきたから学校を通して返却するコトになったらしくて」

「そうなの!?　それって僕、結構凄すごくない!?　きっと幼い日の僕は、この絵で母なる宇宙を表現したんだよ！　やっぱり解わかるヒトにはわかるんだなぁ……」

「で、展覧時のタイトルは『ブラックホール』ってなってる（南さん）」

「ええええッ!?　ほ、本当だ！　僕の想定してたのと違うタイトルがこの絵には冠せられてるよぉ……!?」

「お、懐なつかしいなー」

　そこへやって来たのは、

「宮みや本もと？　え、お前これに見覚えあるの!?」

　トイレに行ってたらしい親友の宮本です。彼は僕の画用紙に眉まゆ根ねを寄せ、

「ああ、ソレって確か桜が幼稚園の『ひよこ組』にいた時のだろ？」

「ほ、本当に!?」

「先生も大絶賛してたよ？（静希ちゃん）」

「静希ちゃんまで!?　だ、だったら最初に言ってよ……！」

「それから、みんなに褒ほめられて浮かれすぎた桜くんは、その絵を掲げたままお庭に走り出して、そのまま『一人かくれんぼ』に突入しちゃったんだよね！」

「変なコト言わないでドクロちゃん！　確かに僕はその頃、架空のオニから一人でずっと隠れ続けるという『一人かくれんぼ』に夢中だったけど、庭には走りだしてないよ!?　でたらめ言わないの！」

「でたらめじゃないもん！」

「でたらめだよ!?」

「そういえば、幼稚園と言えば桜さくら、パンツでプールに入ったときもあったな（宮みや本もと）」

「え、僕が!?」

「うん、確か桜くん、水着を忘れて……（静しず希きちゃん）」

「それから桜くん、勢いよく立ち上がっちゃったから、水の重みでパンツが脱げて、かわいらしい──……っ!!　……ッ!?　──………っっ！　──っ♡　もう、桜くんたらぁっ!!」

　刹せつ那な、僕の人体の正中線は〈めりーめりー〉と音を立て、トゲだらけ鋼鉄バット『エスカリボルグ』によって勢いよくコソギ落とされました。これは、主に天使が巡らせた想像の中の僕のとある部分がかわい過ぎて、恥ずかしさのあまりの行動からきた因果です。絶命、僕は電光石火で絶命。

「きゃっ！　桜くんだいじょうぶ!?　カラダの中心には人体の急所がいっぱいあるから、このままだと、このままだと桜くんは……!!」

　バットをぎゅっと握って覚悟を決めた天使の少女、ドクロちゃん。彼女は神かん主ぬしさんが白い紙がいっぱい付いた棒を〈ばさっばさっ〉とするかの如ごとく、魔ま法ほうの息い吹ぶきのこもった魔法のアイテムを少年へ振るのです。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「というか、そもそもキミは僕が幼稚園の時には、こっちの世界に来てないでしょ!?　しかもパンツが脱げた事故すら起こらなかった！　そうだよね!?　僕の言っていることは違いますか!?」

　元に戻った僕はさっそく詰きつ問もんタイム。なのに天使の少女は、

「やだよぉ、ボクもいたかったよぅ！　もういつもいつもずるいよ桜くんは！」

「こればっかりはしかたないでしょ!?　ねえドクロちゃん、ちょっとだけ二の腕の肉をつままないで！　なかんずく痛い！」

「ボクも桜くんとの想おもい出が欲しいのにっ！」

「じゃあなんかその天使の不思議な力で当時の幼稚園に行って想い出を作ってくればいいでしょ!?」

「──っ!!」

「やめて！　やっぱやめて行かないで！　っていうか、あなたにはそんな力はないでしょ!?」

「じゃあどうすればいいの？」

　ドクロちゃんの瞳ひとみは、ただの駄だ々だっ子のようでありながら、内には寂しさを秘めていて──

「って、言ってもなぁ、想い出というのは、時間を経て創つくり上げる宝石のようなモノだから……」

　と、僕が上手いコト言い、遠い空に想いをはせた、その時でした。

「でも、今からでも遅くないかも」

「静しず希きちゃん？」

　僕に幼稚園の頃ころの想おもい出を運んできてくれた彼女は提案するのです。

「こういうのはどう？　新しく、みんなでタイムカプセルを埋めるの」

「たいむかぷせる……？」

　天使の少女がコクビをかしげれば、静希ちゃんは人差し指を立てて、

「タイムカプセルっていうのはね、未来の自分に向けての贈り物やメッセージを入れたもののコトを言うの。それを埋めておいて、大人になってから蓋ふたを開けて、今みたいに当時を思い出したりするの」

「って、……ドクロ、ちゃん？」

　そして、静希ちゃんのお話を聞き終わった直後、僕は天使の少女の後頭部より、オーロラの如ごとき柔らかな後光が発せられているのを発見してしまうのです。




　かくして、天使の少女と少年の、未来へ向けた試みが始まろうとしているのです。

　これは時をかける、一ひと綴つづりの物語。
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「ねえねえ、どこ!?　『タイムカプセル』はどこにうめるの桜さくらくーんっ！」

　翌日、快晴の午後一時。

「ちょ、ちょっとドクロちゃん！　そんなにはしゃいだらサバトちゃんがだめになっちゃう！　タイムカプセルはきちんとわかりやすいトコロに埋設するからぁ……!!」

　学校はお休みな僕達たちが集合していたのは、地元のプチ行楽スポット『アバランチ公園』。

「はぅぅ！　もうブランコをこがないでですうぅぅ!!」

　悲鳴を上げるサバトちゃんは、ブランコを立ちコギするドクロちゃんと〈ぎゅんぎゅん〉二人乗り。軋きしむ鎖くさり、一回転寸前の猛烈なＧ重力と風圧により、サバトちゃんは「降ろしてですぅ！　降ろしてですぅっ！」と、まるで新手の宇宙飛行士訓練マシンに乗せられてしまったかのように泣きべそをかいているのです。

　頭上を見上げれば降水確率〇％な青い空。

　すがすがしいそよ風の吹く公園は、まさしくタイムカプセル埋め日和びよりでした。

「で、それがタイムカプセル？」

　昨日発足した《アバランチ公園の地中深くにタイムカプセルを埋める会》の《会員メンバー１アインス》、南みなみさんの問いかけに、

「うん、密閉性のいい入れ物を探してたら、ザクロちゃんが持ってきてくれて」

　僕は足元に置いておいた『卵型の金属球』を持ち上げます。大きさは炊飯器くらいで、内部はみんなのお手紙を入れるのに充分な広さを持っています。

「そのカプセルは『耐たい无む柩きゆう殻かく　グラストベリル』と言いまして、ザンスさんにお貸りしたものなんです。なんでも、このタイムカプセルに入れた『想おもい出の品』はいつまでも色あせるコトがないとか……」

　ランチシートを芝生に広げながら詳しく解説してくれるのは、純白の軍服に身を包んだ妹いもうと天使なザクロちゃん。やれやれ、あのザンスもたまにはマトモな道具を出すものです。

「それより公園ってさ、勝手に穴とか掘っていいのかな」

　南さんの反対側から、なんだか僕を追いつめるようにやって来るのは《会員ナンバー２ドウーエ》の田た辺なべさん。

「だ、だいじょうぶですよぅ！」

　その問い掛けが聞こえたのでしょう。今やこの『アバランチ公園』の主たるサバトちゃんは、ブランコに揺られつつドップラー効果をともないながら答えてくれるのです。

「だってここはサバトパレスなんですよぅ!?」

「いや、ここは町か県が管理してる公園パレスだよ……？」

「なあ桜さくら、このカプセルは何年後くらいに開けるんだ？」

　まったくもう、みんなは僕に聞かないとなにもできないの？　呼ばれて振り向けば、そこにいたのは親友の宮みや本もと《会員ナンバー５オウ》。そして彼の隣となりには『タイムカプセルに入れるお手紙』──いわゆる『タイムレター』を胸の前でしっかりと両手に持っているちえりちゃん《会員ナンバー６リユウ》が僕に視線を向けています。

「あ、うん、一応十年後くらいにしようと思うんだけど、それくらいでいいよね？」

「おう、二十四歳って言ったら、社会人として頑張ってる頃ころだよな」

「宮本の夢は、確か新聞記者だったっけ。うん、がんばればきっと夢は叶かなうと思うよ」

「どういうワケだか桜、セリフが棒読みだな」

「ねえね、そういえば桜くんは『タイムレター』にどんなコトを書いたのっ？」

「そ、それは……！」

　気がつけば、いつの間にかブランコから飛び降りていた天使の少女が僕の正面にちょこん。私服姿のメンバーの中でも一ひと際きわ目立つ頭上のわっかをきらきらさせながら、彼女はコクビをかしげているのですが、

「それは、十年後のお楽しみってやつかなっ！」

　聞いてください。だって昨日の夜、用意したタイムカプセルに入れる『十年後の僕へ』という手紙を書いていた僕。

『大人になった僕は、いったいなにをしているの？』

　未来の自分に対する、その当然な問いかけはココロをヒドくドキュドキュさせました。特に『質問です。今、隣となりにいるヒトは、だれですか……？』などの『十年後の草くさ壁かべ桜さくらに一〇〇の質問』の段になりますと、筆の冴さえ渡り具合も最高潮。ついには封筒の中には、十年後、きっと隣にいるであろう静しず希きちゃん《会員ナンバー３トライ》へのメッセージレターも在中在中！　お幸せに！　熱いよもう、十年後の僕ッ！　ひゅーひゅーだよ!!

「あ、ドクロちゃん!?　僕のお手紙を奪い取ってどうする気!?　ヒトの手紙を見ちゃだめ──って、ちょ、ちょっとまってー!!　だれかその子を捕まえてください!!　コラッ！　待ちなさぁぁい……ッ!!」




〈中略〉




「はぁ……はぁ……ぅぅオオ……。今読んだら、タイムカプセルの意味、なくないですか？　ねえ？」と、なんとか天使の少女から手紙を奪還し息も絶え絶えで芝生に横たわる僕を、

「桜、だいじょうぶか？」

　親友である宮みや本もとは、ケゲンそうな顔で見下ろして来ます。

「ぁあ、なんとか……」

「お手紙以外にタイムカプセルに入れておきたい物も、この中でいいの？　桜くん」

　だれ？　呼ぶ声、僕の鼓膜を震ふるわせるだけで、身体からだの奥をきゅんと熱くさせる女の子はだれなの？　答え、静希ちゃん。

「あ、うん！　静希ちゃんはナニをいれるの？」

　僕はすぐさま起きあがり、タイムカプセル型魔ま法ほうアイテム『耐たい无む柩きゆう殻かく　グラストベリル』の前でコチラに視線を向けている彼女のトコロへと歩みよるのです。

「実はこれ、お酒なんだけど……」

　見れば静希ちゃんは白い紙袋を手に提さげていて、

「お酒!?」

「だって、十年後なら、飲めるでしょ？　ブランデーの小瓶なんだけど、持って行きなさいって、お父さんが……」

　少しだけ恥ずかしそうにする片かた想おもい相手に、僕は伝えるのです。

「そのお酒で、十年後に僕と二人で乾杯するってわけだね」

　すいません、本当に口にしたのは「そっか、楽しみだね！」です。でも、このセリフだってシンプルでいいですよね！

　すると静しず希きちゃんはちょっとだけ照れたように微笑ほほえみ、

「桜さくらくんは手紙の他ほかになにをいれるの？」

「ええと、一週間前から今日までの新聞なんだけど……、ほら、きっと懐なつかしいんじゃないかなって」

　僕は自宅にあった新聞を入れた袋を静希ちゃんに見せました。草くさ壁かべ桜、こう見えて意外と社会派です。

「あれ？　桜くんのあの日記は入れないの？」

　服の袖そでを引っ張るのはドクロちゃん。

「え？　あの日記……？」

「ほら、桜くんが一人で毎日欠かさず書いてる交換日記」

「ド、ドクロちゃんはなにを言ってるの!?　まったくわけのわかんないことを！　ね、ザクロちゃん！」

　すると、軍服のいもうと天使は淑しとやかに微笑んで、

「それは『一人交換日記』のコトではないでしょうか」

「知ってるよ！　っていうか、なんでザクロちゃんまでそのコト知ってるの!?　埋めないよ！まだまだ書くんだから埋めないよ！」

「埋めた方がいいよ（ドクロちゃん）」

「よくないよ！　僕が決めるそういうコトは!!」

「はぅぅ、サバトも、サバトも入れるんですぅぅぅ……！」

　煉れん獄ごくブランコの呪じゆ縛ばくから解放され今や自由なるも、じゃっかん青ざめた表情、『聖ゲルニカ学園』の制服、クルクル羊ツノにクリーム色の髪の毛な天使がついにこの場に登場です。

「あ、サバトちゃんはタイムカプセルになにを入れるの？」

「はぃ、サバトは未来の自分に非常食を〈ぎゅぅるるるぅー……〉」

「僕は思うんだけどサバトちゃん、その手にしたクッキー、自分のためにたった今、食した方がいいんじゃないかな……」

　見れば、ザンス恩おん賜しの銀色した卵形カプセルの中へと、みんなも『タイムレター』以外にも色々入れているみたいです。南みなみさんは楽がく譜ふを用意しているようだし、田た辺なべさんはプリクラのアルバム、ちえりちゃんは文庫の本を手にしています。

「ねえ桜くん、ぼくのも見て？」

「は？　え!?　いたの!?　西にし田だも！」

　そこにはいつの間にか、周囲の空気にきらめく乳白色のスクリーンを施ほどこすような艶つやを持ったクラスメイトの男子《会員ナンバー７ジエツト》がいまして、

「うん、あのね、ぼくは『タイムカプセル』の中に、この体操服を入れようと……」

「あぁ！　それは昨日無くしたと思ってた僕の体操服だ!!　返して！　返しなさい！　なんなの西にし田だは!!　って、えッ!?　なんで今着ようとしてるの!?」

「じゃあこの、ぼくが怪け我がしたときに桜さくらくんが貸してくれたハンカチを──」

「貸してないよ!!　それは普通に僕のだよ!?」
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「おーい桜！　カプセルを埋める穴、掘り終わったぞ！」

「へ？」

　声に視線を向ければ宮みや本もとはここよりおよそ十五メートル先、公園の林に近い土が剝むき出しになっていた木の根元を、いつの間にやらスコップでほじくり返していたのです。

　みんなで宮本のトコロに〈ぞろぞろ〉移動し、僕は親友の功績をねぎらいます。

「これ、ラストダンジョンくらいにならないの？」

「ならねえよ！　あのタイムカプセルでっけえから、これでも掘るの大変だったんだぞ!?」

　そして、僕と宮本が今後の穴掘り方針について喧けん々けん囂ごう々ごう、丁ちよう々ちよう発はつ止しのコミュニケーションをとっていると、ふと、穴を覗のぞき込んでいた田た辺なべさんがコチラを見上げ、

「じゃあ桜くん、あっちに置いてあるタイムカプセル取ってきて？　もうみんな入れ終わったみたいだから」

「え!?　ちょ、ちょっと、なんで誰だれもここへ持って来てないのっ!?」

　慌てて僕は〈ぽつん〉と残されていたタイムカプセルに駆け寄り、地面から抱き抱えます。

「おっと……！」

　するとその時、〈かさっ〉と、閉まりきっていなかったフタのスキマから、一通のタイムレターがこぼれてしまい、さらに封筒の中より〈さらり〉、一通の便びん箋せんが滑り出てしまうのです。

「あ、あっ」と、慌てて拾い上げ封筒の中に戻そうとするも焦あせってしまい、開いてしまう手紙の内側。そして偶然にも、僕はその一部をとっさに直視してしまいます。

　それは、可か愛わいらしい文字で綴つづられた『草くさ壁かべ桜さくらさん』という単語。

「な、え……？」

　僕はまるで操られるように、その文章を目で追ってしまうのです。







『それはいつ頃ごろからだったのでしょう。もしかしたら、あの日、浴室にて偶然にも扉を開け放たれてしまった時からかもしれません。彼、草壁桜さんにとっては、それはなんでもないことだったのでしょうが、わたくしにとっては初めてのコトでした。あの方がこの心の中に残していった感情は、今でも変わりなく、いえ、それ以上に熱くなって、わたくしの心を揺り動かすのです。それは今まで感じたことのないモノでした。ある種の〝罪〟のようであり、そして喜びのように、わたくしの心を満たすのです』







「これって……」

　お風ふ呂ろを覗のぞいてしまったコトがあるという事実。

「まさか」

　そしてなにより、自分のコトを『わたくし』と表現するのは、僕の知っているヒトではただ一人──

「ザクロちゃんが……!?」

　その時、

「桜くん、どうかしたの？」

「な、なんでもないよッ!?」

　びくっと身体からだを震ふるわせ、静しず希きちゃんへと向き直る僕は、とっさにそれを、一通のタイムレターを、ズボンのポケットに押し込んでしまったのです……!!
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　いつも優しく淑しとやかに僕に接してくれる、モデルのような身長とスタイルを持った外見年齢十九歳（実年齢は九歳）の天使、ザクロちゃん。

　常に僕ぼく等らを包み込んでくれる強さと健けな気げさを持ちつつ、同時に、お風ふ呂ろは一人で入れないという弱さですら、その魅み力りよくを曇くもらせるどころか、かえって彼女の評価を高めてしまうというドクロちゃんのいもうと。




　そんな彼女が、僕に想おもいを寄せているかもしれない。




　まったく、気がつかなかったのです。僕は今まで、『いつも頼たよりになるお兄ちゃん的存在』として、ザクロちゃんに接して来たつもりです。──今から思えば、二人の間には〝兄妹としての愛情〟とも呼ぶべきモノが、当然のようにあったと思います。それは家族同然に一つ同じ屋根の下に暮らしていれば自然なコト。しかしそれ以上に、彼女は僕を〝一人の男の子〟として見ていただなんて……。

「どうかしましたか？　桜さくらさん」

「う、ぅうん、なんでもないよ？　ザクロちゃん！」

　気にかければ気にかけるほど、背の高いザクロちゃんへと注がれてしまう僕の視線。

　──落ちかかる陽ひの中、そこは公園からの帰り道。

　静しず希きちゃんに声をかけられ、慌ててズボンのポケットに『タイムレター』を隠してしまったあの後。僕はついに手紙を元に戻せぬまま、『タイムカプセル』を地面の中へと見送ってしまいました。そしてなぜかはよくわからないけれど、みんなで埋めた地面に向かって〈ぽんぽん〉と手を合わせて拝み「十年後の今日、この場所で……！」と誓い合い、こうして帰路についた次第なのです。

　僕の心につのりつのるは、勝手に中身を見てしまったという後ろめたさ。やはりこのままずっと黙だまっているというわけには……。──過去に比するコトなき状況に、大脳新皮質はヒーターの如ごとく発熱、周囲の脳のう漿しよう温度は上昇です。そして、徐々にクラクラし始めてしまった僕の耳へと、

「十年後って──」

　みんなが今日の感想をわいわいとお喋しやべりした後のヒトクギリ。生まれた静寂の中、切り出したのは、宮みや本もとの隣となりを歩くちえりちゃん。

「──わたし達たち、どんな大人になってるんでしょうか」

　フチ無し眼鏡の両サイドを指で触りつつ、恥ずかしそうに俯うつむく彼女の小さな声は、けれどしっかり、みんなに届きます。

「どんな大人に……」

　ふと、僕も思わず腕組み。〝帰る場所が公園〟なサバトちゃん以外のみんなが、自分の未来の姿を思い描く中、

「ここにいるメンバーの中でも、一人か二人は結婚とかしてるかもね」

　その田た辺なべさんの言葉は、空気にさざ波を走らせます。もちろんオフコース、それは僕からも出る波動。そして、彼女は続けます。

「そうねー、この中で、一番最初に結婚しそうなのは……」

　田辺さんは僕から左へドクロちゃん、ザクロちゃん、南みなみさん、西にし田だ、宮みや本もと、ちえりちゃん、と一座をぐるっと見まわし、

「意外と、静しず希きちゃんあたりかも」

「え、わたし……？」

　最後に視線を止めた髪の毛二つ縛しばり、凜りんと涼しげに顔を赤らめる僕の片かた想おもい相手の名を挙げるのです。

「ど、どうして──」

　もちろん戸惑う静希ちゃん。けれど田辺さんは、

「いざという時の決断力が、そうさせちゃうかも、とか」

　子こ狐ぎつねみたいなイタズラな笑みを浮かべるのです。

　──女の子は十六歳、男の子は十八歳で永久の誓い──結婚ができる国、日本。

　なれば、理論的には静希ちゃんにもその可能性は充分あるのです。でも待ってくださいませ。僕は男の子だから、静希ちゃんが十六歳になってもそれから二年経たたないと結婚できないのです。ど、どうしよう。いいや、二年なんてあっという間です。ほら想像してごらん？　「ただいまー」と新居の玄関を開ければ、「おかえりぱぱ！」と、元気に飛びついてくるのは今年で三歳になる元気な我が子。そして「お帰りなさい、桜さくらさん」とキッチンよりやってくるのは髪が長く白い軍服姿の──って、あれぇ!?　こ、これはザクロちゃんですよ!?　僕はナニを想像しているんだ!?　でもそうか、十年後ならば、コチラは二十四歳でザクロちゃんは十九歳で、なんだかちょうど釣り合いが──違う違うゥッ!!　そうじゃなくて、僕には静希ちゃんがいるでしょ!?　その時には、同じ歳としの静希ちゃんがぁ……!!

「ねえ桜くん、さっきから口をぱくぱくさせて、他ほかにはどこをぱくぱくさせてるの？」

「僕は他にどこもぱくぱくなんかさせてないよ!?　心配しないでドクロちゃん！　というか西にし田だはなんでさっきから僕の手を握ってるんだ！　離はなせ！」

　と、とにかく、少しでもこの混乱カオスを沈静化させないと……！　整理しましょう。なぜ、僕はこうも彼女のコトばかりを考えてしまうのか。それはザクロちゃんが、僕のコトを、す、ス、好きかもしれないからでッ……だ、だめですッ！　無限ループ！　僕には静しず希きちゃんがいるのでしょ!?　冷静に冷静に！　せ、せめて、このズボンのポケットから伝わってくる手紙の感触さえ無ければ、もう少し僕はクールに──

「あっ」

「どうしたの？　桜さくらくん」

　思わず声を上げてしまった僕の表情を、天使の少女が覗のぞき込んできます。

「どうしよう！　公園に忘れ物しちゃった！　だからみんな、先に帰ってて？」

　第一のステップ。

　それは、この『未来への手紙』を元通りにするコトではなかろうか。さすればオノズと心は平静を取り戻し、総合的な解決への糸口が見えてくるハズ。そして今、この時なら、誰だれにも見つからずに、ザクロちゃんの『タイムレター』を『タイムカプセル』の中に……!!

「──って、いいよいいよ！　忘れ物は僕一人で取りに行くよ！　ちょっとびっくりしたよ、みんなが一斉に回れ右したから！　もうっ、みんなのその気持ちだけ大事に受け取っておくよっ!?　十年後だって忘れない！」

　じりじりと後ずさり、

「じゃあドクロちゃん、先に帰ってて？　スグに追いつくようにするから!!」

　僕は、ダッシュでその場を離はなれるのです！




　　　　★




　人ひと気けの少なくなったアバランチ公園に辿たどり着いた僕は、急いで『タイムカプセル』を埋めた木の根元に走りより、大きな木の枝をスコップ代わりにして穴を掘るのです。

「早く済ませて、みんなのトコロへ帰らないと……！」

　一秒でも速すみやかに！　ドクロちゃんといつも一いつ緒しよにいるのは伊達だてではありません。遅かれ早かれどんなイイワケをしようが、あの天使は僕を求めて必ずここにやってきてしま──

「おまたせ桜くんっ！」

「はやぁぁぁあああいいいッ！」

　僕の魂たましいは〈ぴゅごおおおー〉と第二宇宙速度で喉のどから大気圏へと発射されます。

「ド、ドクロちゃん!?　ちょっと早過ぎ……じゃなくて、え、ええと、僕、別に待ってないよ！」

　振り向けば暮れなずむ公園、薄うす暗くらがりに立ちすくむ天使の少女は僕を心配げに見上げていて、

「忘れ物は、みつかった？」

「み、見つかったよ見つかった!!」

　慌てて僕は、掘った穴に後ろ足で土をかぶせて元に戻します。というか、

「どうしたの？　迎えにきてくれたの？」

　出来る限り落ち着いて、尋ねるのです。

「うん、ボク、桜さくらくんがネズミの穴に落ちて、相撲すもうを取らされてないか心配になって……」

「だいじょうぶだいじょうぶ！　この通りぴんぴんしてるから、ね？」

「よかったぁっ！　じゃ、早くかえろ？」

　僕の手を取り、天使の少女は公園の出口に向かって歩き始めます。だ、だめです！　目的を達せぬまま、ここで帰るわけには参りません！　僕は薄うす闇やみに沈み始める公園を見回します。なにか、なにかいいアイデアは無いか……!!　──ブランコジャングルジム滑り台、子供の姿は既すでに無く、その寂しさはまるで、

「そ、そうだー！」

「桜くん……？」

　彼女はわっかをきらりとひらめかせ、僕へと振り返ります。

「ひ、一人かくれんぼ！　一人かくれんぼ!!」

　思わず僕は、叫ぶように天使の少女へと宣言していました。

「僕、『一人かくれんぼ』したくなっちゃった！　懐なつかしいなぁ『一人かくれんぼ』！　だからドクロちゃん、先に帰ってて？」

「あっ、じゃあボクもやろーっと！」

「え、えええええッ!?」

　冷静になってみればウカツです！　ドクロちゃんが「やりたい」って、言い出さないワケがないのです。そして彼女は、さらに、

「じゃあ、ザクロちゃんも一いつ緒しよに！」

「はい、おねえさまがそうおっしゃるなら」

　木こ蔭かげより姿を現す宵よい闇やみに映える純白の軍服、いもうと天使を召喚!?　ずっとそこにいたのですか!?

「だ、だめだよだめだよ！　繰くり返すようだけど、『一人かくれんぼ』とは、いもしない架空のオニの実在を信じ、そのオニに見つからないよう自分一人でずっと隠れ続けるという、極度にスタンドアローンな戯たわむれ！　『始まりはあれど終わりが無い』とも言われてて、複数でのプレイを想定はしていないんだよ!?　みんなでやるんだったら、普通のかくれんぼにしよ？　ね？」

「桜さくらくんが、どうしてもって、言うなら……」

「うん、うん！　ありがとうドクロちゃん！」

　そうです。『ノーマルかくれんぼ』ならば、まだ僕にもチャンスが……!!

「ちょっとまったぁぁですぅぅぅ！」

〈がさがさがさぁっ！〉

「こ、この声はサバトちゃん!?」

　そこへ、茂みをかき分け現れたのはクリーム色の頭髪に羊のツノ、やっぱり公園の主サバトちゃんなのです！

「はぅっ！　みんな戻って来てくれたんですぅっ！　サバト、信じていたんですようッ!?　だからサバトもかくれんぼ混ぜてなんですぅっ！」

　どうして。どうして『天使』って、こういう時にみんな集まってきちゃうんですか？　まるでいるときには見あたらなくて、特にいらないときに見つかる『耳かき』みたいに。くそう……！　負けるな！　負けるな草くさ壁かべ桜さくら！　ここで心を折ってはいけませんっ！

「じゃ、じゃあさっそく、みんなでやろう『ノーマルかくれんぼ！』！　オニなら僕がやるから──」

「はいはいはい！　やりたいボクやりたい！　オニやりたいーっ！　じゃあ十数えるから、その間に隠れてね？　いーち、にぃーい……」

「ちょ、ちょっとまってドクロちゃん！　ドクロちゃん!?」

　しかし、彼女は自ら目隠しをしてしゃがみ込み、「ごーお、ろーく」とカウント開始！

「ねえちょっと！　ドクロちゃんてば！」

　問いかけながらも僕の脚と腰は引きぎみです。だってテンカウントで、ドクロちゃんは僕ぼく等らを探し始めてしまうのです！

「もぉぉおっ！」

　とうとう、足は走り出してしまいます。おのれ……！　僕がオニなら、みんなが隠れてる隙すきにヤスヤスと『タイムカプセル』の発掘が可能だったのに!!　これじゃあ、いつこの手紙を元に戻せるか……!!　──いや、落ち着け、落ち着くんだ草壁桜。チャンスはきっとある。ここは冷静に、状況をうかがうんだ！　果報は、寝て待て……ッ!!

「はぁ、はぁっ！」

　そして僕が、『埼玉県の木』でもある、ケヤキの林に飛び込んだのと同時、

「じゅ────うっ！　もーいーかーい！」

　ドクロちゃんの声が、薄うす暗ぐらくなり始めた公園に響ひびきました。

「もーいーですよぅー」

　既すでにサバトちゃんはイズコかに隠れた模様！　その中、

「まーだだよっ！」

　僕は後方へと声を飛ばしつつ、林の一層の暗がり、手近なツツジの茂みを前方に発見！

「もーいーかーいっ」

　飛び込みつつ、ドクロちゃんへと「もーいーよ!!」と返した、その瞬しゆん間かん。

「（ザクロちゃんッ!?）」

　立ち止まり、タタラを踏ふみます。だって、そこには既すでに、いもうと天使が身を伏せていて……！

「な、あ……っ！」

　そこは、どう見てもヒトが一人隠れるくらいのスペース。しかも、既に周囲に隠れる場所はなく!?

「桜さくらさん、こちらへ」

「え……っ」

　とっさに、

「うわっ！」

　僕はザクロちゃんに手を引かれ、彼女とぴったりくっつきあうように、茂みの奥へと身を隠し──




　　　　★




〈どくんっっ〉と、胸が弾はじかれます。

「苦しくないですか？　桜さん」

「だ、だいじょうぶ……！　ザクロちゃんこそ、苦しく、……ない？」

「はい、わたくしは平気です」

　軍服の天使は体勢を変え、僕を守るかのように、まるで背中から抱きしめるが如ごとく、カラダを寄せてきていました。林の中、さらに茂みの陰は目を凝こらさなければ既に夜と言っていい暗さ。その薄うす闇やみのなかで、彼女の声だけが耳元でクリアに聞こえるのです。

「へんなコトに、なっちゃったね、ザクロちゃん」

　緊きん張ちように耐えられなくて、僕は背後の天使へと声をかけながら、一いつ生しよう懸けん命めいに植え込みのスキマから薄暗い公園の方へと意識を向けます。鼻をくすぐるのはツツジと土の混じり合った匂におい。

　平常心。

　保て、平常心。

　今や僕は、ザクロちゃんの顔さえまともに見ることができないのです。

「桜さん、こんな時になんなのですが……」

　そしてそれは、幾つかの潜ひそめられた呼吸だけが、鼓膜にくっきりと伝わり始める静寂の中、

「わたくし、桜さんに言わなくてはいけないコトがあるのです」

　耳元にザクロちゃんの淑しとやかな、けれど強い意志の込もった声。

「そのまま、聞いてくださいますか」

「え……」

　僕は、硬直してしまいます。

「本来ならば、伝えない方が良いかとも、思ったのですが。もう、抑え、きれなくて……」

「ど、どうしたの？」

　振り向き、うかがい見れば、彼女は瞳ひとみを潤うるまませ、顔を真っ赤にしていて──

「お願いです桜さくらさん。これを聞いて、わたくしをはしたない天使だと思わないでください……」

　その声は本当に真剣で、真まっ直すぐ。彼女らしいといえば彼女らしい、それはちょっと不器用で、でも、だからこそ本心が直接伝わってくるような囁ささやきで。

「う、うん」

「桜さんと二人きりになったら、打ち明けようと、ずっと思っていたのです──」




『──それは今まで感じたことのない感情でした。ある種の〝罪〟のようであり、そして〝喜び〟のように、わたくしを満たすのです──』
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　僕のズボンのポケットにある一通の『タイムレター』。

　そうです。これはどう考えたって、この十年先に開封される予定だったこのお手紙の内容が、今、ザクロちゃんの口から開封されようとしていると考えて間違い、なくて。

「す、すいません、イザとなると……」

　──けれど一体、なぜ、ザクロちゃんは僕を。僕なんかを──

　彼女は口元に指を当て、呼吸を整え直し、そして、

「──わたくしは、桜さくらさんの」

　彼女が言い淀よどみつつも、潤うるんだ瞳ひとみに、決意の光を反射させた、その時です。

「そこにいるのは、サバトちゃんっ！」

〈ずごぅんッ！〉〈めっきめきめきめきィィー〉

　くりくりヴォイスと破は壊かい音おん……!?　それは決して遠くはない場所です。鳥の飛び立つ音と、地じ響ひびきが未いまだに余よ韻いん。僕とザクロちゃんは思わず〈ぎょっ!?〉と身をすくめ、その方向へと首を伸ばし立ち上がれば、

「ひぃぃっ!?　サ、サバトはここにいるんですよぅ!?」

「なッ!?　えぇっ！」

　闇やみと茂みを突き破り、こちらに走ってくるのはダンボール。いえ、ダンボールから頭と手足を生やした、

「サバトちゃん!?」

「はぅっ！　桜くんとザクロちゃんなんですぅ！」

「どうしたのサバトちゃん！　そして今キミが着込んでいるダンボールは一体……ッ！」

「サ、サバトが息を殺して茂みに隠れていたら、急に目の前の木をドクロちゃんがなぎ倒したんですぅッ！　あの天使は『かくれんぼ』のなんたるかを知らないようですよぅ!?　そしてこのダンボールはサバトの別荘なんですぅ！」

　オニが隠れているモノを襲しゆう撃げきしてくる。これはもはや『かくれんぼ』では無く、別のナニか。例えばそれは〝狩るモノと狩られるモノの戦い〟。野生の衝しよう動どうに駆られたモノドモの所業なのです。

「そ、それより早く逃げるんですぅ！　向こうからサバトを追って、ドクロちゃんが……！」

　そしてダンボール天使が、暗がりの向こうを指さしたのと、

〈がさっ！　がさッ！　がさッッ！〉と、

　まさしく、そちらの茂みをかき分け、コチラに迫り来るような音おん響きようは、同時。

「き、来たぁぁッ!!」

　近づいてくるは濃厚な気配……!!

「はぅぅぅっ！　も、もう終わりなんですぅ～っ！」

　その闇を背負ったかの如ごとき圧倒的な、一種の妖よう気きともいえる迫力に立ちすくんでしまう僕達たち三人の目の前、

「うわぁぁぁぁああッ……っ!!」

　ついに〈ざばっ！〉と、

「きゃっほー！　まてまてぇ～ザンスよぅっ!?」

『…………ッッ!?』

　出てきたモノを見て、絶句。

　茂みの中から出現したのは、〈ばっさばっさ〉と真ピンク色のモヒカンを揺らし、ぶっかけられたような蛍光塗料がパープル色に微発光したジャケットを素肌の上に着込んで満面の笑みを浮かべるサングラスの雄天使。なので、

「キィィィエエエエエエエエッ!!（落ちていた硬い木の枝をザンスの眉み間けんに刺突する僕）」

「ホグワ───ツッ!!（脳天を仰のけ反らせ吹き飛ぶザンス）」

「なんでこんなトコロにいるんですかザンスさん!!」

　赤くなった額から〈しゅうしゅう〉とケムリを上げるザンスへと、僕は尋ねます。

「ユゥ達たちこそ!!　ユゥ達こそ、こんなトコロでナニをしているんザンスかっ？」

「なにって、健全にかくれんぼの真っ最中ですが、ザンスさんこそ『まてまてぇ～ザンス』って、こんな夕暮れの暗い林の中で、ナニを追いかけていたんですか？」

「そ、それは……！」

　ピンと来ました。僕は手に持った木の枝を構え、しゃがれた声で顔を背けるザンスに向かって、ぶつけてみます。

「『一人鬼ごっこ』ですか？　もしかして」

「ギギクゥッ!!　ユゥはなんで『一人鬼ごっこ』のコトを!?　ち、ちがうザンスよ!?　ミィは──」

「『一人鬼ごっこ』──それは自分自身がオニとなり、実際にはいもしない、逃げ惑う架空の小さい子供らを追いかけ続けるという、酷ひどくスタンドアローンなシークレット戯たわむれ……」

「ちがう！　ちがうザンス！　ミィには見えていた！　幻なんかじゃないザンス！　ミィに向かってウィンクしながら逃げまどう、ワンピース姿の幼い少女達は、現実の……ッ!!」

　臨リンッ兵ピヨウッ闘トウッ者シヤッ皆カイッ陣ジンッ列レツッ在ザイッ前ゼエンッッ!!

「ぎゃあああああああああぁぁ──！」

　僕は素早く九字印を切り、邪を退しりぞけました。

「まったくもって、ザンスさんはっ！」

　そして、額の汗を拭ぬぐい、ザクロちゃんとサバトちゃんへとゆっくり向き直れば、

「は、はぅ……？　桜さくらくん、どうしたんですぅ？」

　こちらを見上げるくるくる羊ツノの天使は〈ちょこん〉とコクビを傾かしげます。それもその筈はず。僕はその時、大きな問題が解決したというのに眉間に皺しわを寄せていたのです。そして、耳に神経を集中させ、

「なにか、聞こえない？」

　周囲に耳を澄すますよう二人にジェスチャー。すると、沈ちん黙もくの中より、




『くすん……、くすんくすん……』




　それは確かに、女の子のか細い泣き声。

「な、な、なんなんですぅっ!?」

「桜さくらさん……！」

　僕達たちを取り囲む薄うす暗ぐらい林。葉は擦ずれが奏かなでる音に紛れ聞こえてくるすすり泣きに、二人の天使は身を寄せます。

「だ、だいじょうぶだよ！　ここは街中の公園なんだよ!?　そんな、お化けとか──」

『……くーん」

「え……？」

『さぁくぅら……くーん……』

　その、泣き崩れたか細い声は。

「ひ、ひえ───ッ!!」

　頭上より降り注ぎ、仰天しつつ仰ぎ見れば、

「へ？　あ、あれっ!?」

　直上、ケヤキの太い枝の上に腰かけ〈くすんくすん〉と涙目になっている、

「ド、ドクロちゃん！　なんでそんなトコロにいるの!?」

「だって、だって……」

　天使の少女は〈ひくひく〉と大粒の涙を手の甲で拭ぬぐい、立ち上がり、

「みんなが隠れてるから、ボク、ずっとひとりぼっちで……！」

「そういうゲームなんだよ!?　『かくれんぼ』って!!」

「あ……っ！　さ、桜くん、みーっけっ！」

「それはもういいから！　ほら、気をつけて──」

〈はっ〉と、そこまで言った僕は、頭上の天使から視線を逸そらしてしまいます。

「え……？　桜くん、なんでボクをちゃんと見ててくれないの？」

「だ、だって……！」

　上空を〈ちらっ〉とうかがうと彼女もようやく気づいたのでしょう。そう、ドクロちゃんの細い脚の全景と、そしてその下着が……！

「い、いやぁぁぁんッ！」

　すると突然、天使の少女は〈がばっ〉とスカートを押さえ、

「ちょ、ちょっとドクロちゃん!?」

　そのまま体重と、手にした『エスカリボルグ』重量およそ二トンを、垂直落下式に空くうへと預けるのです!!

「だ、だめ！　しまって『エスカリボルグ』！　そのままじゃ僕がおぐしィッッ!!」

「はああっ！　ボクのクッションになってくれた桜さくらくんが!!　ぺったんこ!!　待ってて、今から桜くんを……！」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「ドクロちゃん!?　かくれんぼのオニとしてふがいないですよ!?」

「ごめんなさい桜くんっ！　だってボク『かくれんぼ』に、こんなにも恐ろしい意味がかくれてるなんて──」

「恐ろしい意味を与えたのはドクロちゃん本人でしょ!?」

　そんな二人の目の前に、〈ひらひら〉と、

「ん？」

「なぁに……？」

　白い、一通の封筒。

「な、こ、これは……ッ!?」

　二人の見守る中、目の前で地面に落下したそれは、僕が圧死した際に服と共に飛び散り、しかし、光に包まれ修復された際に、ポケットからこぼれてしまった、

「桜さん、これは──」

　もちろん、それは僕が持ち出してしまった『タイムレター』。ザクロちゃんが十年後の自分に向けて書いた、お手紙。

「ち、違うんだザクロちゃん！　僕は──」

　そして軍服のいもうと天使を見上げた、その瞬しゆん間かん、

「それはミィの『タイムレタァァァァァー』ッ!!」

　突如暗がりの中から出現したのは、先ほど祓はらい清められたはずの、

「え、ええええええッ!?」

　アブノーマルを体現する天使のザンス。彼は手紙に向かって全身ダイブして、

「これは、ミィのミィのぉぉぉ……ッ!!」

　抱きしめるようにカラダ全体でその封筒を隠してほんのり上気。身をぷるぷる震ふるわせ絶叫するのです。

「ちょ、ザンスさん!?　あなた、なにを言ってるんですかッ!?」

「ミィの『タイムレター』も、きちんとみんなのと一いつ緒しよにタイムカプセルの中に入れておいて欲しいザンスよ!!」

　つまり、

「は、」

　ひび割れる視界。

「はいぃっぃい!?」

「ま、まさか、桜さくらくんは、コレを、読んだんザンスか……？」

　問いに〈こくん〉と、頷うなずきます。

　が、

「ちょ、ちょっと待ってください！　よく確かめてくださいザンスさん！　これは、ザクロちゃんの『タイムレター』じゃないんですか!?」

「なに言ってるんザンスかさっきから!!　これはミィの！　ミィの────ッ!!」

「ザクロ、ちゃん……？」

　僕の問い掛けに、いもうと天使は僕とザンスの元に歩み寄り、封筒を確かめ、

「違います。わたくしの物ではありません」

　首を振るのです。

「で、でも、待って!?　さっきザクロちゃん、僕に言いたいことがあるって──」

「はい……」

　彼女は再び、頰ほおを染め、羞しゆう恥ちに濡ぬれた瞳ひとみで、

「わたくしは先日、冷蔵庫にしまってあった、桜さんの大好きなプリンを、いけないコトと解わかっていたのに、食べてしまって……。ああ、わたくしは、なんてはしたない……！」

「えええええええッ!?　は、はしたないって、そりゃ、まあ、黙だまってヒトのプリン食べたら、はしたないかもしれないけど……ッ!!」

「申し訳ありません桜さん！　今度きちんと代わりのプリンを買ってきますので、このはしたない天使を、許してくださいませんか」

「じゃ、じゃあ、タイムレターの『わたくし』って、なに!?　自分のことを『わたくし』って呼ぶのは、ザクロちゃんだけだよね!?」

「ミィって、手紙を書くときは、ちょっとオマセな言葉遣いになって、自分のコトを『わたくし』って書いちゃうヒトなんザンス」

「『ヒトなんザンス』じゃないですよ!!　ややこしいんだこのモヒカンめ!!　なんだってよりにもよって『わたくし』なんですか!?　『拙せつ者しや』とか『予よ』とかあるでしょ！　他ほかに誰だれともかぶってない一人称は!!」

「べ、別にミィは妙なキャラ作りをしているつもりは一切無いザンス!!」

「ならここは!?　ほらここ、『お風ふ呂ろを覗のぞかれた』って、僕、一度もザンスさんのお風呂なんか覗いたコトなんか……」

「忘れたザンスか？　ミィは、修学旅行の時にも、そしてついこの前も、桜くんに──」

「あああああッ!!　た、確かに、男子の大浴場にザンスさんは何故なぜかいたんだ!!　そんなのスッカリ忘れてたよッ!?　じゃあ、なに？　この『タイムレター』は、本当に、ザンスさんの……」

　震ふるえに震える僕へと近寄って来るのは天使の少女。

「じゃあ、次のかくれんぼのオニは桜さくらくんね？」

「え？」

「だって、最初に見つかったのは桜くんだよっ？」

「そっか……うん、……わかったよドクロちゃん。僕は鬼になる……」

　それから、ザンスさんにゆっくり向き直り、

「堕だ天てんを滅めつする鬼となる……!!」

「ヒィィィ！　ちょっと待つザンス桜くんッ！　ユゥが勝手に見たのがイケナイんザンスよ!?　なのに、これはどういう………ッ!?」
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「ふぅ……、まったく、なんだったんだ……」

　とっぷり日も暮れ、カラダには微妙な疲労感。

「十年後が楽しみだね！　桜くんっ」

　僕の右手を握りつつ、にっこにことコチラを見上げる天使の少女。僕はドクロちゃんとザクロちゃんと共に、左手に住宅街、右手に水路と道を隔へだてるフェンスを眺めながら、家路へと歩を進めていました。

　しかしまったく、なにがなにやらです。本日は想おもい出の詰まったタイムカプセルを埋めて一件落着だったハズなのに、僕のココロもなにもかもザンスのいかがわしい『タイムレター』のおかげでめちゃめちゃです。そうです、もう全すべてはあの変態的な天使のせいなのです。

「あぁっ！　いっぱい写真がある！」

　思索にふけっていた僕の脳みそに、ふいにドクロちゃんの脳天気な声が侵入。

　彼女が興味を示す前方を見やれば、そこには街灯の下、いつの間にか選挙掲示板が作られていて、候補者のおじさんたちのポスターが貼はられていました。天使の少女は、これが大好き。彼女は僕の手を離はなして、今回の選挙の立候補したみなさんを観察に行ってしまうのです。

「お疲れさまです、桜さくらさん」

「あ、お疲れさま、ザクロちゃん」

　そこへ、僕と並ぶように後ろからやってくるのはスラリと背の高い軍服の天使。僕はようやくいもうと天使の顔をきちんと見るコトができるようになったのです。

「あの、一つお聞きしたいコトが……」

　彼女の言葉に僕が「うん」と頷うなずけば、

「ザンスさんの『タイムレター』の件ですが、いったいなにがあったのですか？」

　と、例の一件のコトを尋ねてくるのです。

　僕は、ちょっと笑ってから、ザクロちゃんへと打ち明けます。

「それがさ、あの『タイムレター』。なんでか解わからないけど、僕のコトがいっぱい書いてあってね。なぜかザンスさんが自分のコトを『わたくし』とかって書いてたし、間違って中身を見ちゃった僕は、てっきりその手紙、ザクロちゃんが書いたのだと思っちゃったんだ」

「そうなのですか……」

「でね、あんまりにも真剣に書いてあるように見えて、だからてっきり、ザクロちゃんが僕のコトを好きなんじゃないかって、かん違いしちゃったんだ」

「え……？」

「まったくもう、そんなコトあるわけないのにね、ザクロちゃん？」

　純白の軍帽に顔を隠すように、俯うつむいてしまっているいもうと天使。

「そうです。そんなこと、あるわけ、ないです……」

　夕ゆう陽ひはとっくに沈んだのに。

　その時、僕には彼女の顔は、なぜかほんのり赤く彩いろどられているように見えたのです。




　　　　★




　そしてザクロちゃんは、草くさ壁かべ桜少年よりも一歩遅れて、考えるのです。

　そう、そんなコトは、ありえない、と。

　自分は草壁桜を監視する者。観察対象に特別な感情を抱くコトなど、もっての他ほかなのですから。

　なによりも、今。

『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』が、再び動き出そうとしている、今。

　ルルティエと草壁桜を繫つなぐ連絡役の自分に、迷いがあってどうするというのか。

　だから、

　ザクロちゃんは、自分の姉と会話を始めた少年に視線を止めたまま、もう一度、口にします。

「わたくしは……、桜さくらさん。言わなければ、ならないコトが……」

　しかし、彼女の言葉は、最後まで続くことなく、

　もちろん、彼に届くこともなく。

　宵よいの大気だけが、彼女達たちを、そっと包むのでした。
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　──淡い朝日が、目ま蓋ぶたのスキマから僕へと届けば。

　ふんわりとした夢が消えていく微かすかな切なさと、布団ふとんの中、身体からだに染しみ渡っていく現実感。

「んっ……」

　深い呼吸を求めます。と、その時、

「？」

　目覚めつつある脳細胞の一部がふいに覚かく醒せい。

（……いつもと、匂においが違う？）

　籠こもり気味な空気。ちょっとだけ埃ほこりっぽく、それはなんだか奇妙に懐なつかしくて──

「これは〝押し入れの中〟の匂い……？　──って、なんで、僕はこんなトコロにッ!?」

〈がばっ〉と身じろぎ、明らかにいつもと違う重さの掛け布団をはねのければ、

　刹せつ那な、

「おぉぐぅうッ!?」

　筋すじという筋すじ、

「か、身体が……!?」

　全身の肉にくという肉にくが泣き叫ぶかの如ごとく一斉に、まるでマジックテープの硬いザラザラした部分で作った滑走路へと裸で胴体着陸したかのように疼うずき痛むのです！

「ひぃぃあぁぁあぅッ！　だめェっ、もう動かないでぇっ！」

　痛くて自分に叫びます。少しでも身体を動かそうものなら、関連するアラユル部位に電気を流されているかのよう。

「これって、まさか──」

　うめき声を上げる自分に半ばパニクりながら、

「──『筋肉痛』ッ!?」

　痛みの発生源、それはどうやら身体中に偏在する『筋肉』なのです。しかし、

「昨日の『体育』は僕の得意な〝マット運動〟だったんだよ!?　こんな筋肉痛ありえなくない……!?」

　そして肉体の混乱はもう一つの混乱、現在地に対する疑惑へと結び付きます。今現在僕がいる場所は、わずかに光の差し込む、少女の甘い匂いに包まれた狭く薄うす暗ぐらい密室＝押し入れ。つまりは天使の少女ドクロちゃんの寝室であり、加えて『筋肉痛』とは、普ふ段だんは使わない筋肉を強く激しく使用した際に起こる現象という事実。

　──寝乱れた着衣パジヤマ・身体からだに残るわずかな倦けん怠たい感かん──

　結び付けづらいようで非常に結び付けづらいこの状況に僕の思考はかき乱されました！

「ま、まさか……！」

　首を傾かしげるのすらツライです。僕は「んんッ!!」っと全身をサイナむ筋肉激痛に耐え、

「ね、ねえドクロちゃん……？」

　しかし、

「ドクロちゃんがいない！」

　僕の隣となりにあるハズであろう少女の姿が、無いのです。狭い内部を見回しても、この押し入れ上の段、天使の布団ふとんには僕一人きり。

「なんで、こ、こんな……」

　思い出そうとすれば、それは断片。

「は……っ！」

　フラッシュバックする微かすかな記憶メモリー、儚はかない映像ビジヨン──僕のパジャマを開いていく、白くて小さな指。くすぐるようにボタンを外していて〈ドクン〉──汗だくになる僕の肌〈ドクンッ〉──天使の少女が僕に覆おおい被かぶさったその重み〈ドクンッ！〉──そして最後に身体を悩ますは、甘く、微かな痛みで（ドクンッッ!?）──

「これは、つまり……!?」

　なおかつ、それらの〝記き憶おくの断片〟はすべて、極度の緊きん張ちようにつつまれていて、思い出した今でもなお、身体がだんだんフワフワしてきてしまい……ッ!!

「う……うそ！　うそうそうそうそうそ──っ！」

　ああ、身動きできぬ僕の額に、首筋に、背中に、冷や汗。それらは結びついて流れてああ、川の流れのように。

「こんなカタチで……初めてのッ!?」

　全すべてを振り切るかのように押し入れから飛び降りた僕は、超筋肉痛に「ほーう！　ほーう！」とうめき声をあげながら階段を降ります！

　このような事態が起こった場合、不肖私わたくし、草くさ壁かべ桜さくら。目覚めた後の彼女に対する最初の第一声がとっても肝心だと切に思うのです。「おはようドクロちゃん、気分はどう？（包容力的なものを込めた瞳ひとみで、じっと見つめる）」「うん、おはよう桜くん……。へいき、ボクはだいじょうぶ（とっさに外してしまった視線。しかし少女はためらいがちに、もう一度僕を見つめて）」おそらくこんなカンジです！　確かに昨夜から両親は例によって群馬のおじいちゃん家に帰省中。留守を任されたからには、父ちち母ははの代わりに色々な責任を取るのが長男の役目だと思うのです。

　さすれば気持ちのウォームアップも施ほどこし終わり、身体はギクシャク、僕は明るい朝日溢あふるるキッチンへ、とうとう辿たどり着き、

「おはよう桜さくらくんっ！」

　わっかをきらりん。そこにはすっかり登校前のおめかしを終えた『聖ゲルニカ学園』の制服姿、いつもと変わらない様子な天使の少女、ドクロちゃんの先制挨あい拶さつ！　案外前向き!?　い、いえ、これは無理していつも通りに振る舞う健けな気げさの表れなのかもしれません。それが証拠に、

「昨日は桜くん、とっても……とってもすごかった……！」

「え、あ、う、うんっ！　も、もちろんだよ!?」

　まったくもってあけすけな彼女だから、僕は言葉に詰まってしまいます。すると少女は「えいっ」と、ふいに人差し指、〈コツンっ〉と僕のオデコを叩たたき、

「ってなにぃッ!?　腰から下の感覚が無くなって僕は崩れ落ちましたよ!?　ちょっとドクロちゃん、いったい今、なんの秘ひ孔こうを突きましたのーっ？」

　しかし少女は僕の問い掛けに答えぬまま、尻しり餅もちをついた僕の後頭部の下、うなじ付近に手を伸ばし〈ずるーり〉。

「ひっ!?」

　僕の首、脊せき柱ちゆうあたりからナニかが引き抜かれる感触ッ!?　全身が一いつ瞬しゆんで怖おぞ気け立ち、這はい蹲つくばったままの僕は天使の少女を見上げます！

「ちょ、ちょっとドクロちゃん、僕の体内よりナニを取り出したのッ!?　気持ち悪い感触が背骨を中心に全身を駆け巡って──って、ちがうよキミの年齢を聞いてるんじゃないよ！　僕が気がつかないとでも思ったの!?　ほら、その手に隠してるものを見せなさい、早く僕の首からさっき抜き取ったモノを見せなさいぃっ！」

〈しゅん〉とうなだれたドクロちゃんは「はい……」と小さな手を広げます。

「そ、それは……!!」

　そこにあったのは〈キラリ〉と光る、細長い鉄の針。

「『微まど睡ろみ弄せい御ぎよ　ヒルドスレイフ』!!」

　思わず叫びます。『微まど睡ろみ弄せい御ぎよ　ヒルドスレイフ』とは、眠りに落ちた者を自由自在にコントロールするコトができる、脊せき髄ずい直じか刺さし、四よん寸すん八はち分ぶの畳たたみ針ばり型魔ま法ほうアイテム。僕がなぜそのような詳細を知っているのかと申せば、なにしろ僕はこのアイテムを一度ドクロちゃんによって使用された経験があるからなのです。先日、『睡眠学習を試してみたいの！』と言い出した天使の少女は、とても嫌がる僕を実験台にうなじから脊柱に向かって〈ズブリ〉。畳針を突き立てれば「るれれれー！」と叫ぶ実験体の僕。しかし、直後に強制睡眠状態に移行した少年を操作し、勉強をさせ、それを『睡眠学習』と言い張ってもドダイ、無理なハナシだとは思いませんか？結局、昏こん睡すいモードだった僕は、当然とも言えるのですが、学習すれどその内容は記き憶おくに残らず、なおかつ僕を操っているのがドクロちゃんだったものですから宿題も満足に果たすコトも出来ずに結果は惨敗。あえなくザンスさんに返却されたものとばかり思っていたのに、

「まだ返してなかったの!?　というかドクロちゃんとは『今後、意識の無い僕を操るのは禁止』って、あの時ちゃんと約束したよねッ!?」

「だぁって桜さくらくん、最近夜になるとすぐに寝ちゃうんだもん。ボク、もっと桜くんと遊びたいようっ」

　寂しそうに手を後ろに組んだ天使の少女は拗すねたように上目遣い。〈きゅんっ〉と鳴っちゃう心臓を抑えつけ、けれど、僕はさらに追及しなくてはならない！

「だからって限度があるよ！　昨日の夜はいったい僕でナニして遊んだの？　この激しい筋肉の痛みは、はたしてどんな戯たわむれによるものなの!?」

「ハンググライダー」

「えええッ!?　寝ている間にハンググライダー!?　そりゃ『筋肉痛』にもなるよ慣れないコトだし!!　……って、じゃ、じゃあ、寝起きにフラッシュバックしてきた僕の記き憶おくは、全すべてそのハンググライダーに伴う記憶だったの!?　どおりで緊きん張ちようもしたしフワフワもしたハズだよーっ！」

「それからー、家の屋根に着地してね？　すっかりカラダが冷えちゃってたから、ボクと桜くん、二人でお風ふ呂ろに入って、一いつ緒しよのお布団ふとんで寝たの」

「待って！　そっちは全然憶おぼえてないッ!!　え、ほ、本当に!?　僕が、ドクロちゃんと一緒に、お風呂に!?　この身体からだが!?　ウソ！　ウソ！　ホント!?　マジなの!?　あ、本当だ！　髪の毛がいつもドクロちゃんの使うシャンプーの匂においになってる!!　え？　二人で、洗いっこもしたのッ!?　……なんで？　なんで僕の意識が無い時にばっかりそういうコトするのーッ!?　もう！　もうッ[image: ]　気持ちよかったろうなぁ！　もちろんハンググライダー!!　まったくもう!!　ザンスさんもドクロちゃんに変なもの貸して!!　今度会ったらひっぱたいてやるんだからッ!!」

「すっごい楽しかったよっ!?」

「そりゃドクロちゃんは良かったでしょうよ！　でも僕はナニも憶えてないし、残っているのは筋肉痛だけなんだよ!?」

　僕は「たのむよ本当に……」と呟つぶやきつつ、朝ご飯のためにキッチンテーブルにつきます。

　けれど、

「あれ……？」

　そこにはただ、食べ終わった後の食器が残されているのみで。

「もー、桜くんたら。ご飯はさっき食べたでしょ？」

「え？　僕、食べてなんかないよ？」

　まさか、ドクロちゃんが眠っている僕を操って……いや、でも実際お腹なか減ってるし、と、めまぐるしく頭上に『？』を浮かべていた、その時、

「桜さん!?」

　背後からの声は、

「ど、どうしたのザクロちゃん、大きな声だして……」

　いつもはとっても淑しとやかな妹いもうと天使が上げたもの。

　長身を純白の軍服で包んだザクロちゃんは「もうしわけありません……」と、顔を赤らめ、

「たった今、洗面所にいる桜さくらさんをお見かけしたものですから」

「僕、今日はまだ顔も洗ってないんだけど……」

　首を傾かしげつつ、僕は椅い子すから立ち上がります。朝ご飯も無いようですし、先に着替えた方がいいのかもしれません。

「今朝のドクロちゃんとザクロちゃん、なんだか変な気がする……。まあ、ドクロちゃんがヘンテコなのはいつものコトって言えば、いつものコトなんだけど……」

　呟つぶやきながら廊下を進んだ僕は、洗面所の扉を〈がらり〉と開けます。

　するとそこには、お風ふ呂ろ場ばから湯気と共に出てきたばかりの、

「う、うわぁぁあっ!!」

　一糸まとわぬ少年がいて!?

「ごめんなさぁいッ!!」

　慌ててドアを閉めようとした手が、しかし、そこで止まり、

「あ、あれ……？」

　背けた顔をもう一度、その少年に向けた、その時。

「どうしたの桜くん！」

　大きな声を聞きつけたドクロちゃんが走ってコチラ、脱衣所に飛び込んで来て、

「さ、桜くんがふたり!?」

　天使が驚おどろきの声を上げるのもむべなるかな。僕の目の前でシャワーの水滴そのままに立ちつくすは、中学二年生男子の平身長と、標準的な体つき。いたって特徴というべき特徴もないその裸体は、まさしく草くさ壁かべ桜。

　僕とウリフタツの少年なのです!!

　そして少女の視線はそのまま、お風呂から出てきたばかりの少年の、下腹部よりも下へと移り、

「きゃ、きゃんっ！」

〈ずめり！〉と空気を震ふるわせて、僕肉体にめりこむ鋼鉄バット『エスカリボルグ』。

「はっ！　ご、ごめんなさい桜くんっ！　だって、桜くんが、桜くんがボクに……！」

　吹き飛び壁に叩たたきつけられ、まるで魚ぎよ拓たくのような人じん拓たくを残した僕に感キワマッて天使の少女は涙なみだ流ながしながら、魔ま法ほうのバットを振るうのです。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「なんで僕を殴なぐるの!?　裸なのは向こうなのに!!」

　今やバスタオルで身体からだを隠す少年を指さし、天使ミラクルパワーにより復活はしたものの激しい遺い憾かんの意を少女に向かって表す僕ですが、

「見てないもん！　ボク、なんにも見てないもん！」

　この状況に、ドクロちゃんも相当動揺しているようです。現に、大きな瞳ひとみにこぼれそうな涙をたたえる天使の少女を抱きしめる、この騒そう動どうに慌てて駆けつけてきてくれたいもうと天使ザクロちゃんでさえも、

「桜さくらさん、いったいこれはどのような状況なのですか？　まさか、桜さんが二人がかりで、お姉さまを……!?」

　お風ふ呂ろ上がりの僕そっくりな少年と、本物の僕を見比べるように視線を戸惑わせているのです。

「ち、ちがうよザクロちゃんッ！　僕は全くの無罪で、むしろあっちの……って、いうか、そうだよ──」

　僕は、なんだかこっちのやり取りに呆あつ気けにとられている風なその少年に向き直り、呻うめくように尋ねてしまいます。

「──キミはいったい、だれ？」

　そして、この問いに、

　草くさ壁かべ家けに侵入し、あまつさえお風呂に入っていたその少年は、ごく自然に、臆おく面めんもなく答えるのです。

「僕の名前は草くさ壁かべ桜さくら。桜くんと呼んでください」
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　なんの前兆も前振りもなく、僕ぼく等らの前へと現れた、もう一人の草壁桜。

　一見すると『天使の少女と僕が紡つむぐ日常』、その一ページとも言えるこの事件はしかし、これまで見逃されてきた『終しゆう焉えん』の序章プロローグに過ぎなかったコトを、僕はまだ知る由よしもありません。




　──これは『未来の世界』、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』からやって来た天使がずっと見守ってきた少年、草壁桜の消滅の物語。
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『っ…………!!』

　僕等の通う学校『聖ゲルニカ学園』、その二年Ａ組の教室がドヨめいたのは、

「大だい丈じよう夫ぶ？　田た辺なべさん」

　とある制服姿の少年が、机の脚につまずいて体勢を崩してしまった一人の女子生徒を、すんでのトコロで抱き留めていたから。

「さ、桜くん……？」

　それは机が並ぶ中央の列。まさしく教室の真ん中で、朝一番に起こったデキゴト。

　登校ほやほや、まだカバンを机上に置いたままのクラスメイトもいるクラスの中心で、少しだけ頰ほおを赤らめる田辺さんの背中を支えていたのは、他ほかでもない、僕に瓜うり二ふたつな少年で、

「ちょ、ちょっと!?」

　そんな状況を目の前に動揺の声を上げてしまうのはピンク色のジャージに身を包んだ僕、草壁桜！

　にも拘かかわらず、『姫を抱きとめる王子』という朝日の中のシチュエーションを、クラスメイトの七割以上が登校している教室、衆人環視の中で体現して見せたその少年も、

「痛いところはない？」

　わずかに頰ほおを上気させた田た辺なべさんも、

「う、うん！」

　僕を眼中に入れておりません！




　──突如、草くさ壁かべ家けに現れたもう一人の僕。




　今や、二年Ａ組全体が息を止めて注目する身となった彼は、もちろん今朝、自宅でお風ふ呂ろ上がりを目もく撃げきしてしまった、僕そっくりの少年なのです。

　彼はあの後、あっけに取られる僕の目の前で当然のように『聖ゲルニカ学園』の制服を着用。登校を開始したものですから、「わあ！　待って待って！」と慌てた僕はしかし学校へ着ていける服は体操服しかなく、しかもそれがまだ乾いていなかったので、しかたなく木工ボンド部用のジャージを着こなしてＧＯ。それだけでも既すでに彼には一言も二言もある僕なのですが、真ピンクに染め抜かれたジャージに金縁刺し繡しゆうされた文もん言ごん『白はく濁だく　ｆｏｒ　ｙｏｕ』『木工ボン道　結構平等』『塗れば白濁、乾けば美談。歩く姿は実にまろやか』などの部訓を通勤通学する人人に見られないよう苦心しつつ、学校到着八時五分。僕の制服を着た彼が教室に入るのを見計らい、イザ声をかけようと思ったその直後、

　冒頭の事件。

　僕そっくりな彼がナニモノなのかを調査するため『未来の世界ルルテイエ』に帰還した──それはきっと『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』がバッチリ関かかわっているに違いないのです──ザクロちゃんの報告待ちというコトもあり、どのような対処をあの少年にしてよいか全く指針の立てられぬ、今。

「あ、ありがとう……」

　ゆっくりと少年にカラダを起こされた田辺さんは、手を口元に頰をあからめ、彼からわずかに視線を逸そらしたまま立ちつくしているのです。そこへ、

「あれ、田辺さん前髪切った？」

「え？」

　引き続き問い掛ける、清らかな微笑ほほえみを浮かべた僕そっくりな彼。

「なんだかいつもと雰ふん囲い気きが違うからスグにわかったよ。いい感じだね」

「うん、今朝、三ミリくらい切ってきたの。だれも気付かないと思ったのに……」

　昨日とは違う自分に気付いてくれた少年に、普ふ段だんはイタズラっ子の子こ狐ぎつねみたいな田辺さんの瞳ひとみが輝かがやきます！

「桜おまえ！　いつからそんな紳士に!?（佐さ々さ木き）」「なんだか今日のおまえ、ひと味ちがうぞ、（梅うめ沢ざわ）」「俺おれ達たちにも教えてくれよ！　その男気みたいなものを……!!（木き村むら）」

　そして、そんな彼を取り囲み始めるクラスメイト達!?

「えええっ!?　な、ちょっと!?　ち、ちがうよ僕はこっち！　草くさ壁かべ桜さくらは僕だよ!?　その子は僕そっくりなだけで知らない子ですよ？　っていうか、今はもっと大切なコトがあると思うんだけど!!　僕に超そっくりな別人が突然現れたんだよ？　これってとても奇妙なデキゴトさ！　そういうモノにこそクラスはドヨメキ驚おどろくべきなんだよ!?　それが普通に馴な染じむってどういうコト!?　どんだけみんなは適応能力高いのさ！　そして僕の言葉を誰だれも聞いてないのはなぜ!?」

「ねえ桜くん、ぼくもちょっと今日、変わったと思わない？（西にし田だ）」

　見ればみんなに囲まれた僕そっくりな彼は、西田の髪の毛をふわっと手に取り、

「シャンプー変えた？　素す敵てきな香りだね」

「桜くん……！（身をよじる西田）」

　続いてそこからふと視線を転じ、

「佐さ々さ木き、これボタンが取れかかってる」

　椅い子すにかけてあったクラスメイトの上着を手に取るや、自分のポケットから裁さい縫ほうセットを取りだして、見事な手さばきでボタン付けを完了させるのです。

「桜、お前ってやつは……！　〝玉留め〟も完かん璧ぺきだ！（佐々木）」

　その他にも「ネクタイがまがってるぞ。しょうがないな木村は」「俺は今、包容力を感じた！　あ、アニキって呼んでいいか！（感激する木村）」「やめて！　呼ばないで！（僕）」「『山手線の発車ベルＣＤ全集』さっそく聴きいてみたよ。風ふ情ぜい溢あふれてて凄すごく良かった」「だろ!?　やっとわかってくれる奴やつに出会えた！（岩いわ倉くら）」「なにそれ！（僕）」「今日の給食のイチゴゼリー、お腹なかの調子が悪いからやるよ」「ありがとう桜くん！（渡わた辺なべ）」「勝手に僕のあげないでよ！　僕もイチゴゼリーは好きなのに！（僕）」

　などなど、矢継ぎ早にありとあらゆる紳士的行為！

　そして極めつけには、席に着こうとした静しず希きちゃんの隣となりへさっと近寄り、

「どうぞ、静希ちゃん」

　彼女の席に、自分のハンカチを敷しくのです！

「あ、ありがとう……」

　アイツめぇぇッ!!　静希ちゃんに、お礼を言われたぁぁッ!?　誰にどんなお礼を言われようがかまいません。けれど、それだけはやっちゃいけなかった……!!　僕はたまらず、みんなに囲まれている少年の前に出て、

「ねえ、キミはいったいだれなの!?」

　僕の制服を着た、僕そっくりの少年に改めて強く強く、問い質ただしてしまうのです。

　すると彼は驚くでもなく、当然のコトのように、

「だれって、僕は草壁桜だけど」

　あくまでコチラにも紳士的、微笑ほほえんで答えるのです。けれどこのセリフは予想済み。さらに強気に問い質ただします！

「そんなわけない！　だいたいおかしいよ。確かに、キミは僕にそっくりで、行動までもが僕とウリフタツだけれど、キミが草くさ壁かべ桜さくらのわけがない！」

「どうして？」

「ど、どうしてって、だって、僕が本当の草壁桜なんだよ!?　本人が言ってるんだから間違いないよ！　……って、え？　なんですかドクロちゃん、僕の右腕を摑つかんだりして。あれ？　南みなみさんまで僕の左腕を摑んで、いったい二人でなにをする気？　ま、まさか……！　ぁあっ！　やっぱり!?　い、痛い痛い痛い！　ちょっとやめて！　なんで両方から僕を取り合うように引っ張るの!?　痛いってば千ち切ぎれちゃう!!　違う違う!!　偽にせ物ものを確かめる方法が間違ってる!!　むしろ逆だよ逆！　これでナニを確かめる気なのーっ!?」

　天使の少女と南さん、二人のクラスメイトから腕を放されるも、心のキズは癒いえません。だって、僕はちっとも悪いコトなんかしてないのに……。

「ねえドクロちゃん、ちょっといいかな。僕の周りで起こる不思議なデキゴトはみんな天使がらみだった経験が僕に言わせるんだけど、この件に関してキミに思い当たるコトがあったら今すぐ教えて欲しいんだ」

　その必死の想おもいが通じたのでしょう。天使の少女は僕の目を真まっ直すぐ見つめ、

「あのね、昨日テレビで見たんだけど、プラナリアっていう生物は、二つに切ると、どっちの切断面からもカラダが生えてきて二匹のプラナリアになっちゃうんだって！」

「テレビで得た知識じゃなくて、ドクロちゃんの天使知識を聞いてるの!!　しかも仮に僕が『プラナリア的な桜くん』だったとして、今さっきドクロちゃんは僕を二つに引き裂こうとしていたよね!?　キミはいったい僕をどうしたいの!?　増やしたいの？」

「でも、確かにこの状況だと大変ね」

　そこへ進み出てくるのは、さっき僕をひっぱって千切る片棒を担かつごうとした、

「南さん！」

「桜くんの名前を呼んだら二人が振り向いちゃうから」

「問題はそこなの!?」と声を上げる僕。しかし彼女は、

「だから、あっちの制服を着た桜くんを『光の桜くん』、こっちのジャージを着た桜くんを『影の桜くん』と呼びましょう」

「だめだよっ！　どうして本物の僕が『影の桜くん』なのッ!?　みんなも『おー』って感心してないで……」

「席につけー、『朝のＳシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』を始めるぞー」

「ちょっといいですか山やま崎ざき先生！」

　そこにクラスの担任、山崎先生の登場です！

「お、どうした桜さくら」

「って、なんで先生はファーストインプレッションから、僕では無く『光の桜くん』に向き直ってるんですか!?　よく見て下さい先生！　その桜くんは腰のベルトのマークがいつもと微妙に違うんです！」

「だったら桜」

「あ、は、はい！」

　ああ！　山やま崎ざき先生が、僕を見て、名前を呼んでくれた！

「机をもう一つ持ってきなさい」

「ええっ!?　だからどうして僕が？　新しく来たのは向こうなんだから、あっちの人に頼たのんでください！」

「わかりました。僕が机を持ってきます（立ち上がる『光の桜くん』）」

「なんでここでわき起こる拍手!?　わ、わかりました！　僕が！　僕が机を持ってきます！　え、いいよいいよ！　僕が持ってくるって！　僕にそっくりなキミはそこに座って待ってて！」

　なんだか裏目裏目です！　僕は教室を出る間際、くやしさで『朝のＳシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』が始まりつつあるクラスを振り返りました。

（ん……？）

　その時僕が見たのは、『光の桜くん』が、コチラへ向けていた表情。

　既すでに僕の身体からだは余った机が置いてある空き教室へと向かっていましたが、その彼の微笑ほほえみの中に、僕は今、なにかを見てしまった気がするのです。

　例えばそれは、『草くさ壁かべ桜そっくりな少年』としての彼ではなく、本来ある『彼自身』の、片へん鱗りんのような──
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　本来ならば、

　僕はこの昼休みだって、『光の桜くん』をずっと見張っていなければならないのです。

　いつ、あの僕そっくりな少年が、本物の僕の評判を落とすような──例えば突然、奇妙な悲鳴を上げてみたり、そのまま廊下を走り出したりみたいな──コトをし始めるか解わからない、というのが、そもそも正しい現状認識。故ゆえに僕は彼から片時も目を離はなしていいわけがありません。『クラスメイトからの信しん頼らい』という財産は一朝一夕では築けないし、信用が崩ほう壊かいするのは一いつ瞬しゆんなのです。

　にもかかわらず、

　いったいなぜ本物の草くさ壁かべ桜コトこの僕は、お昼休みが始まった直後、こうして廊下を早歩きしているのか。



　図書室で待ってます。






　それは、小さな一枚のメモ。給食が配はい膳ぜんされる賑にぎやかなクラスの中、すれ違う静しず希きちゃんから差し出された、二人の未来へと続く片道ワンウエイ切符チケツト。いいですか。よく聞いてください。僕は静希ちゃんから直接、そっと手渡しされたのです。ずっとずっと片かた想おもいしているクラスメイトの女の子から、誰だれにも見つからないように、手紙をもらった。それだけで僕はそのまま男子トイレに即ダッシュ。個室に閉じこもり「うぅううわああああー！」と声を出しながら四つ折りのメモを開いて、その文面を確認したのです。

「うぅぅううぅうううふふフっ！」

〝約束の地図書室〟へと続く道。渡り廊下を進む今も、冷静を装う僕の唇のスキマより息が漏もれてしまいます。なにか重大なコトが待っているのです。それは予感というよりも確信……！

「ウフフーッ！」

　そんな〝聖域サンクチユアリ〟図書室には選ばれた者しか入れない。なので僕は教室を出る際に天使の少女へと、

「あ、ドクロちゃん、ちょっとトイレに行ってくるね」

「うん、行ってらっしゃい。早く帰ってきてね。ボクは南みなみさん達たちと遊んでるから」

　なんだかデジャブ！　こんなコト、前にもあったよねっ！　なにげなく教室を出て歩き始めた僕の足取りは、徐々に速さを増していき──

　今に至るというワケです!!

　もはや図書室は目の前。

　他ほかの教室よりも厚みのある扉を開け、中に入ればいつものように、そこは校舎の中にあって唯一独特の空気。壁をぐるりと覆おおう書架にはイロトリドリの背表紙。それはまるで今こん日にちの僕と彼女を祝福してくれているかのよう。そして暖かな窓まど際ぎわテーブルには、

「静しず希きちゃん……！」

　外の景色を眺めていた彼女はジャージ姿の僕に気がつくと椅い子すから立ち上がります。そして、静希ちゃんは僕を手招きしながら奥の本棚の方へと移動を開始！

「（え、えええ……っ!?　いきなり!?）」

　奥の本棚の方。

　そこは難しい百科事典が並ぶコーナーになっていて、めったに人がやって来ることはない、少しだけ薄うす暗ぐらいエリア。そんな場所に一いつ緒しよに移動なんて、まさか、いけないよ！　待って、待って静希ちゃん……！　あ、こっちを振り向いてくれた！

「ここら辺なら、だいじょうぶかな……。ねえ、桜さくらくん？　さ、桜くん!?　どうしたの？　頭頂部から歯は磨みがき粉みたいな七色ストライプのババロア物体が……！」

「あ、ご、ごめん静希ちゃん！　なんでもないんだよ？　で、どうしたの？」

「う、うん……」

　幼なじみの女の子は周囲をもう一度確かめ、ためらいがちに言うのです。

「今回のあれは……、どういうコト？」

「え？」

「あの『もう一人の桜くん』て、いったい……」

　僕は、

「静希ちゃんは、き、気になるの!?」

　図書室なのに、思わず声が大きくなってしまいます！

「さ、桜くんは気にならないの？」

　彼女もつられてひと目を引く声。静希ちゃんは自分にびっくりしたように周囲を見回し、それから顔を赤くして僕を本棚のもっと奥へと導くのです……!!　ああ、僕は百万の味方を得た気がします。

　──南みなみさん命名、『光の桜くん』はあの後、授業中にもファインプレーを連発いたしました。国語の教科書読みを一回もつっかえずにこなし、英語の発音を完かん璧ぺきにスピーキン。クラスの誰だれも解けなかった数式の正答に辿たどり着き、そして体育のマット運動では、まだ僕ですらできない美少年系アイドルのゴトキ後方宙返りを決めたのです。さらには宿題を忘れたクラスメイトや授業中に指名されたクラスメイトへのさりげないフォロー。その度たびにわき起こるどよめきと、次第に強くなる拍手に、得意げになるでもなく、紳士な態度でみんなに接する僕そっくりな少年──

「や、やっぱりおかしいよね？　僕が二人もいるなんて！　クラスのみんながあまりにもナチュラルに受け入れているんで、だんだん僕も馴な染じんできちゃってたトコロだったけど……!!」

「ひょっとして」

　立ち止まった静しず希きちゃんは、困ったような呆あきれたような顔で、僕を覗のぞき込むのです。

「桜さくらくんも、『あの桜くん』がなんなのか、解わからないの？」

「うん……」

　僕は腕を組み、

「ザクロちゃんも『ルルティエ』に出向いて確認してる最中だし、僕も学校が終わってからザンスさんに聞いてみようと思ってるんだけど……」

「そっか……」

　静希ちゃんは納得したように頷うなずきますが、その瞳ひとみにはまだ、なにか深く考えているような揺らめきがあって、一いつ瞬しゆんだけためらうように息を吞のんだ後、ぽつりと、言葉を繫つなげるのです。
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「ごめんね、時間を取らせて。でも桜くん、とても困ってたみたいだったから……」

「え、困ってる？」

　うむっと僕は考えます。──『光の桜くん』は特に悪いコトをしているというワケではなく、そればかりかみんなが感心するコトばかりをしています。それにより彼は様々な場面で僕より輝かがやいて、文字通り、影のように僕の存在を薄うすくしてしまい、たった半日で、今まで僕が一いつ生しよう懸けん命めい築き上げてきた場所を奪っていって……

「って、ほ……本当だぁっ!!　僕、なにげに困ってるぅぅ!!」

　今いま頃ごろ気付くなんてどうかしています！　コレもきっと、あの『光の桜さくらくん』のせいだと思われます。まんまと一杯食わされました！　騙だますも騙されるもサスガは僕といったトコロか!?

　しかし、いつまでも感心している時では無いのです。

「なんだか僕、ウカウカしてる場合じゃない気がしてきた……!!　でも、一体ナニをしたらいいのか──」




　そしてそれは、重厚な質量を持つ数多あまたの百科事典が山と谷を形成する、図書室の奥まった本棚と本棚の狭はざ間まで。




「──え？」

　耳鳴りと共に、気がつきます。それは全くの静寂ゆえの、聴ちよう覚かく異常。

「な、なに？　なんなのこれは……!?」

　瞳ひとみをこすり、一生懸命周囲に目を凝こらします。だって、

「色が……、色が、無くなってる……」

　周囲はまるで、白黒写真のように灰色に染まっているのです。もちろん、目の前の静しず希きちゃんまでも。

「し、静希ちゃん!?　ねえ、いったいどうしたの!?」

　しかし彼女は、──いいえ、僕の周りにある全すべてのモノは静止してしまっていて、




「『一体ナニをしたらいいのか？』　その問いに僕は、こう答えるしかない。『もう、ナニもできないよ』、と」




　響ひびくのは、確かに聞き覚えのある声。

　色が無く、図書室を包む優しい匂においも無くなってしまったその空間に、

「キ、キミは……」

　静希ちゃんの背後、本棚と本棚の間より現れる、もう一人の、僕。

　彼は僕の正面に立ち、まっすぐコチラを見つめ、

「そう、キミという『桜くん』は、これから消えていくんだ」

　僕へと告げるのです。




　　　　★




「安心して欲しい。わかっているとは思うけど、僕とキミしか、今のこの感覚は共有、認識していないから」

「な、なんだって？　……というコトは、僕達たち二人しか、この空間は共有、認識してないっていうコトなの!?」

「まんま繰くり返したな、まあいい。そう、ここでは僕とキミしか動くコトは出来ない」

「だとすると、もしかしたら静しず希きちゃんは、今起こっているコトを……」

「その通りだ。記き憶おくすることはない」

　僕そっくりの少年はあっさりと肯定。

　僕はたまらず、聞いてしまうのです。

「キミは、いったい何者なの……？」

　目の前の彼は続けます。

「僕は一つの使命を負っている。『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』から直じき々じきの指令だ」

「やっぱり……、やっぱり『ルルティエ』が、『未来の世界』が関係してたんだ……！」

　それは、彼と、僕だけの〝感覚〟の中で。

「とても重要な任務だ。いわば僕はカミと天使に未来を託された使者と言ってもいい。キミに選択権は無い。今さら許しを請うても無む駄だなコト。キミの因果はどうあがいても、もはや覆くつがえるなどという──って、ちょっと聞いているのか草くさ壁かべ桜さくら!!　なぜ静希ちゃんの足元にしゃがみ込んでいる！」

「僕は全然聞いている！　続けてくれ！」

　慌てて立ち上がる僕は言いつのりました。

　彼は咳せき払ばらいした後に、

「『パンドラの言葉』は知っているね？」

「も、もちろん！」

「キミも知っての通り、『パンドラの言葉』とは『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の要かなめ。〝過去〟と〝現在〟と〝未来〟、あらゆる物事の因果を解析し、その原因と結果を観測、特定するコトの出来る『万ばん象しよう儀ぎ』とも言える存在だ」

「いや、そこまでは知らないよ!?」

　おののく僕に、彼は続けます。

「一度は破は壊かいされたその装置が、再び動き出した」

　臓ぞう腑ふが〈ぞくっ〉と、鈍く冷たく、疼うずきました。

「え……？　そんなこと、ドクロちゃんもザクロちゃんも一言も──」

「ルルティエは当初、キミを抹殺するコトによって〝神域に踏ふみ込む罪〟を阻止しようとした」

　知っています。それが、ドクロちゃんやザクロちゃんが僕の元に来た理由なのです。

「しかしその策は……今では〝自浄スピリチユアライズ〟とも分析されているが……一部の天使の行動により、水泡に帰し、『パンドラの言葉』は失われた」

　彼はその人差し指を立てた右手を、自分のこめかみに。

「後のちに、再さい稼か働どうを始めた『万ばん象しよう儀ぎ』＝『パンドラの言葉』は『ルルティエ』に命令を下す」

　そして僕を射すくめるように言い放つのです。

「『ならば、草くさ壁かべ桜さくらを入れ替えよう』」

　音の無い感覚の中で、僕の鼓動のみが、鼓膜を激しく叩たたきます。

「『未来の世界において罪を犯さない、完かん璧ぺきなる草壁桜を、現行の草壁桜に、〝上書き〟せよ』と」

　僕の目の前にいる彼は、もう決定済みの事項を読み上げるように。

「『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』より派遣された『完璧な草壁桜』たる僕は、キミが『未来の世界』において実行してしまう罪を犯すことは無い。世界からは無用な混乱、カミへの冒ぼう瀆とくは除去され、秩序は本来の姿へと戻るコトができる」

　もはや動けぬ僕へと、言葉を重ね続けます。

「草壁桜、キミはこの世界から消滅する。その代わり──」

　僕の終わりを、告げるために。

「──キミではなく、僕、草壁桜が、未来まで生きる」
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　──図書館から消え失うせたままの色彩、戻らぬままの匂におい。

「キミが」

　そして新たに、失われそうになるもの。

「僕の、代わりに……？」

　周囲に広がったままの灰色な空間。そこから染しみこむ非現実感、そして突き付けられた現実が、身体からだ中じゆうの神経をじんじんと痺しびれさせます。呼吸を忘れてしまっていたのか、はたまた過呼吸なのか。頭と視界はぐらぐらと揺れてしまっていて──

　本棚の谷間。

　その前方にたたずむ自分そっくりの少年は、恐怖ともつかない戦せん慄りつで僕を搦からめ捕るのです。

　唾つばを、飲み込みます。

　──『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』は決して、諦あきらめたわけではなかったのです。

　僕の知らないトコロで、ずっと『ルルティエ』は動いていたのです。

　神の領域に踏ふみ込むモノを排除する。

　将来、そこへと至ってしまう少年がいる。

　彼を亡なき者にするコトが出来ないのならば、もっと別な方法を。

　すなわち、対象を消滅させて未来を変えるのではなく、その存在を入れ替えるコトにより、罪を未然に消してしまうという──

「ショックを受けているようだから付け足すが、これはバベル議長も承認なされている。完全に『ルルティエ』主導のプロジェクトだからね」

　まったく底意が見えない、その『もう一人の僕』の言葉に、僕は気がつきます。

「そんなの……、そんなのウソだよ！」

　ああ、僕は信じていたのです。

　ルルティエを。

　天使達たちを。無条件で。




「やっと見つけた桜さくらくんっ!!」




　そして突如降り注ぐ、そのくりくりヴォイスは、

「えっ!?」

　絶望に沈みかけていた僕に、頭上を見上げさせます。

「ド……」

　本棚の上には天使のわっかにかかるリボンを垂らし、猫のようにコチラを覗のぞき込んでいる天使の少女……!!

「ドクロちゃんッ!?　な、なんでここに入って来れるのーっ!?」

　灰色一色の世界にあって唯一、彼女はどきっとするくらい、フルカラー。

「もう、どのおトイレを探してもいないと思ったら、こんな色味のない場所でなにやってるの桜さくらくんっ！　ボク、すっごく心配したんだから!!」

「いや、そりゃ探し出してくれたのは、今回に限っては嬉うれしいけど……!!」

　ほら、いつも通り。

　いつもみたいに、ドクロちゃんがやって来てくれる、僕を救い出してくれるこの日常を、僕は……!!

「そ、そうだドクロちゃん！　ねえ、やっぱり、こんなのウソなんだよね!?　僕をこの桜くんと入れ替えちゃうとか！　今さらルルティエがそんなコトを始めるわけがないよね!?　こ、これってあれなんでしょ!?　『桜くんびっくりした？　全部ドッキリなんだよーっ！　まったくもう、真ま面じ目めなんだからっ！』みたいな、なんかそういうものなんでしょ!?」

「桜くん大変！　本棚の上に、ずっと探してた『男の子女の子　からだのひみつネオ』が……！」

「って、聞いてるのドクロちゃん!?　『一いつ緒しよに読もう』じゃないよ！　ちょ、ちょっとだめだよ！いま、本棚の上から飛び降りたりなんかしたらぁ……ッ！」

「とうっ！」

　風圧によってめくれるスカートっ！　本来隠されているべき太ふと股ももからそれ以上、しましまの下着が僕の視界に入ってしまい……!!

「きゃ、きゃんっ！」

　天使の少女は着地と同時にサマーソルト・エスカリボルグ。〈ほぶぅん！〉と消し飛び散り舞う僕の破片が空中にあるうちに、天使の少女はその罪に気がつき、

「桜くぅぅぅん……っ！」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　少年を追いかけるように、不思議な力で甦よみがえラセタのです。

「桜くん痛くなかった？　痛かったトコロはどこ？　ここ？　ここなの？」

「やめてやめて!!　そこは違うよドクロちゃん!!　って──」

　天使の少女を押しのけるように周囲を見回せば、

「な……こ、これは」

　元に戻ったのは、僕の肉体だけではなく。

　色彩が、匂においが、世界の全すべてが、

「元に、戻ってる!?」

　この少女にはいったいどんな天使のチカラが!?　もちろん『光の桜さくらくん』も驚おどろきを隠せません！　しかし、僕はそれどころではなくなります。なぜなら、

「さ、桜くん!?」

「静しず希きちゃん……！」

　ずっと動かなかった片かた想おもいの女の子までもが復活！　そして彼女は周囲の状況を見回し、僕の服の袖そでをそっと摑つかむのです。

「これって……」

　無理もありません。彼女にしたら、突如目の前にドクロちゃん、そして振り返れば、今まさに話題に上っていた『光の桜くん』がいるという状況。戸惑いは静希ちゃんの中で微かすかな恐れになったのでしょう。そっと、僕の背後へ隠れるように。ああ、もうそれだけで彼女に想いを寄せる僕は勇気百倍なのです！　すかさず僕は彼女にフォロー！

「ご、ごめんね静希ちゃんびっくりさせて！　でもこれらは全て、ぜったいドッキリ的なナニかに決まってるから、だからもうすぐ──」




「残念ながら、そういうものでは無いのじゃ」




　それは、とろりと絡からみつくような女性の声こわ音ね。

「まさか──」

　いつの間にか視界には、夜が剝はがれ落ちたかの如ごとく黒い和喪服姿。

「バベルさん!?」

　丑うし三みつ時どきに降る雨のようなストレート、漆しつ黒こくの御み髪ぐし。それを分けるように生える猛牛のツノは後頭部から前方へ。頭上には金こん色じきの天てん使し輪りんを戴いただき、触れた全ての者の肌を裂くかのゴトキ切れ長の瞳ひとみを持つ彼女こそ『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の全権を掌しよう握あくする、議長たる、天使。

「わざわざ来ていただかなくとも……」

『光の桜くん』はそう言いながらも、少し憮ぶ然ぜんとした雰ふん囲い気きで彼女へと歩み寄ります。

　そして、

「え、静希ちゃん……？」

　突如、図書室に姿を現した天使を目もく撃げきした静希ちゃんは今度は完全に、僕の背後へと身を隠します！

「あ、ええと、あの喪服を着た天使のヒトはバベルさんって言ってね？　ドクロちゃんとザクロちゃんの上司で、サバトちゃんのお母さんなんだ！　全然怪しかったり怖かったりするヒトじゃないんだよ!?」

〈こくこく〉と頷うなずく、静しず希きちゃんの素直すぎる反応に、僕はなんだか和なごんでしまいます。

　が、

「そ、それよりも──」

　そうです。バベルちゃんがやって来てくれたのはかえって好都合、彼女に直接聞けばいいのです……!!

「この、僕そっくりの少年って、やっぱり──」

　しかし、彼女はその手に絡からまる数じゆ珠ずを〈かちゃり〉と鳴らし、

「つい二週間ほど前であったか」

　ドクロちゃんと静希ちゃんに挟まれながら発言した僕を柔らかく、サエギり。

「おぬしの〝魂たましい〟とも言える核を一度、じっくり調べさせてもらった」

「さ、桜さくらくん!?」

「いや、ぼ、僕も知らないよドクロちゃん！　ち、ちがうよ！　バベルさんに身体検査なんて受けてないよ！　僕だっていつの間にそんなコトされたのか全然覚えが──」

「『紅こう悦えつ夢む殿でん　ナコトケブル』」

「え……？」

〈ぐるり〉と頭骨の中で脳みそが一回転。そして、

「それって、た、確か、この間僕が見た夢に出てきた、お布団ふとん型の変な魔ま法ほうのアイテムで、バベルさんが添寝してくれたという……」

　思い出しますが。

「ちょ、ちょっと待ってください!?　あれって夢じゃ、なかったんですか!?　ねえドクロちゃんそうだよね!?　あれは夢だったよね！　え？　憶おぼえてない？　ほら、僕がキミの洗せん濯たく物ものを畳んでて、そうそう、あの時、話したでしょ？　待って！　なんでまた僕に対する怒りがぶり返してるの!?　そっちじゃないよ重要なのは！　そうだよ！　『ナコトケブル』が本当だったとして、でもあれは、バベルさんは今までのお礼だって──」

「聞くがよい」

　取り乱す僕を手で制し、議長天使はたしなめるでもなく静かに、僕に語るのです。

「ある時、神の領域を犯す技術、《不老不死》が生み出されるコトが判明した。これを〝結果〟とし、その〝原因〟を『パンドラの言葉』により探ったトコロ、それは『十四歳の草壁桜という少年』にあると出た。以降、我々『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』が動きだしたコトはそなたも知っておろう」

　頷うなずきます。それが全ての発ほつ端たんだったのです。

「しかしその後、草くさ壁かべ桜の抹まつ殺さつは失敗する。同時に『パンドラの言葉』は使用不能になってしまった。けれども我々は総じて、この事態を楽観の方向へと見て取っていたのじゃ。なによりも、あの『ジャスティリア家』の令れい嬢じよう、ドクロとザクロの行動がもたらした現状を見る限りは、事態は収束の方向へと向かっていると分析されていた。二人の天使により、危険因子である少年、草くさ壁かべ桜さくらは変わりつつあるとの意見が強かったのじゃ」

「ドクロちゃんと、ザクロちゃんが……」

　僕はそっと、右みぎ隣どなりの天使の瞳ひとみを見ますが、少女はバベルちゃんに視線を向けたままで──

「じゃが、甦よみがえった『パンドラの言葉』によって、抹殺指令も再び動き出した。……ただ、わらわはドクロとザクロとの生活で草壁桜は変わったのではないかと考えていた。ゆえに、最後の調査を行った」

　言葉を区切るバベルちゃんは、瞳を伏せるように瞬またたき。

「〝結果〟から〝原因〟は、既すでに一度調べておる。もう一度同じ調査をしても意見は堂々巡りになる恐れがある。ならば、その逆。直接の〝原因〟である草壁桜を調査し、そこから〝結果〟を導く。それがこの間のコトじゃ。直じき々じきに、議長であるわらわが、動いた」

　でも、でもでもでも……!!

「まさか、違いますよね!?　もう、僕には違う未来が広がっていたんですよね!?」

　バベルちゃんは、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の議長である天使は、僕をまっすぐ見つめ、

「わらわは信じていた。ドクロの行動を。おぬしの将来を」

　──結果は、既に出ているのです。

　それは、『もう一人の草壁桜』の出現。〝僕の代替物である、新しい少年の姿〟として。

「草壁桜。『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』は改めて、おぬしの存在を抹消させてもらう」

　遠くに、

　静しず希きちゃんの「桜くん、これって、いったい……」という、恐れを含んだ問い掛け。同時に「そんな……」と、僕を見上げる天使の少女。

　そして『光の桜くん』は、無言のままコチラへと挑戦的な視線を向けており。

　僕は、片かた想おもいの女の子にも、天使の少女にも、なんと声を掛けてよいか、解わからなくて──







　──そしてついに僕の、草壁桜の消滅が、始まったのです。
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[image: ]

【前回までのあらすじと、これからの展望】




　草くさ壁かべ桜さくらはあきらかに油断していました。

　いえ、油断というには少し語ご弊へいがあるかもしれません。彼は最初から、警戒などまったくしていなかったのですから。

　そう、彼は『未来の世界』にある『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』、そこからやってきた天使達たちが、もはや自分の理解できる範囲の中にあると考えていたのです。

〝自分自身が将来犯してしまう犯罪〟など言わずもがな、信じてなどいなくて、ただただ、天使が巻き起こす騒そう動どうに巻き込まれ続けているだけなのだと。自分が常にその中心に立っていたのだと、気づけぬ──いや、気づかぬフリをしたままで。

　結論からいえば、かつて『ルルティエ』がマークし、今もなお監視の対象とされていた彼、草壁桜は、なんの対策も立てられなかったとしても、もっと慎重であるべきだったのです。

　彼の前に現れたもう一人の自分、通称『光の桜くん』は侵略者でした。

〝許されぬ因果の結節点である十四歳の男の子〟に成り代わる使命を帯びている点において、突如出現した少年はまさしく、桜くんにとっての侵しん掠りやく者しや。このままでは私達の知っていた草壁桜は、あの桜くんにそっくりな少年に全すべてを奪い取られ、今までの過去も未来もなかったコトになるでしょう。

　徐々に。

　しかし確実に。

　自分のお父さんもお母さんも、クラスメイトでさえも、それとは気付かずに。

　はたして、彼はこのまま消滅してしまい、気付かれもしないまま無かったコトになってしまうのでしょうか。

　物語はあの図書室での宣告より三日後の、聖ゲルニカ学園。二年Ａ組からスタートし、

　そこで〝終しゆう焉えん〟を迎えるのです。




　ちなみに、桜くんは群馬のおじいちゃん家から帰ってきたお母さんに、制服の予備を出してもらいました。




【前回までのあらすじと、これからの展望・おわり】
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　──歓声、

　天使の少女が小さな指を「それそれそれそれそれーっ！」と果敢にも、かつ愉たのしそうに跳ね回らせ＆律動させれば、

「ぁあっ、やめてぇ！　やめてよぉっ！」

　追いつめられ、焦あせった僕も、その指使いをさらに激しく。

「ぅぅううおっ！　が、がんばれ、負けるな！　僕の〝桜さくらノの海うみ〟ー！」

　叫べば白熱、《ゲルニカ☆紙相撲ペーパーフアイト：二年Ａ組場所》。時は三時間目が始まる前の休み時間、鳴りやまぬはボール紙製、《土俵バトルリング》を指が叩たたく〈とんとんとんとんっ〉という軽やかな響ひびき。リング上では六体の力士がひしめき合い、同じく、机を囲みそれを操る六名のクラスメイトのボルテージも今、最高潮に達しようとしているのです。が、

「な、なんでみんな一斉に《土俵際リングエツジ》の僕へと矛先を変えるの!?　ひどいよー!!」

「んなコト言ってもルールが『デスマッチ』なんだからしかたねえだろ（左ひだり隣どなりに座る宮みや本もと）」

　僕の操るペーパーファイター〝桜さくらノの海うみ〟は既すでに《土俵バトルリング》の中央から大きく弾はじかれ、早くもピンチに陥おちいっていました。リングの上では力パワーこ・イズそが・ジヤ正義ステイス。敗者を生み出すシステムが道理と重々承知しているつもりなのですが、さすがに宮本を含むドクロちゃん、南みなみさん、田た辺なべさん、合計四人の《操者ドライバー》が操るペーパーファイターに一斉に襲おそいかかられると、

「あぁぁあっ！　出ちゃう出ちゃう！　《土俵下ルーザーポツド》に落っこっちゃうぅぅ……っ！」

　泣き言だって出ちゃう！　だってぜんぜん勝てないんだもん!!　さらには今回の『デスマッチ』、その名の通り、《土俵バトルリング》に上がった全すべてのペーパーファイターが残りの一人になるまで死し闘とうを繰くり広げるという過か酷こくなルール。問答無用、勝者が法律と化す《土俵バトルリング》の四辺、《弾台フリツプスポツト》を指先で叩けば、震しん動どうは〝かたかたエネルギー〟に変換され、それぞれの

《持ち駒グラデイエーター》は周囲の敵をはじき飛ばそうと、さらに躍やく動どうし始めます！　やばい、このままじゃ、本当に僕の〝桜さくらノの海うみ〟は……!!

「桜くん？　やくそく通り、これに負けた人は放課後に校庭で『クサリガマ演舞』だよ？」

「ちょ、ちょっとまってドクロちゃん僕そんなの聞いてないよ!?　素人しろうとがクサリガマなんか振り回したら、当の本人が傷ついて絶対死んじゃうよ！　その罰ばつゲームあまりにも武闘派すぎるゥッ！」

　けれど僕の右隣に座るドクロちゃんが操るペーパーファイター〝天てん使し竜りゆう〟は、容よう赦しやなく僕の〝桜さくらノの海うみ〟を大きく外へ押し出そうと弾み込んで来て……!!

「油断してんな桜さくら！　おまえはそうやって放課後の『クサリガマ演舞』でもよそ見をするつもりなのか!?」

　続く宮みや本もと、彼の〝坂ばん東どう武む者しや〟が《土俵際リングエツジ》ぎりぎりから切り込んでくれば、

「桜くんはいろいろ考えてはいるんだけど、いつも詰めが甘いからねー」

　その横に座る田た辺なべさんは、例のいたずらっ子な子こ狐ぎつねの笑みで《弾台フリツプスポツト》を〈とんとん〉叩たたき、操る〝欧羅巴〟でコチラの逃げ道を塞ふさぎ、

「…………もう、無む駄だなのに」

　情熱も冷静も読み取れぬ表情、規則的に指を動かすのは向かい側に座る南みなみさん。彼女の操る〝トリスタン〟は淀よどみなくコチラの逃げ道を塞ぐ軌道、僕包ほう囲い網もうを完成させ……！　一方、

「──これが世に言う『四し面めん楚そ歌か』なんですね」

　ドクロちゃんの右みぎ隣どなりに座る『光の桜くん』の〝極きよつ刑けい丸まる〟は、僕ぼく等ら五体が繰くり広げる惨さん劇げきからほどよく離はなれた中央にてコチラを傍観の構えなのです。

「って、だからやらないよ僕は『クサリガマの演舞』なんかッ!!　というか誰だれもこの僕に対する複数攻こう撃げきを卑ひ怯きようだとは思わないのっ!?　田辺さんも変なコト言わないで！　僕、いつも詰めが甘くなんかないもん！　それに無駄じゃない、この世に無駄なものなんか一つもないんだよ南さんッ！　僕がそれを今教えてあげる!!　そしてそこのあなた！　キミだよキミ！　『光の桜くん』とやら！　なんでさっきからこっちを見てるだけなの？　あっあっ、ちょ、ちょっとみんな聞いてるの僕の話を……ッ!!」

　いくら百戦に錬れん磨まされてきたペーパーファイター〝桜さくらノの海うみ〟の性能が優すぐれていても、〝その指技・鬼神の如ごとく〟と形容された僕の『操術パドリング』が巧みであっても、多勢に無勢、〝リングアウト負け〟は避さけられませんッ!!　我、絶体絶命の窮きゆう地ちにあり。

「こ、こうなったら!!」

　しかし、それこそがチャンス。僕とドクロちゃんが考案したこの《ゲルニカ☆紙相撲ペーパーフアイト》はただの紙相撲とはひと味もふた味も違うのです。それではお見せしましょう。僕等の紙相撲ペーパーフアイト、その真骨頂を!!

「《戦略タクテイクスカード》・オープン！　《死セルデツド孔明こうめい　生ケルダツシユ　仲達ヲザ　リビング　走ラスチユウタツ》を発動[image: ]」

　僕は目の前に伏せられていたカードを勢いよくめくるのです!!

　ここからが勝負ドコロ！　このゲームには様々な効果を生み出す《戦略タクテイクスカード》が搭載されており、使い方次第によっては、一気に形勢を逆転するコトが可能となるのであります。そして今回僕が使った《死セルデツド孔明こうめい　生ケル仲達ヲ走ラスダツシユ　ザ　リビング　チユウタツ》とは、【自分と対たい峙じしているファイターの背後に瞬しゆん間かん移動できる】という効果を持つカード!!　この時をずっと待っていたぜ!!　さあ、共に行こう〝桜さくらノの海うみ〟！　キミを追いつめていたペーパーファイターの背後へと一瞬で回り込み、一気にリングアウトさせるんだ!!

「よっしゃあ！　行くぜッ!!」

　そして僕が勝利を確信、〝桜さくらノの海うみ〟へと手を伸ばした、その時、

「《戦略タクテイクスカード》・オープン」

　目の前に置かれた《戦略カード》に指をかけたのは、

「み、南みなみさん……？」

「《泥濘スラツシユ》発動で桜さくらくんの《死セルデツド孔明こうめい　生ケル仲達ヲ走ラスダツシユ　ザ　リビング　チユウタツ》を無効化」

　彼女はカードの能力を行使。駒こまを移動させようとしていた僕の腕をひっぱたくのです。

「え、えええッ!?」

　そこへ、

「《闘技グラツプルカード》・オープン！　桜くんに《がぶりより》＆《もろだし》コンボ！」

「ちょ、ちょっとまってドクロちゃんっ!!」

《戦略タクテイクスカード》が《土俵バトルリング》上の戦況に効果を与えるカードならば、《闘技グラツプルカード》とは《持ち駒グラデイエーター》を操る《操者ドライバー》、つまり僕自身に影えい響きようを与えて来るカード！　そして今回使われた《がぶりより》＆《もろだし》コンボにより、僕は《弾台フリツプスポツト》を叩たたく指をダブル二フィン本ガー指からシングルフィンガー（一本指）ーに減らされ、さらには両脚のくつしたまで脱がなくてはいけなくなったのです！

「う、うわぁぁぁッ！　どうしようどうしよう！」

　くつしたを二本とも脱いだ僕は焦あせります。《弾台フリツプスポツト》を叩く指の数は多ければ多いほど有利なのは道理。一本打ち打法になってしまった僕は再びの絶体絶命へ……！

[image: ]

「ここで《戦略カード》の《阿Ａ・吽ＵＮ》を使ったらどうですか？」

　そこへ唯一僕の包囲の外、『土俵バトルリング』内で状況をうかがうような位置にある〝極きよつ刑けい丸まる〟の《操者ドライバー》、『光の桜さくらくん』からのアドバイス!?

「へっ？　《阿Ａ・吽ＵＮ》を……？」

《阿Ａ・吽ＵＮ》のカードとは究極の合あい気き。使えば僕に使用されたカードの内容をそっくりそのままドクロちゃんへとお返しするコトができるのですが……。

「そんなの僕、持ってたっけ？　ええっと……あ、あっ、ホントだ！　僕、《阿Ａ・吽ＵＮ》持ってたよっ!?」

　うっかり見落としていました！　これさえあれば僕はドクロちゃんに《がぶりより》＆《もろだし》コンボを返すことが可能！　つまりは彼女をシングルフィンガーに＆くつしたを今ここで脱がすコトができてぇ……ッ!!

「さあ、これでまだまだ勝負は解わからなくなったぞ!?　教えてくれてありがとう『光の桜くん』!!」

　そして、僕が手持ちの札より《阿Ａ・吽ＵＮ》のカードを場に出そうとした、その瞬しゆん間かん──

「って、ちょ、ちょっと待って!?　なにかがおかしい！　なんで僕は『光の桜くん』のアドバイスを聞いてるの!?　だめだよこんなフレンドリーは！　ちがうでしょ!?　僕はキミに乗っ取られようとしてるんだよ!?　今やキミは僕の敵のハズ！」

　──『光の桜くん』により『草くさ壁かべ桜・入れ替わり大作戦』が打ち明けられてから、早いもので今日で三日が経たっています。なのに未いまだ、僕は『こっちの世界』に存在していて、

「そうだよ！　なにみんなも彼に馴な染じんでるの!?　こんな和なごやかに遊んでる場合じゃないよ！　僕は今にもこの世界からいなくなっちゃうかもしれないのに!!」

「そういうおまえだって一いつ緒しよに遊んでるだろ」

「み、宮みや本もとはなに言ってるのッ!?　ぼ、僕は……そう!!　油断させてたんだよ！　だって、みんなには何度も何度も繰くり返し説明したと思うけど、この『光の桜くん』は『ルルティエ』から送られてきた新たな刺し客かく、言い換えれば侵略者なんだよ？　ゆえに、僕がこうして一見のほほんとしているのはまったくの擬ぎ態たい！　そうだ！　これを『〝獅し子し身しん中ちゆうの虫むし〟作戦』と名付けよう!!」

「じゃあ、それまで仲良くすればいいんじゃない？」

「よくないよ！　田た辺なべさんは僕という人間の存在をなんだと思ってるの!?　僕が三日前、あの図書室でどのくらい緊きん迫ぱくさせられたか知ってる!?　なんだかとっても凄すごかったんだから!!」

「わかったから、早くして」

「本当に解わかってるの南みなみさん!?」

　僕は、じっと《土俵バトルリング》に視線を向け続けている彼女が憎いっ！　だって僕がこんなにも、息切れするほど訴えているにも拘かかわらず、みんなはいたって普通にプレイ！

「というか、なんで南みなみさんはさっきからこう、カードに指をかけて構えているの？　……え？　別になにも構えてない？　いいから早くやれ……？　ほ、本当に？　本当に南さん、なにも意気込んでない？　わ、わかった。じゃあ、とりあえず、僕はこの《阿Ａ・吽ＵＮ》のカードを──」

「《戦略タクテイクスカード》・オープン」

「ちょ、ちょっと!?」

「《呼吸困難ガスプ》を発動。桜さくらくんの《阿Ａ・吽ＵＮ》を無効化」

「どうして!?　さっき待ち構えてないって約束したばっかりじゃん！　なのになんで!?　南さんは僕になにか憎しみでも抱いているの!?　もしくはデッキ構築がかなり偏ってるよね!?　しかも前々から思ってたんだけど、〝トリスタン〟てなに？　四し股こ名なは漢字と決まってるのに、どうして一人でカタカナなの!?　ねえ、田た辺なべさんもおかしいって思うよね!?」

「あ、うん、でも私も前々から桜くんに言いたいことがあってさ。私のペーパーファイターのコトなんだけど」

「え、あ、田辺さんの『欧おう羅ら巴ともえ』が、どうかしたの？」

　すると、彼女は少しだけ首をかしげるようにして、

「これ、『欧おう羅ら巴ともえ』じゃなくて、『欧羅巴ヨーロツパ』って読むんだよね」

「ほ、ほ、本当にッ!?　だって僕、ずっと『欧おう羅ら巴ともえ』って呼んでたよ!?　え、みんな知ってたの!?　もうそういうのは言ってよー!!　僕、超恥ずかしいんですけどっ！」

　顔を真っ赤にしながらも僕はやむなく試合続行。包ほう囲い網もうの中、一本打ち打法でがんばります！

「ほらほら桜くんどうしたの？　どうしたのっ？」

　だというのに、天使の少女はにっこにこでッ、

「だめだめドクロちゃん今はやめて！　ドクロちゃんは指二本だもん！　僕、勝てるわけないよ！　ぁあっ！　アア……ッ！　ぃひいいいっ!!　だめだめだめだめぇぇ……ッ!!」

　しかし、僕が生み出せる《かたかたエネルギー》は限界を迎え、ついに〝桜さくらノの海うみ〟は、周囲から揉もみ出されるが如ごとく、最後にはあっけないほどの、

「リング、アウト……ッ!!」

　敗北。ポトリと《土俵下ルーザーポツド》へ落下してしまうのです。

「ちょっと、トイレ行ってくるね……？」

　早くも一抜け。僕はみんなに声をかけ、涙をこらえて席を立ちます。

　そしてそれは、二年Ａ組から廊下に出た時のコト。

「あ……」

　片かた想おもいしてる幼なじみの静しず希きちゃんがコチラに歩いてくるのです。

「しーずーきーちゃんっ」

　思わず声を掛ければ、

「ひゃっ!!」

　彼女は〈びくっ！〉とコチラを見つめ、

「さ、桜さくらくん？　びっくりした……」

　安あん堵どからゆっくりと胸を押さえるのです。

「ご、ごめん静しず希きちゃん！　別に驚おどろかそうとしたわけじゃなくて、あの、その──」

　未いまだ驚きよう愕がくの余よ韻いんさめやらぬ静希ちゃんに僕はシドロモドロ。けれど彼女は、

「うぅん、こっちこそごめん。どうしたの桜くん」

　改めて、僕へと首を傾かしげてくれて。

「え、あ、いや、ただ声をかけただけなんだけど──」

「あ、そうなんだ……」

　彼女はそこで、少しだけ思案するように、うつむいて、

「ねえ、桜くん？」

　それから彼女はさっと教室を覗のぞき、小声で言うのです。

「なにかあったら、いつでも相談してね」

「うん。ありがとう、静希ちゃん」

　それだけで、胸が震ふるえます。だから僕は、自分の正直な気持ちを、彼女に伝えるのです。

「なんとかやってみるよ。危険だと思うけど心配しないで、放課後、僕を見守ってて欲しい」

「？　え、ええっと、それって……」

　なのに、静希ちゃんはなんだか〈きょとん〉とした表情で!?

「あ、ご、ごめん間違えた！　違うよね!?　『クサリガマ演舞』じゃないよね!?　『光の桜くん』のコトでだよね!!」

「う、うん」

「大だい丈じよう夫ぶ、なんとかするから!!　それにあの『光の桜くん』は、まだ僕になにもしてきてないし！」

　そうなのです。『キミという草くさ壁かべ桜は消滅する』なんて言うから、なにをしてくるのかとずっと身構えているのに、なにやらそぶりだけは見せるモノの、彼はみんなと仲良くなるだけで、僕に危害を加えて来る様子はまったくないのです。バベルちゃんもあれっきり姿を現しませんし、ザクロちゃんはまだ色々と調査中らしく家に戻って来ていません。唯一残ったドクロちゃんは、思い出したように僕を励ましてくれるのですが……。

「えっと、私、これから職員室に行かなきゃだから。また後でね、桜くん」

「うん、ありがとう静希ちゃん」

　僕は彼女を見送りトイレを済ませて、教室、みんなのトコロへ戻ります。

「《持ち駒グラデイエーター》の〝安定性〟か〝機動性〟で言ったら、やっぱ機動性だろ？　攻めなきゃいつまで経たっても勝てないぜ？」

　見れば、宮みや本もとは自分の〝坂ばん東どう武む者しや〟の脚部分に定規と分度器を当てて、重心の微調整メンテナンスをしていて、

「どっちかを犠ぎ牲せいにするんじゃなくて、バランス重視にしたほうが絶対いいのに。ね、ドクロちゃん？」

　田た辺なべさんはそんな級友男子へと、〝欧羅巴ヨーロツパ〟のオールラウンド性能を強調。そして、同意を求められた天使の少女は「うんっ！」と頷うなずき、

「今やってる《ゲルニカ☆紙相撲ペーパーフアイト・サードエキスパンション『モヘンジョダロの迷宮ラビリンス』》は、バランス重視が主流だもん」

　天使の少女はイキイキと田辺さんと宮本へ答えます。

「そういえば、文房具屋さんの跡あととりである岩いわ倉くらくんが新しく導入した専用紙〈スモウ・ホワイト〉を使えば、バランスはそのままに、さらに機動性を上げるチューンナップが可能みたいですね」

『光の桜さくらくん』はそんな二人へ新作の《持ち駒グラデイエーター》を披ひ露ろうしているのです。その隣となりには、

「じゃあ、《持ち駒》とカードを変えて、みんなでもう一回勝負する？」

　表情は変えぬまま、なんだか闘とう志しみなぎる南みなみさん。彼女たちは雑談の中、次の一戦のための準備を始めているのです。

「よーし、じゃあ僕もここで新たなペーパーファイター、〝鬼き桜ざくら〟で──」

　なので僕もさっそくみんなの輪の中へ。しかし、

『──えっ？』

　みんなは、一斉に〈ぽかーん〉と、僕を見上げていて、

「あ、わりぃ。桜も《幕入ラインナツプ》してたの、すっかり忘れてた（ぽんと机を打つ宮本）」

「ごめん、いたんだよね、気が付かなかった（照れたように頭をかく田辺さん）」

　さらには南さんまで「一いつ瞬しゆん、名前が出てこなかった」なんて言いだす始末！

「えええっ!?　ちょっとそりゃないよさっきまで一いつ緒しよに遊んでたのに!!　僕、今朝も『Ｓシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』でプリント回って来なかったし、さっきもなんだか静しず希きちゃんに……──」

　そこで、ふと、僕は動きをとめてしまいます。

「桜くん……？」

　ドクロちゃんの声が右から左へ。

　──みんなから、

　──忘れられている？

「おい、どうしたんだ桜」

　宮本の呼びかけにも、僕は反応できません。

　これは、ただの偶然なのか。

　片かた想おもいしている幼なじみのあの驚おどろき。そしてクラスメイトの、この反応。

　ただ本当に、単純に、気付かれなかっただけなのか。

「お腹なかでも痛いんですか？」

　僕の様子をうかがうのは『光の桜さくらくん』。その微笑ほほえみ。そう、彼は仲良くなりすぎているのです。クラスメイト達たちと。僕よりも。あたかも、僕の存在を霞かすませるが如ごとく。

「ま、まさか、そんな……！」

「桜くん、床に落ちてる」

「え？」

　見れば南みなみさんが指さす床に、〝桜さくらノの海うみ〟が転がっています。

「あ、う、うん」

　僕はそれを拾うためにしゃがみ、ペーパーファイターに腕を伸ばし、

「げ!?　お、おい桜!!」

　その宮みや本もとの声に、

「な、なに!?　一体どうし──」

　見上げれば、なんの偶然かそこには椅い子すに座るドクロちゃんの脚。その瞬しゆん間かん、目の前の短いスカートが窓からの風にふわりとめくれ、

「きゃっ！　桜くん!?」

「あっ!?　ちがうよ！　僕はドクロちゃんのパンツを見るためにしゃがんで上を見たわけじゃ──」

　僕の弁明を停止させるのは漆しつ黒こくのほとばしり、鋼鉄の打ちよう擲ちやく。棘おどろに生え揃そろう乱らん杭ぐい歯ばの如ごとき刺とげゝとげを持つ超重量のバット『エスカリボルグ』が、僕の身体からだを舐なめ上げます。ああ、場は緊きん迫ぱくしていようとも、彼女のいつものこの所業。

「ご、ごめんなさい桜くんっ!!」

　さて、真っ赤な顔でスカートを押さえた天使は、現状にびっくり。床には砕けた上半身、窓には轢れき断だんされた下半身。少年の分割ボディは赤だけではない体液を滴したたらせているのです。彼女はあわてて、




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　禍まが々まがしくもあるそのバットからまろびイズルはオーロラの如きキラメキ。周囲をソフトに包み込み、僕の意識は、身体と共にヨミガエるのです。

「ごめんね！　ごめんね桜くん!!」

　教室の床にうつぶせになったままの少年を揺さぶり、ドクロちゃんは涙目になりながら己を悔いるのでありました。僕は「もういいんだよドクロちゃん。全部終わったんだ。終わったんだから」と彼女を慰なぐさめ、

「それよりもなに宮みや本もと!!　急に僕の名前を呼んだりして!!　僕、こんな目に遭あったんだからね!?　くだらないコトだったら承知しないよ!?」

「あ、ああ……」

　見れば彼はなんだか不審げな、それでいて困ったような表情。

「じゃあ、言うけど。お前、身体からだが透けてないか……？」

「へ？」

　彼の言葉に思わず眉まゆ根ねを寄せます。それから見てみる自分の身体。

「あ、あれ!?」

　どういうことでしょう。僕の身体越しに、うっすらと教室の床が見えている……のですゥッ!?そればかりか、透ける手のひらは向こう側のクラスメイト、ぽかんと口をあける田た辺なべさんも、薄うすく笑みを浮かべたような『光の桜さくらくん』でさえも見通せて。

「な、……なにこれ!!」

　立ち上がっても同じ。三六〇度。どの角度から覗のぞこうが、まるで磨すりガラス越しに景色を望むように、僕は半透明に、なっていて──




　日常が、別の日常に置き換わっていく。

　──これは、草くさ壁かべ桜消滅の物語。その終結。
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　身体中の細胞が凝ぎよう固こしてしまったかのように動けない僕へと、

　それでも刻一刻と時間は進んでいるのだと教え込むが如ごとく、校内チャイムはスピーカーを細かく震ふるわせ、三時間目の開始を告げました。

　残ざん響きようと共に終了してしまった休み時間。クラスメイトの一人が透明化しているという、明らかな異変にざわつく教室の中央で、

「ド、ドクロちゃん!?　キ、キミは、また僕を元に戻し損ねたの!?」

　その異常事態の当人──頭からつま先まで、身につけた制服ごと透けている僕──は、我に返ったように天使の少女へと尋ねてしまうのでした。

「ち、ちがうもん！　ボク、そんなのしたコトないもん！」

　僕を凝視していた彼女は〈びくっ〉とオロオロ、答弁いたしますが、

「したコトあるよッ!?　僕は以前、キミにペリー提督にされたコトもあるし、家電と融ゆう合ごうさせられたコトもあった!!　しくじってるよいろいろとドクロちゃんは！　まったくキミはいつもいつも痛痛い痛い！　ごめんごめん！　僕は言葉の選択を誤った……!!」

　恥ずかしさのあまりムキになって顔を赤らめる天使の少女に、僕は〈ぎゅっぎゅ〉とあばら骨をつねられて謝罪。でも、確かに、僕の記き憶おくではドクロちゃんは今回、なにも間違ってないような気もするのです（僕を撲ぼく殺さつしたのに、なにも間違ってないというのも、どうかとは思いますが）。天使の『エスカリボルグ』による感情表現の一種にいつも巻き込まれる僕だから下せる直感。

　おそらくこれは、もっと別の要因によるもの。

　しかし、だとしても、

「ねえドクロちゃん？　知ってるなら教えて！　ドクロちゃんは天使なんだからさ、僕がこうなっちゃった理由、わからない!?」

　藁わらをも摑つかむ心境、現在僕はとっても不安な時期なの！　だってこんな風に身体からだが薄うすく透けちゃうなんて初めてのコトだし、時が時です。頼たよりになるのはドクロちゃんしかいないのです！

「それは、きっと──」

　すると天使の少女は僕から〈ふっ〉と瞳ひとみを逸そらして〈こくり〉、頷うなずく彼女は当惑と憂うれいに頰ほおを染めるようにして、言うのです。

「──それはきっと、桜さくらくんの『透明人間』になりたいっていう想おもいが、ついに叶かなった結果で……（声は震ふるえている）」

「な、なにそれ！　ちがうよ!!　さも確信を突いた風に言わないでよドクロちゃん!!　僕はそんないやらしくもやましい願望なんて抱いだいてないよ!?　ほ、本当だよ！　だって、そりゃあ確かに『透明人間』になるコトができれば、いろいろなハプニングが起こって、なんだかんだでとっても大変だったりするだろうけど、でも僕、そんなの思いついたコトすらないよ!?　みんなも誤解しないで！　僕は自分自身を潔白だと思う！」

　なのに、みんなったら半透明の僕から距きよ離りを取り始めるなんてひどいんだぞっ？　そしてシースルー的な僕が教室のみんなに身の潔白を──想いだけで身体の組織が変質するなら、僕はいろいろなモノを透かして見ることができる『透視眼』を既すでに身につけているハズだというコトを──説明しようとした、その時。

「静かにしろー、三時間目はとっく始まってるんだぞ。席につけー」

　教室、前の扉からやってきたのは二年Ａ組の担任であり、社会科担当の山やま崎ざき先生なのです！

「は、はい先生！」

「ん？　どうした桜」

　教材を教卓に置いた先生へと、僕は打ち明けます。

「見て下さい！　僕なんだか身体が透けてるんです！　ちょっと、保健室に行っていいですか!?」

「桜!?」

「せ、先生……？」

　山やま崎ざき先生は愕がく然ぜんとしながらコチラを見つめ、

「桜さくら、おまえ身体からだが透けてるぞ！」

「だからそう言ってるじゃないですか！　聞いてくださいヒトの話を……!!」

「それでは教科書の七十八ページを開きなさい」




　　　　★




　まさかの、身体がスケスケのままで三時間目・社会科の授業。

「……──……」

　僕は頭を抱えていました。チャイムが鳴ってからおよそ二十分。それは同時に、僕が透明になってからの時間とほぼ一致しています。

　席に着いたままの僕。その脳内にリフレインし続けるのは三日前、図書室にて『光の桜くん』に告げられたあの言葉。

『草くさ壁かべ桜、キミはこの世界から消滅する』

　＆、

『キミではなく、僕、草壁桜が、未来まで生きる』

　そして、今や透明になり始めた僕の身体。

　──ここから導かれる結論はただ一つ。彼の言うとおり、僕は消滅するのです。

　呼吸を整えます。

　今僕に出来るのは、考えるコト。

　この症状はおそらく、現代医学によって治ち療りようできる類たぐいのモノではありません。だとすると、元に戻るためにはやはり天使方面に相談、助力を請こうのが一番の打開策となります。

　そこでザクロちゃんが戻って来ていない今、一番最初に白羽の矢が立つのが〝ザンス〟という天使の存在。しかし彼は三日前、僕があの図書室の出来事が終わった後に『もう一人の桜くん』について聞いてみた際、首をひねるばかりでまったく要領を得なかったという過去を持っているのです。『天使による珍現象に詳しい』という性能を今発揮しないで、ザンスはいつ活かつ躍やくするつもりなのでしょうか。彼は本当に使えない天使です。故ゆえに、それに繫つながる今回の透明化に関する知識も持っているかどうか怪しいもの。

　だとすれば、残るはサバトちゃん……？　いえいえ、彼女は『ルルティエ通信』も送られて来なくなってしまった、日々の生活でいっぱいっぱいの天使。僕が求めるような情報を持っているとも思えません。あと他ほかに僕が知っている天使と言えば、ベノムちゃんという両手が毒手になっているナース天使くらいのものですが、彼女は本編には未登場なので聞けません。

　と、その時、〈くいくいっ〉と、

「へっ？」

　ズボンが、制服の裾すそが、引っ張られる感触。

「……っ？」

　ナニゴトかと、思わず机の下をそっと覗のぞき込みます。

《桜さくらさん……!!》

「ッ!?」

　そこにいたのは、　

「（ザ、ザクロちゃんッ!?）」

　僕も思わず小声で叫びます。僕のズボンの裾を摑つかんでコチラを見上げている実年齢九才の天使！

「（な、なんで──）」

　彼女が着こなす純白の軍服、軍帽、表情の左半分を覆おおい隠してしまっている黒い革ベルト、スラリと背が高く整の取れたそのカラダが、

「（なんでちっちゃいの!?）」

　まるで今は〝幼子が持つヌイグルミのような〟等身。顔も腕も声までもが可か愛わいらしくなってしまっており、まさしく『ミニザクロちゃん』とでもいうような外見。

「（心配したんだよ!?　三日前に『ルルティエ』に行っちゃってから、ずっと家に帰ってこなかったから！）」

　こうなると、身体からだが透けて目立ちにくくなっているという状態が今はかえって好都合!?　僕は一度周囲を見回し、クラスの誰だれもコチラに注目していないコトを確かめ、机の下の彼女を手招き、『うんしょうんしょ』と膝ひざの上へと登らせました。

「（それにザクロちゃん、こんな姿に、なっちゃって……）」

　すると、いつもは僕よりもずっと背の高い彼女は机の隙すき間まからコチラを見上げて、

《もうしわけありません桜さん。わたくしは現在、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』により保護拘束中の身なのです。なので、今は『天分輪エイリアス』として桜さんの前に》

「（ほご、こうそくちゅう!?　それに、エイリアスっていったい──）」

《本来ならばこうして連絡を取ることは重大な規約違反。けれど、わたくしはどうしても桜さんにお伝えしなくてはいけないことがあるのです。事態はわたくしが予期していたより、相当切迫しています。要点をかいつまんで説明しますので、よくお聞きください》

　僕はもう一度、素早く教室を見回します。そこにあるのは授業中の風景。山やま崎ざき先生が黒板にチョークを走らせ、クラスメイト達たちはそれをノートへと書き写しているのを確認。ザクロちゃんへと頷うなずきます。

《『ルルティエ』が、今度こそ本気で桜さんを無き者にしようと動き出したのです》

　僕が続きをうながせば、

《調査の結果、桜さくらさんが『未来の世界』において罪を犯してしまうコトが再び確定してしまったのです。──すいません、わたくしとお姉さまの力が及ばなかったばかりに……》

　唇を嚙かみしめ、〈きゅっ〉と僕に、カラダを寄せてきてッ!?

「（ちょッ、ちょっと!?　心配なのはわかったから、ほら、ザクロちゃん？　僕はもう三日前にバベルちゃんからそのコトは聞いてるし、だから下腹部に抱きつくのはどうかと……！　そ、それにちがうよ、結局は僕が悪いんだ。ザクロちゃんとドクロちゃんはとってもよくやってくれてるよ！　それは僕が知ってるから!!）」

　するとザクロちゃんは《ぅぅ、桜さん……》と、僕のシャツを両手で握り、コチラを見上げ、それから〈はっ〉と頰ほおを赤らめ我に返り、《す、すいません》と、前置き、

《この度たび『ルルティエ』は、『こっちの世界』に『もう一人の草くさ壁かべ桜』を送り込み、現行の桜さんへと〝上書き〟するプロジェクトを進行させているのです》

「（それって、あの桜くんだよね……）」

　僕はそっと、僕の左前の席に座る『光の桜くん』を指し示します。すると、

《はわー！》

「（そして僕、すでになんだか透け始めてるんだけど……）」

《は、はわわー!?》

　ごらんの通りザクロちゃん、今日はなんだかちょっとキャラが違います！　彼女もそれに気が付いたのでしょう、《こ、こほんっ》と、小さな彼女は顔を赤くしながら咳せき払ばらいしてから、コチラに顔を上げ、

《桜さんお願いします。勝ち残ってください……！　桜さん自身の為ために。そしてわたくしと、なによりお姉さまの為にも》

　彼女の、黒い革ベルトに隠されていない方の瞳ひとみが、僕をまっすぐ見つめます。

「（か、勝ち残る……!?）」

　ザクロちゃんは〈こくり〉と頷うなずき、

《今回の『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の決定、それに伴うこのプロジェクトは、わたくし達が介入できる隙すきをすべて埋めるかのように万全の計画の元に実行されており、もはや手の打ちようが無いのです》

「（それって、ザクロちゃん、つまり、もう……）」

《いいえ違います、チャンスはまだ残されています。桜さん、あなたがこの状況を打開することができる、最後の切り札なのです》

「（ぼ、僕が……!?）」

《現在、『草壁桜という人間の存在』は非常に特殊です。同一世界に同じ人間が二人存在するという本来有り得ないこの状況は、双方の存在を非常に不安定なものにしています。その影えい響きようを受け、今、桜さんは……》

「（透けたりしちゃってるっていうコト？）」

《はい、このままではいずれ、消滅してしまうでしょう》

「（どうすれば、どうしたら僕はこの世界に残れるの!?）」

《桜さくらさんが守り、確かめ、取り戻さなくてはいけないものがあります。それこそが最後の切り札》

「僕が守り、確かめ、取り戻さないといけないもの……？」

《それは、『紲きずな』です》

　呼吸が静止します。脳裏に、『光の桜くん』の、級友達たちとの、あの笑顔が過よぎり、

《桜さんが今の世界に在り続ける為ためには、自分がそこにあるという認識。そして周囲のヒトビトの心の中に桜さんがあり続けるという認識。つまりは『紲』が、そちらの世界に桜さんをつなぎ止める為の重要な鍵かぎとなります》

　彼が見せる様々な表情、そこに含まれていた意味が、今──

「（──だから『光の桜くん』はみんなと仲良くなって、僕からその『紲』を奪い、自分のモノにしようと……？　というコトは、え、ええと、つまり、みんなが僕より『光の桜くん』を本物と認めちゃったら、『紲』を『光の桜くん』に繫つないじゃったら、僕は本当に消えちゃうっていうコト!?）」

《はい、その通りです。そうなれば桜さんは消滅し、その空くう隙げきに『ルルティエ』が用意した桜さんが代用されます。……桜さんとこの世界との『紲』。それを守れるのは桜さん、あなた自身しかいないのです》

　指先が、薄うすれゆく身体からだの末端が、冷たく、震ふるえます。僕は今、なにより、あの『光の桜くん』が、恐ろしい。彼の真意に、僕は初めて気が付いたのです。

　そして、僕が唾つばを飲み込もうとした、その瞬しゆん間かん。

《もうしわけありません、桜さん》

「（えっ？）」

〈ざりっ〉と、まるで砂すな嵐あらしに変わり始めてしまうテレビ画面のようなノイズが、ザクロちゃんのカラダに走り、

「（ちょ、ちょっとザクロちゃん!?）」

《わたくしは、このような『ルルティエ』の動きを、予期するコトができたハズだったのです》

「え……？」

《それなのに、わたくしは桜さんの力に、なれなくて──》

　僕を見つめ続ける『ミニザクロちゃん』の小さなカラダに、さらにノイズが走り始めます。周囲では依然と続く社会科の授業。しかし僕はもう、それどころではなく、

《──わたくしは、桜さんを信じています。桜さんの『紲』の強さを、わたくしは良く知っています》

「（ザクロ、ちゃん……）」

《もう時間がありません。桜さくらさんの御ご武ぶ運うんを、お祈りしています》

「（ま、待ってザクロちゃん!!）」

　しかし彼女は、なぜかこことは違う景色を見るかのように、背後を振り返り、

《いけません、わたくしを監視しているダチュラさんが、もうすぐそこまで──》

　そして突然、彼女の姿は、僕の膝ひざの上から消滅してしまい、

「（ザクロ、ちゃん……）」

　茫ぼう然ぜんとなります。




　ザクロちゃんは言ったのです。『桜さんが今の世界に在り続ける為ためには』と。




　つまり。

　この透明化は、やはり前兆。

　彼が、『光の桜くん』が、僕に成り代わり始めているということ。

　そして、




『御武運を』とも。




　──三日前、

『僕を消す』という、あの図書室で告げられた恐るべき計画は、既すでに実行されていたのです。

　これは今や戦いです。

　僕とこのクラス、二年Ａ組のみんなが築き上げてきた今までのものを守る、『もう一人の僕』との戦いなのです。

　もし僕が負けてしまったら、『紲きずな』は途切れ、クラスメイトとの今までが、きっと無かったことになってしまうでしょう。もちろん、ドクロちゃんやザクロちゃん、天使達たちとの関係も、なにもかも。

　過去も未来も、まるでなにも始まらなかったように。




　それだけは、僕には我が慢まんがなりませんでした。




　決意を固めるというコトは、とても苦しい事なのだと、僕は知ります。

「こ、こうなったら──」

　唐突に、〈かちり、かちり〉と、正しい歯車が時計を動かすように僕の心が定まります。

「勝負だ、『光の桜さくらくん』ッ!!」

　いつの間にか、僕は席を立っていました。そして毅き然ぜんと彼へと向き直り、指を突き付けるのです！

「勝負？」

　振り向くもう一人の僕、『光の桜くん』。突然のデキゴトに教室にはザワメキが広がり、

「僕はこのまま消されるわけにはいかない。白黒つけよう！」

　僕は今、ようやく、彼を打ち負かすコトができる《土俵バトルリング》へと上がったのです！

「今からハッキリさせよう、キミと僕とで、どっちが本当の『草くさ壁かべ桜』なのかを！　さあ、今すぐ僕とここグハァ……ッ!!」

「うるさいぞ桜（チョークを僕に投げつけた山やま崎ざき先生）!!　今は授業中というのが解わからないのか！　もう先生は許さないぞ？　廊下に立ってろ!!」

「ご、ごめんなさい先生！　僕、良い子にしますからぁ……!!」




　　　　★




「『影の桜くん』が、やってやってとしつこいので、しかたなくやります」

「そんな言い方しないでよ南みなみさん!!」

　コトのあらましを僕から聞き出した、腰までの黒髪を持つ表情に乏とぼしいクラスメイトは教きよう壇だんに登り、

「『輝かがやけ第一回、〝ドキドキ★どっちが本当の桜くんか〟ゲームｉｎ昼休み』」

　そして『いええい！』と騒さわぐクラスメイト達たちはコトの重大さが解っていないに違いないッ！「これは遊びじゃないんだよ!?　これはゲームとかじゃなくて、僕の存在がかかった、とても真ま面じ目めな決けつ闘とうで──」と叫ぶ僕を、しかし南さんはすっと片手で制し、

「それではルール説明」




【ルール説明】

〝本物の桜くんなら知っているコト〟を、クラスメイトが二人の桜くんに質問していきます。

　時間制限は昼休み終了まで。

　その質問に、より正しく答えられた方の桜くんを勝者とし、〝本物の桜くん〟と認定します。




「なにか疑問は？」

　南さんは〈たしたし〉と、三十センチモノサシを手のひらに打ち付けます。

　僕は「はいはいはい！」と、さっそく手をあげて、

「質問をしてくれるクラスのみんなは、キチンと僕との『想おもい出』にまつわるものを出題するんですか!?　それが凄すごく重要なんです！」

　そうなのです。『想おもい出』こそが『紲きずな』。ここを押さえておかないと大変なコトになるのです！

「桜さくらくん」

「な、なに……？」

「わたしが許可してないのに、喋しやべらない」

「えぇ!?　今回も!?」

「はい」

　見れば、

「し、静しず希きちゃんっ!?」

　なんと、いつの間にか僕の隣となりで、片想い中の女の子が、手をあげていて……!!

「質問は、桜くんとの『想い出』を確認できるものに限られますか？」

　すると、南みなみさんは〈こくり〉と頷うなずき、

「全すべて、桜くんとの想い出から出題されます」

「僕の疑問と、ほぼ同じ内容なのに……」

　しかし、僕はこのルールが確定した時に、実は勝利を確信しているのです！　なぜなら、そう、〝過去の想い出〟とは揺るがし得ない僕達たちの宝。ずっと同じ時を過ごした仲間との間にしか生まれるコトがない＝イコールついこの前現れた桜くんには持ち得ないモノなのですから……!!　そう、僕の勝利は間違いないのですっ!!

「じゃあ、私が最初でいい？」

　間髪入れずに僕と『光の桜くん』の前に歩み出てきたのは、いたずら子こ狐ぎつねの笑みの持ち主、

「た、田た辺なべさん!?」

　いつもは僕の右みぎ隣どなりに席を構えるクラスメイトの女の子なのです。

「も、もちろん、大だい丈じよう夫ぶだよ？　よーし、どんと来て！」

「がんばって桜くんっ!!　ボク、応援してるから！」

「ありがとうドクロちゃん!!」

　僕は軽く深呼吸。彼女は「んーっと、つまり、桜くんに関してのコトを二人に質問すればいいんだよねー」と、人差し指をあごに当て思案数秒、

「では、第一問」

　さっそく出題するのです！

『桜くんが好きな食べ物と言えば？』

「はいはいはい！　プリンプリンプリン！　僕、プリン大好き！」

　僕はとっさに答えます！　もちろんみんなも知ってるよね？　僕がプリンが大好きっていうコト!!　ヤッホー！　第一問目から大正解!?　おしむらくはコレが早押しでは無いことか!?

「桜さくらくんは『プリン』と。で、『光の桜くん』は？」

　うながすように首を傾ける田た辺なべさん。彼はそんなクラスメイトの女の子へとゆっくりと近づきつつ、

「僕が好きな食べ物……。それは田辺さん、キミがこの間学校に持ってきて、みんなに振る舞ってくれた手作りクッキーだよ。確か、初めて作ったって言ってたよね。うん、ちょっとだけ焦こげてるトコロもあったけど、そこがまた香ばしくって僕は好きだったな」

　田辺さんの目の前で立ち止まる『光の桜くん』。彼は、まさしくその白い歯を光らせるようにして、

「そうだ、今度もう一回作って来てくれないかな。ずっと、また食べたいなと思ってたんだ……」

　い、いったいなんなのですか彼は!!　良くないと思います！　僕と瓜うり二ふたつの格好をしてこういうのはいけないと思いますッ!!　だというのに、質問者の田辺さんは一歩引くようにしてから、頰ほおを赤く上気、彼を見つめて、

「こっちが、本物……」

「えええええッ!?　ちょ、ちょっと待ってよ!?　僕が好きなのは絶対にプリンだよ!?　そ、そりゃこの前、田辺さんの作ってきてくれたクッキーも美味おいしかったけど、でもそれが急に僕の好物になったりするのって、ちょっとおかしくない!?　ああっ！　なのになんだか僕の身体からだ、さっそく薄うすくなった気がするっ!?　ずるいよ『光の桜くん』ッ!!　これってどういうコトなの!?」

「だいじょうぶだよ桜くんっ！　ボクにまかせて？」

「ド、ドクロちゃん!?」

「ねえ田辺さん聞いて聞いて？」

　た、助かったかもしれません！　土ど壇たん場ばで天使の少女の助け船……!!

「桜くんは、クッキーに口の中の水分を取られるコトが大好きで、あれから田辺さんのクッキーも二時間くらい口の中に入れっぱなしだったんだからっ！」

「ちょ、ちょっとナニ言ってるのドクロちゃん！　田辺さんにデタラメを言わないで!?　なんか気持ち悪いし！　第一それ、全然挽ばん回かいのフォローになってないから！　だってほら見て僕、さらに透明感が増した気がするよッ!?　みんなと僕との『紲きずな』がいつになく危険な状態になってる……！　ねえドクロちゃん、僕は次の問題で頑張るから平気なんで、もうナニも言わないでもらえませんか!?」

　言い争う僕と天使の少女、そして役目を終え、取り巻くクラスメイト達の所へ戻る田辺さんに微笑ほほえみかけている『光の桜くん』。そこへ次に歩み出て来るのは、

「第二問目は、ぼくでいい？」

　なにゆえか大きく潤うるんだ瞳ひとみと、まるで燦きらめく霞かすみを背負ったかのような雰ふん囲い気きを持つクラスメイト男子、西にし田だなのです……！

「え？　あ、う、うん。まあ、キミとの『紲きずな』も大事かもしれないっ。よし、来い！」

「じゃあ、いくよ？」

　彼は片手の握り拳こぶしを口元、伏し目がちに出題します。

『三日前に、桜さくらくんがぼくに約束してくれたこと、憶おぼえてる？』

「え？　あ、そうだ！　この前発売した新しん譜ぷのＣＤだよね？　そうそう、西にし田だに貸すって約束してたんだ。うん、僕は全然忘れてないよ!?」

「『光の桜くん』は……？」

　おずおずと視線を『光の桜くん』に向ける西田。すると、彼はそんなクラスメイト男子へと、ゆっくりと近づきつつ、

「三日前にした約束……。うん、忘れるわけがないよ。来週の金曜日だよね、僕もその日はもう、友達の家に泊まるって家の人に許可をもらっているんだ。放課後から、お邪じや魔まさせていただくよ……」

　西田の目の前で立ち止まる『光の桜くん』。彼は、まさしくその白い歯を光らせるようにして、

「朝まで、二人でチェスをしよう……」

　い、いったいなんなのですか彼は!?　良くないと思います！　僕と瓜うり二ふたつの格好をしてこういうのは、本当にいけないと思いますッ!!　だというのに、質問者の西田は一歩引くようにしてから、頰ほおを赤く上気、彼を見つめて、

「こっちが、本物……」

「ちょ、ちょっと待って！　僕がしたのは確かにＣＤを貸す約束だよ！　朝までチェスとか話題にも出てないし、そもそも僕、チェスのルール知らないよ!?　将棋だってあやふやなのに！　なのになぜ!?　なんで僕はまた透け始めているの!?　なんだか酷ひどいよ『光の桜くん』！　どんな『紲』なんだよ僕と西田にあるものって……!!」

「だいじょうぶだよ桜くんっ！　ボクにまかせて？」

「ド、ドクロちゃん!?」

「ねえ西田くん聞いて？　桜くんはよくお風ふ呂ろ上がりに、鏡の前でいろんなポーズをとっては『この色なら、明日は晴れだな』って、いつもカラダのある特定の部位で天気を予報して──」

「ちょ、ちょっとナニ言ってるドクロちゃん！　西田にデタラメを言わないで!?　さっきからキミのフォローはフォローになってないから！　ほらまた余計に僕の身体からだは消えかかってきた！　しかも今度はマダラ模様にだよ!?」




「その時ザンス！　ミィが『聖ゲルニカ学園二年Ａ組』の教室へと、学級文庫の戸棚から颯さつ爽そうと登場したのはーッ！」




「どうりゃぁぁあああッ!!」

「ぽぐんッ!?」

　即そく応おう瞬しゆん拳けん、砕かれたのはサングラス。

「な、なにかに殴なぐられた気がするザンスぅぅッ！〈ズウウウウンヌッ！〉」

　今こ宵よいの僕は半分以上消えかかっている故ゆえ、なかんずく光学迷彩アタック。真ピンク色のモヒカンばっさばさ、ひょろひょろな長身に革ベストを肋ろつ骨こつの浮いた素肌に直じか羽ば織おりした天使は自分になにが起こったのか理解せぬまま壁にたたきつけられ、床に崩れ落ちるのです。

「ザンスさんはいいですよ!!　どうせ『ミィがリーダーを務めるクラブ〝幼いモノ俱く楽ら部ぶ〟に入はいれる年齢は何歳からザンス？』とか質問してくるんでしょ!?　そういうのは今関係ないからッ!!」

「ぎぎくうッ！　ユ、ユゥはなんでそれを!?　ミィはユゥの味方ザンスのに……!?」

「ザンスさん」

　いつの間にか、僕へと這はい寄りつつあった〝生きていくことに不器用なモヒカン天使〟の背後へと忍び寄っていた『光の桜さくらくん』。そして、

「このモヒカン、いつ見ても素す敵てきです……。ザンスさんのセンスは誰だれにも真似まねできない」

　彼はその、目の前に揺れる特徴的な桃色頭髪をまるでハープをかき鳴らすように触るのです。

「はひゅーん！」

　突然極まったように絶叫する変態。

「ユ、ユゥが……」

　ザンスはくるりと『光の桜くん』に振り返り、

「本物の桜くんなんザンスかぁッ！（瞳ひとみを輝かがやかせ、『光の桜くん』を見つめ上げるザンス）」

「えぇっ!?　ちょ、ちょっと待ってください!?　ひ、卑ひ怯きようだぞ『光の桜くん』!!　僕は気持ち悪くてそのモヒカンに触ることが出来ないのに……!!　しかも、ザンスさんに認められなくても僕の身体からだって薄うすくなっちゃうの!?　理り不ふ尽じんすぎる！　ドクロちゃんもなんだかフォローのしようが無いみたいだし！　とにかく、この変態天使にはご帰還いただこう……！」

『お次はサバトの番なんですよぅ！』

「なッ!?」

　学級文庫の戸棚の中にモヒカンを押し込んでいた僕が声に振り向けば〈がららっ〉と開く教室の扉。

　そこにはまさしく、

「ザクロちゃんから連絡を受けて、助けにきたんですぅ!!」

　金色の瞳の下には黒紫色した立派なクマ。クリーム色の髪の毛にくるくる羊角の助すけ太刀だち天使、

「サバトちゃん!!」

　なのですが、

「ちょ、えええッ!?　なに、サバトちゃんそのマダムみたいなふかふかの毛皮コート！　下はボロボロの制服のままなのに……!!」

『じゃあ第四問なんですぅ。えっとぉ、サバトが今朝食べたお寿司すしはなんだと思うですぅ？』

「そして既すでに、『光の桜さくらくん』からお寿司で買収済みぃッ!?　彼はもはや手段を選ばないのか!?そして僕は答えを言ってないのに消え始めた！　なんだか世せ知ち辛がらいよサバトちゃん！　確かに僕はキミに毛皮のコートを贈るコトはできない。お寿司を届けるコトもできない。キミに贈ることが出来るのはコンビニのお弁当くらいのものさ。けれど、気持ちは伝わってると思ってた！キミはお腹なかが美味おいしくいっぱいになればなんでもいいのかい……!?」

　予想外の連敗なのです！　こんなコトになるなんてまったくの想定外。ハッキリ言って、超くやしい……ッ!!　だって計算では僕が連勝、『光の桜くん』がスケスケになってしまうハズだったのです。このままでは、あともう少しで僕は消えてしまいます！　どうにか、どうにかしなければ……!!

「次は私でいい？」

「み、南みなみさん……ッ!?」

　どうしたら、いいのでしょう。

　ここに来て、なんだか最難関の予感です。しかし、この申し出を断ったりしたら、即アウト。僕は消え去っちゃう可能性が！

「お、お願いします……」

　ヤムを得ません。答えるのみです！　が、

「でも、その前に一つだけ！　一つだけいいかな!?」

　そして彼女の許しを得た僕は、教卓に登ってクラスメイトに訴えます！

「ねえみんな、お願いだから正しい僕を信用してください……!!　僕の言いたいコトはそれだけです！」

「第五問」

「もう行っちゃうの!?」

　南さんは表情を変えぬまま、

『オキナワのイリオモテ島で、桜くんが私に言った言葉は？』

「……っ!?」

　ど、どれ……？　僕、あの南の島で彼女になにか言ったのですか!?　い、いや、確かにナニかは言ったのでしょう。しかし、若じやつ干かんアーティスティックな彼女の望む答えとなるセリフがどれなのか、選び出せる自信がありません……！

「こ、今回は先にどうぞ？」

　僕は『光の桜くん』へととりあえずのパス。なぜならこれ以上、ムヤミに間違えるワケにはいかないのですから！　しかし、まずは彼の答えを聴きこうとするも、

「じゃあ、南みなみさん、ちょっとこっちに来てもらっていい？」

　こっそりと!?　『光の桜さくらくん』は、教室の隅に黒髪のクラスメイトを手招きし、僕をチラリと見てから、そっと彼女の耳元へなにかを囁ささやくのです。

　一方、僕は、

「あれ!?　ちょっと待って!?　僕なんか透けてきてる！　早くも透けてきてる！」

　そして、

「本物は、こっち（『光の桜くん』を指さす、若じやつ干かん頰ほおの赤い南さん）」

「なんかそんな予感はしてた！　だって事前に透けてたし！　というか、これはフェアプレイなの!?　まだ僕は言ってないのに！　それよりも、ザンスさんあたりからこの勝負はキチンとした勝負になってないような気がするよ……!!」

「でも、桜くんはあの旅行の前日に──」

「言わなくていいドクロちゃんッ！　……っていうか僕今、ドクロちゃんを止めたのに、なんでかちょっと透けたし！」

　ギリギリです！　まさしく〝風前の灯ともし火び〟。もはや眼を凝こらさないと自分自身が見えない感じです！

「ねえねえ、今度はボクが質問するーっ！」

「え？　ド、ドクロちゃんが!?」

　ここに来て!?　二人の草くさ壁かべ桜の前に躍おどり出るのは天使の少女！　周囲を取り囲むクラスメイト達たちもこの展開に息を吞のみます。もう勝負がどうなってしまうのか、予想も付きません！

「じゃあいっくよー？　第七問！」

「六問目だよ！」

『消せば消すほど出て来るのな～んだっ？』

「ちょ、そ、それはなぞなぞだよ!?　だめだよそれじゃあ!!　最初に静しず希きちゃんも言ってたでしょ!?　僕との『想おもい出』に関する問題じゃなきゃだって！」

「いいから答えて！　これは桜くんに関係ある問題なのっ！」

「ほ、本当に!?　じゃ、じゃあ、ええと『消せば消すほど出て来るもの』でしょ……？　うぅーんと、ええーっと、そうだ！　答えは〝消しゴムのカス〟だ！　だってそうでしょ!?　字を消せば消すほど、消しカスが出て来るから！」

「ぶー！　答えは〝つらい過去〟」

「なんでだよぉぉぉッ!!　なんで消しても消しても出て来るつらい過去が僕に関係あるんだよぉぉぉっ!!　僕にはそんなに無いよつらい過去なんか！　というか、まちがっちゃったじゃん僕が!!　ドクロちゃんは僕の味方なんだよね!?」

「うん、ボクは桜くんの味方だよ？　ボク、桜くんが心配で心配で……」

「そんなに心配なら静かにしててよ！　だって、これに間違ったら僕、透けて消え……てない！　消えてないけど、なんだか変な色が付いた！　クレヨンの塗り絵みたいに!!　こ、これがキミと僕との『紲きずな』なの？」

　僕と天使は水掛け論！　そこへ、なにか一計案じるような感じの『光の桜さくらくん』が僕達たちに歩み寄ってきて、

「そんなに『桜くん』を助けたいのかい？」

　ふいの呼びかけ、天使の少女を振り向かせるのは『光の桜くん』。

「？」

　ドクロちゃんはくるりと、不思議そうにもう一人の僕へと視線を向けます。

　嫌な、予感。

「『桜くん』を助けるためには、天使が作ったおいしい手作りマヨネーズを食べさせるといいらしいよ？」

「ほ、本当に!?」

「ちょっと、キミはナニを言って──」

　しかし、『光の桜くん』は鋭く僕をサエギリ、

「僕もそれで消えずに済んでいるんだ」

「ボク、作ってくるー！」

「あ、ちょっとドクロちゃん!?」

「待っててね、桜くんっ！　必ずボクが助けてあげるから！」

　ある者は黒板の点数表記を見ていたり、ある者は次の質問を考えていたり、二人の勝負を見守る教室から、ドクロちゃんはくるりと身をひるがえして駆けだし、出て行ってしまうのです。

「これで、キミをキミと認識するモノは、いなくなったかな？」

「え……？」

　教室からいなくなる天使の少女を見送る彼の表情をふと見れば、

「……っ！」

　ぞっとします。

　そこにあるのは、確かに微笑ほほえみ。しかし、それは作られた能面のよう。

　僕は突然、彼が恐ろしくなり、

「き、キミはいったい……」

「言っただろう？　僕は草くさ壁かべ桜、『完かん璧ぺきな草壁桜』だって」

　──だから、全問正解。

　──だから、僕が、消えかかっている……？

「そ、そんな」

　だんだん、自分が本当の桜くんなのか、自信が無くなってきます。

「さぁ、次の問題に行こうか。僕とクラスのみんなの『紲』を、僕とキミ達の〝過去の想おもい出〟を、一つ一つ確かめていこう……」

　自信に満ちあふれた彼に、僕は気け圧おされていました。一歩一歩、後ずさり、

「それとも、もうそんな必要は無いのかな？」

　そして、気が付くのです。

「……そ、そんな……」

　この教室には、もはや、だれもこっちを、僕の方を見ている人が、いなくて、

「ねえみんな！　どうしたの？　なんで僕に無反応なの!?　まさか、もう、声も届いて──」

「失望することはない。こう考えてみるのはどうだろう」

　ただ、『光の桜さくらくん』だけが、答えてくれるのです。




「そもそも自分が偽にせ物ものだっただけかもしれない。と──」




　──ああ。

　実はそうなのかもしれない。

　草くさ壁かべ桜は田た辺なべさんのクッキーが好物で、西にし田だの家に行く約束して、南みなみさんが望む答えをわかっていたのかもしれない。

　僕が僕だと思っていたモノは、僕じゃなかったのかもしれない。

　そんな僕さえいなければ、将来、全すべての女性の外見が十二才になるなんてコトもないし、

　みんなも、僕なんかを憶おぼえていないのなら、

　僕なんて、いない方が、いっそ──




　そして、少年がそう思った瞬しゆん間かん、




『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』より送り込まれた彼は、薄うすく、唇の端をつり上げるように笑い、




　──草壁桜は、

　誰だれに気付かれることも無く、跡形もなく、消滅するのです。







[image: ]

（……──、……）

　二年Ａ組のクラス、教室。

（僕は──）

　クラスのみんなは、まだ『光の桜さくらくん』の周囲に。

　それはさっきまでと同じ、いつもの僕の視点アングル。

　だけど違和感。

　目め眩まいにも似た喪そう失しつ感かん覚かくがふいに身体からだを通り抜け、一いつ瞬しゆんで過ぎ去った後に気が付いた、

　なにかがしっくりいかない空気。

（ねえ、みんな──）

　昼休みも半ばを過ぎ。教室にはクラスメイトのほとんどの人がいました。そして、そこにはなにかしら、騒そう動どうの余よ韻いんのようなモノが漂っていて、その中心に、どうやら『光の桜くん』。

　そして僕の目に映るその光景は、まるで水に潜もぐりゆっくりと目を開けて周囲を見た時のように、奇妙な距きよ離り感かんを持って、揺らいでいて、

「あれ？（ふと、周囲をきょろきょろする田た辺なべさん）」

「ん？　なにしてるんだお前（机の上にあぐらをかいた佐さ々さ木きが、隣となりに立っている木き村むらに）」

「い、いや、そりゃこっちのセリフだぞ？（自分の机の上から佐々木をどかす木村）」

「みんなで変なテンションで盛り上がってたような気がするんだけど……（首を傾かしげる西にし田だ）」

「なんだ？　この黒板に書いてある『光』とか『影』とかって（黒板消しに手を伸ばす岩いわ倉くら）」

「よくわからねえけど、……じゃ、《ゲルニカ☆紙相撲ペーパーフアイト》でもやるか（と、椅い子すに座り、ペーパーファイターを手に取る宮みや本もと）」

　クラスメイト達たちはそれに続くように、自慢の《持ち駒グラデイエーター》を机の上の《土俵バトルリング》へと持ち寄り始めて──

（ちがうよ！　今ここでまさに、僕と『光の桜くん』が死し闘とうを演じてたんだよ!?　ねえ、僕の話を聞いてってば！）

　けれど、僕の方へと振り向いてくれるヒトは、誰だれ一人としていなくて、




　そして自覚。




（そんな──）

　視点アングルを下方へ。

（まさか──）

　見下ろしても、どこにも見あたらない肉体。

（僕は、）

　息を吐けども、まるで夢の中の深呼吸。感触も実感も伴わない、それは思考の空振り。

（本当に、消えちゃって──……）

　教室の真ん中にいるにもかかわらず、僕は誰だれにも振り向かれるコト無く──




　──いえ、ただ一人。




　コチラを見ている、『光の桜さくらくん』。

（あ……っ！）

　しかし、その彼は、

（ちょ、ちょっと待って……！）

　必死に呼びかける僕へと口の端に酷こく薄はくな笑みを浮かべ、

　みんなに向き直るのです。




　そしてそれは、まるで照明が消えるように。




　　　　★




　全すべてのモノが遠ざかるかの如ごとく僕の周囲から消え去り、訪れたのは真っ暗くら闇やみ。

　それはただただ、星一つ、塵ちり一つ無い宇宙空間に浮かんでいるような感覚。

　最初、

　いったい、僕はなにが自分の周りで起こったのか、まったく、解わかりませんでした。

　視覚までもが失われたのかと思いたくなります。

　天も地も、北も南も、光も時間も、

　なにも【虚無な】い、




　これが、消滅……？




　このまま、僕はここでずっとこうしているの？

　全てから封ふう鎖さされたかのような、この無感覚こそが、僕が消えるということなんですか!?

　身を刻まれるかのような胸の痛みだけがリアルな、まるで真夜中のようなこの場所で。

　もしも今の僕が、『魂たましい』だけの存在だと言うのなら、『精神』だけの存在だと言うのなら、この僕はただ、悲しさと寂しさの塊かたまり。涙も流れず、それに伴うどうしようもないつんとした鼻の痛さも横おう隔かく膜まくの痙けい攣れんさえ訪れない、ただ一〇〇％の心の苦しみそのもの。

　そして、

　この想おもいすら、ずっと続くという保証が、どこにも無いのだという恐怖。

　僕の意識は眠るように、音もなく闇やみに溶けてしまうかもしれないという焦しよう燥そうと絶望。

　だめです。

　そんなのには耐えられる自信がありません。もう、失うという苦しみも失いたくないのです。

　終わる事のない夜のただ中にいるようなあまりもの寂しさが、僕になにかを、すがるモノを求め──

　与えられたのは、自らの記き憶おく。直前までの様々な想いが、僕の脳裏に次々に甦よみがえり、浮かんでは消え、消えては浮かび始め──

（お父さん、お母さん……本当の僕が残れなくて、ごめんなさい……。でも、僕は今までちゃんと良い子だったよね？　最後に、もう一度だけ会いたかったけど、先立つ不幸を、お許し、下さい……）（二年Ａ組のみんな……。僕がしっかりしてなかったばっかりに、ごめん……。みんなに忘れられちゃうのは悲しいけど、僕は二年Ａ組のみんなの事、絶対に、忘れない。憶おぼえてる。これだけは、なんとしても……！）（……ドクロちゃん。僕がいなくなっちゃって寂しいだろうけど、しっかり、たくましく生きていくんだよ？　ザクロちゃんの面倒をみたり、みられたりしながら、きちんとお姉ちゃんらしく、振る舞うんだよ……？）

　──たまらなく、怖い。

　この暗闇に、なにも無い空間に、こんな想いを抱いたまま、どこにもたどり着けず、ただ、こうしているだけなんて。

　独りぼっちで、完全な消滅を待ち続けるだけだなんて。

　果てなく小さくなっていくような恐怖。意識が無限に暗闇へと落ち続けるような──

　耐えられない。

（誰か──）

　お願いだから、この絶望的な暗闇から僕を、

（──助けて……）










『……くらやみが、怖いのかい？』




　その時です。

（……っ!?）

　不意に、壊こわれそうになる心が、温かい何かに包まれるような感触。




『──率は──っくに……を……ているという……』




（な、なに!?　誰だれ!?　そこに誰かいるの!?）

　そして、返答は直後。




『深夜率は、とっくに一二〇％を超えていると言っているのだよ、草くさ壁かべ桜さくら!!』




　気配は、夜。




（な、なぁぁぁああああッ!?）

　僕は、周囲を、天を仰ぎ見ます。

『──〝夜〟とは、〝暗黒〟とは、人に絶望や悲しみを与えるために存在するにあらず──』

　真っ暗で広大な目の前の空間を、

　あたかも、

　あたかも埋め尽くすかの如ごとく舞い飛ぶそれらは、全てが寝具。

『〝真の闇やみ〟とは人々に深い安らぎと平和の心をもたらすモノなりッ!!』

　空中で布団ふとんとシーツがドッキング。まくらがまくらカバーにすっぽりと収まり、掛け布団が残像を残し、あっという間にびっしりと、それらは見渡す限り、世界の果ての床にまで敷しき詰められるのです。

（あ、あなたは……ッ!!）

　まるで福ふつ建けん省しようの奥にある、仙人がてっぺんに住んでそうな鋭い山みたいな形に積み上げられた布団の頂上。そこにすっくと立っていたのはアイマスクを装着した一人の紳士。そこから身をひるがえし、布団平原の中央に〈ずばり！〉と着地した彼は、かっこよくくねらせていた身体からだを引き締しめ、片かた膝ひざをつき、




『布団の上なら常勝無敗ッ!!』




　翼つばさのように広げる両腕、風を巻き起こす背の掛け布団！




『夜の帝王〝夜よる仮か面めん〟!!（首から装着した掛け布団を〈ばさぁッ！〉）ねない子、だれだ!?』




　キメルのです！

（よ、夜よる仮か面めんッ!!）

「ピンチのようだな、草くさ壁かべ桜さくらよ」

　マントのように羽は織おる布団ふとんをなびかせ、僕の前に出現した夜紳士。ミッドナイトブルーのスーツに身を包んだアイマスク越しの彼、夜仮面は僕へと語りかけてくるのです。

（う、うん。そうなんだ！）

「甘えるなッ!!」

（ええッ!?）

「私の知っている草壁桜とは、そんな弱音を吐はくような男ではなかったハズだぞ!!」

（ぼ、僕が……？　そうだっけ？）

「憶おぼえてはいないのか、小学校時代、あの〝お泊まり遠足〟のコトを」

　記き憶おくが、めくり上がるように目の前へと立ち昇ります。それは小学校の時の遠足先である古い宿泊施設、夜の自由時間。みんなとかくれんぼをしていた僕は、使われていない大部屋の押し入れへ隠れようとしていました。電気もついていない暗い部屋。ふすまを開けた僕が布団の端を摑つかみ、〝上の段〟へと這い上がろうとした瞬しゆん間かん、

　崩落してきたのは、たっぷりぎっしりと積み上げられていた布団の山、山、山。

（──その布団の下した敷じきになって押し潰つぶされて、身動きが取れなくなっちゃって、それをどうにかはねのけようとした時、助けてくれたのが──）

「私というキミだ」

　夜の帝王は、僕の両肩をがっしりと摑みます。

「あの時も確かに、ピンチに陥おちいっていた」

　そう……、苦しくて寂しくて、どうしようもないくらいに──

「草壁桜よ、では今なぜ、立ち上がらない」

（え……？）

「キミは、その脚で起きあがる力を持っているハズだ」

　背の掛け布団をばさりとなびかせる夜仮面。

「キミを必要としている者が、いる限り」

（で、でも、僕は現にこうして……）

「それを信じられないと言うならば、しかたがない。──が、彼女達の前でも、それと同じコトが言えるのかい？」

（か、彼女達たちって、いったい──）

「ならば直接聞くがいい」

　僕の言葉をサエギリ、夜仮面はすっと布団マントに己の身を隠すようにはためかせ、

（う、うわぁぁっ！）

　刹せつ那な、〈ずごぉぉおおうッ！〉と巻き起こる布団ふとんの竜巻ッ。

　足元の布団までもが舞い上がり、僕は盛大にひっくり返り、放り出されるのです。

（あ、い、い痛つつつつ……）

　尻しり餅もちをついてしまった僕が、身体からだを起こそうとすれば、




「憶おぼえて、いますか……」




（え……？）

　目の前に、僕を見上げる、白い着物の小さな女の子。

　彼女の黒絹の髪がさらりと流れ、大きな瞳ひとみと、目が合います。

　瞬しゆん間かん、

　そこから、爆発的に広がる風景。

（キミは──）

　わき上がる草花の甘い匂においと風、春の色、太陽の光が瞳を焼き──

（ハルちゃん……!?）

　少女の背後にはグロリアス川の河か川せん敷しき、桜の古木。彼女はその大樹に宿る一人の少女なのです！　白地に紅と薄うす桃ももの花びらを散らした着物に、黒の帯という出いで立ちのハルちゃんは〈こくり〉と頷うなずき、

「あなたが、呼んでくれた名前」

　僕に向かって、手を差し伸べます。

　頰ほおにあたる暖かい空気は青空から舞い降りてきたもの。満開になった桜の香りに乗り、〈はらりはらり〉と散る花びらが、辺り一面を包み込んでいて、

「あなたがいなければ、私は枯れていました」

　彼女の手を取ります。思い出すのは、あの春の日。

「私は、知っています」

（ハルちゃん……？）

　少女に引かれて辿たどり着いた、この場所は──

「毎年あなたは、私達たちを楽しみにしてくれていて」

　ドコまでも続く河川敷。土手沿いに植えられた桜が作る並木は、今や鮮やかなピンクに色づいていました。

「いつも私を、見ていてくれていた」

　大きな瞳が瞬またたき、彼女は僕へと紡つむぐのです。

「あなたには、あなたを待っている人がいるから」

　やがて桜さくら吹雪ふぶきは、少女の小さな姿を春風の中へと溶かすように渦巻いて──

「私も、その一人」

　それは僕の身体をなぶる、春一番のような強い風が残す言葉……。

「来年もまた、来てください。私はここで、あなたが戻って来るのを……」

　ふくれあがる想おもい。

　──これは、夢なのでしょうか。

　ええ、そうに決まっています。これは僕が見る夢。でも、この『魂たましい』だけになった僕に、これ以上の現実があるのでしょうか。

　ハルちゃんの姿を隠し、舞い続ける花びら。

　それに混じって、何枚もの白い布団ふとんが目の前を過よぎってゆけば、

（……え？）




　それは一いつ瞬しゆんの変転。




　春から夏へ。

　陽光はギラめき、耳を打つのは潮しお騒さいのザワメキ。




「……うむ」




　まるで風に揺れる若葉の音色みたいに澄すんだ声。

（こ、この声は……）

　そこは琉りゆう球きゆう列島、秘密の小島。

　頭上の炎天、浜辺の砂を〈したり、したり〉と裸足はだしで歩いてくるのは、

（ゆがふ、ちゃん？）

　小麦色に焼けた肌を持つ南国少女。

「……、応おう」

　少女が身につけているのはおそらく大人用、腰まで届くぶかぶかの白いＴシャツ。そこから覗のぞく手足、首筋は綺き麗れいに日に焼けていて──

「くさかべさくらは、約束を守る男と思っていたが？」

　若葉の囀さえずりみたいに澄すんだ声なのに、男の子みたいな口調。波の向こう、水平線に視線を向ける少女の足元には、〈にゃーぅ〉と甘えるように鳴く、太くて短いしっぽを持つ黒っぽい茶色の仔こ猫ねこ。

（も、もちろん、守るよ！　僕は絶対もう一度、ゆがふちゃんに会いに行く！）

「応おう」

　濡ぬれたように艶つやのある長い黒髪のスキマから、少女は嬉うれしそうに微笑ほほえみ、

「それを、叶かなえよ」

　そっと自分の胸元へと添える小さな手。そこには結晶化した虹にじのような光沢を持つ、白く螺ら旋せんを描く貝。

「さくらは、私のことを『友達』と言ってくれたな」

（う、うん）

「ならば、絶対にだ」

　潮風。島から島へと時折吹く、海を渡る強い風が、南国に生きる少女の髪をかき上げます。

「くさかべさくらには、待つモノがいるゆえ」

（ゆがふちゃん……！）

「必ず戻ってこい。──そうそう、ここへに来るときには、〝あの飲み物〟を忘れるな？」

　島の奥に広がるジャングルを大きくザワめかす程ほどの大気の変動。嵐あらしが振るった腕のような横風と敷しき布ぶ団とんの乱舞に顔を覆おおえば、次の瞬しゆん間かん、すでに目の前に、少女の姿はなく──




　訪れる、真っ白な視界。




（こ、ここは……？）

　気が付けば、周囲は霧きりがかかったようにおぼろげで、

（ん？）

　そして漂う、ケミカルなスメル。

（こ、この匂においは……ッ！）

　直覚するのです。そう、僕の周りにあったものは、ただ、あまりに美しく、一点の曇くもりもない白さ故ゆえに、そう見えてしまっただけで、霧なんかではなかったのです。それは、我らが部活動、その中央に燦さん然ぜんと輝かがやくエクセレントな化学物質、

（木工ボンド!?）

　広大な室内。床も壁も一面が見事半透明、乾き切り、純白の光沢を放つようになった乳にゆう濁だく液えき。つまりは木工ボンドで出来ていたのです。そして、生まれながらにして『木工ボン道』を歩む定めを負った存在、『白濁の声を聞くもの』である僕には解わかります。ここは、

（『カリオストロの白』の内部なんだ!!）

『木工ボン道』その〝規定演技テクニカル〟が内の一つ、美しい塔状の外観を持つ『カリオストロの白』はまさしく『木工ボンドの宮殿』。僕は今いるのは、そのダンスホールなのです！

　そして、

（ぁ、あ、あなたはッ！）

　見上げれば、まるでおとぎ話のような大階段。そこを降りてくる、白くて長い髪、鈍にび色いろの鎌かまを持った女の子。

（し、しにがみッ。!?）

「忘れてしまった？　わたしは木工ボンドの精せい霊れい、モコ」

（……ッ!!）

　よく見れば、少女の長い髪は純白ですが、来ている服は黄色いですし、赫あかいのは靴ではなく帽子です。手に持った鎌かまはただの大きなヘラで、足下の白猫はぬいぐるみでした。彼女はまさしく〝木工ボンドの精霊〟。決して僕を迎えに来た、死を司つかさどるカミサマではありません！

「あなたがいなかったら、あの子達たちは生まれるコトはなかった」

　モコが上空を、ホールの天てん井じようを見あげれば、そこには〈ばさばさ〉と飛び交う白く、小さな小鳥達。

（あ、あれは『バード・スプライ飛と』!?）

　純白の翼つばさを持つ数十羽の美しい鳥。それは本来なら動かない木工ボンド作品のハズで……。よく見れば、『オーバー・ザ・レイン棒』、そして『ロスト・ニルヴァー那な』までもが、ここでは自由に動き回っているのです。そして、僕にはそのどれも見覚えがあって──

「木工ボンドは、人の心を映す鏡」

　妖よう精せいのモコが、僕へと語りかけます。

「この子達はわかってる。あなたは、ここにいるべきじゃないって」

　彼女が壁に向かってヘラを振るえば、そこに現れる一枚の純白、木工ボンドの扉。

「もう行ったほうがいい。あなたの道は、『木工ボン道』は、あの向こうにある」

（ありがとう……。僕、あの子達に恥ずかしくないように、頑張るから！）

　僕は手を振るモコや『バード・スプライ飛と』達に見送られ、その扉をくぐります。




『んっんー、少年よ。思い出してきたんじゃないかい？　キミが刻んできた軌跡を』




（お……）

　そしてリバーブするように響ひびくそのダンディーなボイス。くゆるようにパイプからたなびく紫煙。扉の向こうで僕を待ち受けていたのは、

（『おうムル』ッ!?　そのチェックの鳥打ち帽に煙草タバコのパイプ、貴方あなたは英国紳士な探偵妖精『おうムル』なの!?）

「オフコース」

　いつもの韜とう晦かい的てきなマナザシ眩まぶしい『おうムル』で!?

（──って、それはいいんだけど、なんであなたが登場する場所が僕の家のお風ふ呂ろなんですか!?　しかもこのお風呂、なんだか超広いんですけど！　見渡す限りの彼方かなたまでお風呂が続いてます！　すごく落ち着かない！）

「よく観察すれば解わかるはずだ、少年よ。なぜならばこの場所もまた、キミとの『紲きずな』の場所なのだから」

（え……？）

　見れば、〈ずずずざざざざ……〉と湖のようなバスタブの水面が波打ち始め!?

（ああ、き、キミ達たちは……！）

　湯煙の中、浮上し始めるのは様々な僕妖よう精せい達。僕を胴上げした『なんでやねん妖精』や、『やっちゃった妖精』はもちろんのコト、あるモノ達は五色で、あるモノ達はあぐらを組んだまま三百体で宙に浮かび、果てはいつも僕を勇気づけてくれる『革命軍』のみんなまでもが、両腕を突き上げるようにして僕を激励してくれていて。

　ああ、僕は一人じゃなかった。僕にはこんなにも、こんなにも……!!

「だが、まだまだ足りないようだね、草くさ壁かべ桜さくらよ」

（よ、夜よる仮か面めん!?）

　そして最後にバスタブから現れるのは、すっかりお湯を吸ってびしょ濡ぬれになった夜仮面！

「キミの心の中には、まだとても大切なひとがいるはずだ」

（そ、それって──）

「いざ、我らが導かん。ついてくるのだ、草壁桜よ！」

（ま、まって！　待ってよ……！）

　全身ずぶ濡れでも紳士、夜の帝王夜仮面を先頭に、僕を真ん中に挟んだ僕妖精達はお風呂場大行進。しかしなにゆえかその移動速度は異常な速さ。僕の脚はそれにつられるように、勝手に高速で動き始めて、

（ちょ、ちょっと待ってどこに行くの!?　は、速すぎるよぉぉッ!!）




「その声は、桜くんなの……？」




　そして唐突に、

　凜りんと、僕の心の一番奥に届いてしまう旋律。

（し、静しず希きちゃん!?）

　ふと周囲に目を向ければ、夜仮面も僕妖精達も消えていて、ここはあの図書室。静希ちゃんが引っ張ってきてくれた、百科事典がたくさん詰つまった本棚と本棚の谷間。

「桜くん！」

（ど、どうしたの静希ちゃんッ!?）

　棚の陰から姿を見せた幼なじみの女の子は、僕の姿を見るなり、走り寄って来るのです。全すべてがあの、静希ちゃんが僕を手紙で呼び出してくれた時のまま。

「桜くんが、ここにいるような気がしたの」

　そこは校舎の中にあって唯一独特、祝福的とも言える空気。午後の日差しが本棚によって遮さえぎられ届きにくいそこは、まさしく秘密の花園ッ！　彼女は息を整えるように、先行してしまう想おもいをどうにか言葉にしようと急せくように、

「『桜さくらくんクイズ』に参加できなくて、ごめんなさい」

（う、うぅうん!?　いいんだよそんなのっ！　静しず希きちゃんはこうして、ここに来てくれたんだから！）

『第七問、以前、桜くんの家に私が作っていったお料理は？』

（だから、平気だってば静希ちゃん！　ちなみに答えは〝ロールキャベツ〟だよ……！　忘れるわけがないよ!!）

「やっぱり、桜くんだ……」

　安あん堵どするように胸を押さえる静希ちゃん。そして彼女は僕を覗のぞき込むようにして、

「今度は桜くんが好きなものを作ってあげる。約束ね」

（う、うん）




「だから、絶対に──」




　そして言葉を吞のみ込むように、俯うつむき、

「ううん、桜くんには、待ってる人が、いるんだから──」

（え？　し、静希ちゃん!?　なんで？　どうして唐突に、床に敷しいてあるお布団ふとんに制服のまま潜もぐり込んじゃうの!?　ねえ、なにやってるの!?　ぼ、僕も、このお布団の中に入っていいの!?　ねえ静希ちゃんてば……!!）




『最後にもう一人』




（へぇええッ!?　びっくりしたぁ!?）

　僕の背後に再び夜よる仮か面めん。

「一番、キミを信じてくれていた者がいる」

（えっ？）

　周囲は再び暗黒に戻っており、

「いや、今も、いなくなったハズのキミを信じている」

〈とんっ〉と、彼に背を押されれば、




「桜くーんっ！」




　届く、くりくりヴォイス。

　気が付けば、足元が、ガラス張りになったように覗き込むことが可能になっていて、

　そこには、

（ドクロちゃん!?）

　俯ふ瞰かんからの光景。天使の少女が、学校の廊下を走っているのです。

「待ってて桜さくらくん、今、食べさせてあげるから……！」




　──これは、現実の、僕がさっきまでいた、元の世界の映像!?




　両手で抱えているのは家庭科室にある大きなボール。その中には作ったばかりと思われる、あのクリーム状の調味料がたっぷりと渦巻いており、少女はそれを胸に抱き、必死に廊下を走っていて、
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（あ、危ないっ！）

　廊下にあったわずかの段差。

「きゃっ！」

　ボールを抱えていた天使の少女はそれにつまずいてしまい……っ！

（ドクロちゃんっ！）

　勢いがついたまま彼女は体勢を崩し。

「いたたた……」

　転んだ天使の少女は、けれどもマヨネーズの入った容器を死守します。

「よかった。こぼれてない……」

　彼女は苦痛に歪ゆがんだ表情を、ほころばせ、立ち上がり、

「桜さくらくん、今行くから！」

　再び走り始めるのです。

（ドクロちゃん……）

　そしてついに二年Ａ組、僕ぼく等らの教室へと辿たどり着く天使の少女。

「ねえ桜くん！　マヨネーズができたよっ！」

　入り口からクラスへ飛び込んだ彼女は、びっくりする級友にかまわず、ぐんぐんと教室を奥へと進み、僕の名を呼ぶのです。

「あれ？　桜くん？　ねえってば！　どこにいるの？　早く食べて!?　ボク、作ってきたよ！」

　そこへ、

「どうしたの？　ドクロちゃん」

　椅い子すから立ち上がり、彼女の前へ姿を現したのは、『光の桜くん』。彼はさも当然の如ごとく天使へと微笑ほほえみ、

「もうなにやってるのドクロちゃん。ほら、マヨネーズなんていいから、キミも一いつ緒しよにやろうよ、『ゲルニカ☆紙相撲ペーパーフアイト』」

　そう言ってドクロちゃんの〝天てん使し竜りゆう〟ともう一つ、自分のペーパーファイターを出しながら、

「今ね、僕の〝桜さくらノの海うみ〟が──」

「まって」

　しかし、『光の桜くん』の言葉はそこでサエギられます。

「なんだい、ドクロちゃん」

「キミは」

　ぽつりと、呟つぶやくように天使は彼へと告げるのです。




「キミは、桜くんじゃないよ」




　彼女の言葉にざわめく教室。

　それはそうです。ドクロちゃんが、目の前の『桜くん』を否定したのです。

　そして、

「ねえ桜くんどこ？」

〈どくり〉と確かに、僕の身を打つ、心の鼓動。

（ドクロちゃん…………）

　少女の大きな瞳ひとみは潤うるんでいて、その声は震ふるえていて。

「ボク、いやだもん。桜さくらくんが、桜くんが消えちゃうなんて、いなくなっちゃうなんて……」

　天使の頰ほおに伝わるのは涙。クラスメイト達たちは、それを怪け訝げんそうにうかがい──

「ねえ桜くん、いじわるしないで」

（ここだよ、僕はここにいるよドクロちゃん……!!）

「早く、一いつ緒しよに食べよう……？」

（ドクロちゃんっ!!）

　胸をかきむしる想おもいで、僕は天使の少女へと叫びます。

　ああ、彼女の、ドクロちゃんの元に戻らなきゃ。戻って、僕はここにいるって、安心させてあげなきゃ。じゃないとドクロちゃんがもっと泣いちゃう。僕は今すぐその涙をぬぐってあげなくちゃならない。……なのに、どうして。どうして僕はこんな所にいるんだ!?

「お願い──」

　いつの間にか、天使の少女は、『光の桜くん』を脇わきへ除よけるようにして、なぜか余ってしまっている机の一つに向かい、

「桜くん……」

　僕は、（なんとしてでも──）

「……帰ってきて」

（ドクロちゃんの元へ……!!）




　──そして、




　草くさ壁かべ桜さくらは、




　　　　★




「は……っ!!」

　突如として覚かく醒せいの中枢へと突き抜けたような肉体感覚。情動は、深い夢の中から自分を取り戻したという実感に溢あふれ、

「さ、さっ、桜くぅぅぅん!!」

　現れたのはドクロちゃんが示してくれた僕の席。目の前に立ちつくしていた天使の少女は、

「ちょ、ちょっとドクロちゃんッ!?」

　飛びつくように僕へと突進、抱きついて来て……ッ!!

「ぐはぅっ！」

　その、軽めの隕いん石せきのような少女の衝しよう突とつエネルギーにブリッジの如ごとく仰のけ反るも、彼女が僕に伝えてくる温かさと感触、そして温かさと感触に、

「こ、これこそが現実なのかッ!?」

　肉体のある嬉うれしさを、嚙かみしめます！

　一方、

　二年Ａ組のクラスは、〈ざわり〉と、奇妙に空席となっていた机に突然現れたもう一人の草壁桜を発見し、騒そう然ぜんとなり始めます。

「桜さくらくんが、二人!?（席から立ち上がって口元をおさえる穂ほ坂さかさん）」

「おいこりゃ、いったいどういうコトだ！（額に手を当て、天を仰ぐ梅うめ沢ざわ）」

「桜、おまえは双子だったのか!?（二人の草くさ壁かべ桜へと疑問を投げかけてくる宮みや本もと）」

「いや、まてよ？　そうだ、確かいつからか桜は二人に増えて、それから一人消えて……（眉み間けんに皺しわをよせて腕を組む佐さ々さ木き）」

「というコトは、消えてた桜くんが、元に戻ったの？（僕と『光の桜くん』を見比べるように視線を動かす一いち条じようさん）」

　徐々に、この教室でナニがあったのかを思い出し始めるクラスメイト達たち。それはつまり、『どちらが草壁桜』なのかという疑問が、再びわき上がり始めたというコトであり、同時に、この生存競争、『輝かがやけ第一回、〝ドキドキ★どっちが本当の桜くんか〟ゲームｉｎ昼休み』が、まだ終わってはいないのだというコトを示しているのです……！

「もう、どこに行ってたの!?」

　ずっと僕の首に腕を巻き付けていたドクロちゃんはそこでようやく床に着地。それから僕の首の皮を両側からつまんで思い切り伸ばします。

「や、やめてやめてドクロちゃぁん……ッ！　僕、ゲイラカイトみたいになってる!!」

　しかし、やがて天使の少女は自分が机の上に置いた調理室のボールに〈はっ〉と気が付き、

「はい、桜さくらくんこれっ！」

「え？」

　僕からいったん離はなれたドクロちゃんは、さっと僕にその、手作りマヨネーズの入った大きなボールを差し出すのです。

「いいから早く食べて！」

「……うん!!」

　野菜スティックとか別種のフレーバーが欲しいけど、今はこのままいただきます！

「もぐもぐもぐ！」

　プリンのようにスプーンですくって口に運べばまろやかにしてビネガー、マヨネーズ以外には体現できないそのグッドテイストに、僕はびっくりするほど心を打たれます。だって、

「ちゃ、ちゃんと美味おいしいっ!?　これ、ドクロちゃんが初めてマトモに作った口に出来るものじゃない!?　だってほら、身体からだに妙な斑はん点てんとか浮かんでこないし幻覚とかも全然見えてこない……！」

　そして、恍こう惚こつとする僕に天使の少女は、

「もっと！　もっと全部!!」

　すがるようにねだるように、急せかして来て。

「そ、そんなに食べられないよドクロちゃん！　でも、なんだか元気が出た!!」

　僕は口元を拭ぬぐい、少女へと告げるのです。彼女と、そしておそらく僕を後押ししてくれてただろうみんなへ、『ありがとう』の想おもいを込めて。

「だから、もうぜったい僕はドコにもいかないから……!!」

「うんっ！」

　それからおもむろに、『光の桜さくらくん』へと向き直り、

「さあ、僕は帰ってきたぞ!!」

　高らかに宣言。昼休みは再び、二人の戦場と化すのです！

「そんな、まさか……!!」

　僕そっくりな少年は啞あ然ぜんとしたまま、目の前の少年を食い入るように凝ぎよう視し。

「お前は完全に消滅したハズだ！　こんなコト、有り得るハズがない……!!」

「『有り得ない？』　なにを言っているんだ『光の桜くん』」

　元に戻った僕を、今までの僕と同じだと思ってもらっては困るのです！

　突き付けるは人差し指、

「今度は、キミが世界から消滅する番だ！」

「な、なに……ッ？」

「『こっちの世界』で草くさ壁かべ桜を名乗る者は、僕だけでいい!!」

　──かっこいい。僕は今、すごくかっこいい!!　保て！　このペースを保つんだ!!　覚悟をキメロ、ためらうな。準備はいいか？　では、始めるぞ。『光の桜くん』へと告げるんだ！

「この勝負は、僕の勝ちだ」

　そう、気付いてしまったのだから。それはなにより、ドクロちゃんが僕に教えてくれたモノ。

「戯ざれ言ごとを！　なにを根拠にそんなコトが言える!!」

　見れば『光の桜くん』の激げつ高こうに、クラスメイト達たちは彼を、徐々に遠巻きにし始めていて──

「キミは自分のコトを『完かん璧ぺきな草壁桜』と言ったね？」

「そうだ、僕は『完璧な草壁桜』だ！」

「ならばなおさら、今のキミは絶対に僕には勝てない」

　これではまるっきり禅ぜん問もん答どう。『光の桜くん』もだんだん僕にイライラしてきたらしく、

「まったくもって馬鹿ばかげているぞ。いいか？　そこから導かれる結論はただ一つ。それはキサマという『不完全な草壁桜』の敗北のみだ!!」

　こちらへと詰め寄ります。

　しかしここで、

「そう、確かに僕は不完全かもしれない」

　僕は彼を〈するり〉とかわすようにして、遠巻きにしていたクラスメイト達たちへと向き直るのです。

　そして、みんなに告げるのです。




「だけどいいかい？　この『光の桜さくらくん』は、僕が完璧なんだよ？」




　僕のその行動を、やはりクラスメイト達も不審に思ったのでしょう。改めて、その意味をみんなに再考するよう、うながすかの如ごとき僕のセリフ。

　それが染しみ渡り、とある合が点てんへと至るまでの間は、正確に四秒半。

「──つまり、それはこういうコト？」

　みんなを代表するように一歩進み出て来たのは、黒髪のクラスメイト、南みなみさん。

「桜くんの持つ特徴、例えば『突然奇妙な声を上げて廊下を走り出す』、『身体からだから奇妙な液体を吹き出す』、『ハイソックスを片方だけ脱ぐように迫ってくる』、『歯は磨みがき粉を食べる』、『奇妙な日記を一人でつける』という、この他ほかにもまだ色々ある趣しゆ味みや傾向までもが、本人より完かん璧ぺきである、と……？」

「!?　……ッ!?」

　その言葉に、目を剝むくかのように驚きよう愕がくする『光の桜くん』。

「な、なるほど、そういうコトなのか？　桜!!（青ざめた顔で問い掛けてくる宮みや本もと）」

「ち、ちがう！　断じて違う！　完璧というのは、そういうコトではない！」

　しかし、この『光の桜くん』の言葉も、いったんそれに気が付いてしまいザワメキ始めるクラスメイト達には届きにくく……！

「く、『口いっぱいにチューインガムをほおばってその苦しさと美味おいしさに悶もだえたり』……（『光の桜くん』から視線を外すことができない佐さ々さ木き）」

「『自分で自分の身体からだを頑丈に縛しばり付けたり』……（俯うつむいて顔を上げない一いち条じようさん）」

「はうぅっ！　『ドクロちゃんが入った子供用プールの水をそのまま味付けしないゼリーにして食べたりする』、こっちの桜くんよりも……（毛皮のコートがずるりと肩からずれるサバトちゃん）」

「『光の桜くん』はさらに凄すごくて、文字通り〝完璧〟というコトなのかっ!?（脚が震ふるえ立っていられなくなり、壁にすがりつく梅うめ沢ざわ）」

　ざわっとドヨメキが走る二年Ａ組の教室。只ただ今いま、みんなの中で『光の桜くん』の新たなスタイルが、凄すさまじい勢いで描かれ中なのです……!!

「待て！　待ってくれ……ッ!!（顔面を両手で押さえ、叫ぶ『光の桜さくらくん』）」

　けれど変化は、劇的に。

「だったら、こっちの『影の桜くん』の方が、まだマシ……？（後ずさるような田た辺なべさん）」

「だな！　まだ、マシだな！（おののくような宮みや本もと）」

　クラスのみんなは、次第に『光の桜くん』からさらに距きよ離りを取り始め、

「待ってくれみんな！　現実問題として、そんなコトをする人間がいると思うかッ!?」

　しかし、彼が語調を強めれば強めるほど、その言葉はもはや、どういうわけだか信しん憑ぴよう性せいを俄が然ぜん、失い始めてしまって!?

「おい、お前の方がマシだよ桜！（僕の肩を叩たたく佐さ々さ木き）」

「う、うん……！」

「そうね桜くんの方が、マシみたい（南みなみさん）」「そうだ、桜のほうがよっぽどマシだ！（梅うめ沢ざわ）」「ほんと、こっちの方がマシね。被害が少なそうで（穂ほ坂さかさん）」「マシだマシだ！（木き村むら）」「俺おれはまだマシな、こっちの桜を選ぶ！（岩いわ倉くら）」「向こうよりマシだしね！（田辺さん）」

『光の桜くん』と僕と見比べ、「こちらの草くさ壁かべ桜が、マシだ」と納得しあうのです！

「って、おい大だい丈じよう夫ぶか桜！　なんでお前、ダメージを負っているんだ？（宮本）」

「べ、べつに僕は傷ついてなんか、ないっす……!!」

　作戦通りだとしても予想外のダメージ！　しかし、生き残れるなら、本望です。そうなのです。ついに大逆転。価値観の上下が入れ替わった今、もはや『光の桜くん』に逃げ場はありません!!　もうひと押しなのです！

「おのれ……、『紲きずな』を破は壊かいする作戦は失敗か……！　しかし、まだ僕には奥の手がある！」

　唸うなるように身を起こす『光の桜くん』は、〈がばっ〉と天てん井じようを見上げます。

「え……？」

　思わずその視線を辿たどれば、

「ミ、ミラーボール!?」

　なにゆえに、中学校の教室に鏡張りの多面球体が。

「あ、あれ……？」

　見覚えが、あるのです。僕は、あれと同じものを見たコトがあるのです。そ、そうです。あれは、あれは確か……！

「『枷から繰くり白昼夢デイドリーム　エルクスナウト』ッ!?」

　思わず叫びます。『枷から繰くり白昼夢デイドリーム　エルクスナウト』とは、先日僕の脊せき髄ずいに差し込まれた四寸八分な畳針、『微睡まどろみ弄せい御ぎよ　ヒルドスレイフ』の姉妹品。あちらが一人の人間を完全に操ってしまう【一極集中・大深度洗脳アイテム】ならば、この『枷から繰くり白昼夢デイドリーム　エルクスナウト』とは空間内部、複数人の思考を誘ゆう導どうしてしまうドコでもディスコ、直径四二〇ミリのミラーボール型【中域拡散・低深度洗脳アイテム】なのです。しかし、

「なぜそれをキミが……!?」

　いえ、疑問と疑念は、それだけに止とどまるハズもなくッ！

「──まさか、キミはこの洗脳アイテムを使って、クラスメイト達たちを誘ゆう導どう、僕に対するみんなの想おもい出までをも操作、繫つながりを奪ったと!!　どうりで……どうりでなんだかずっと視界がキラキラしてると思った……!!」

　まさか僕が復活するとは思っていなかった彼はあの後、ミラーボールの動きを止めてしまっていたようなのです。それを今、再び起動しようと……!!

　しかし、

「うおりゃああああああッ!!」

　僕はやおら自分の席の椅い子すを振り上げ、思いっきりそのミラーボールへとぶん投げます!!

「なッ!?」

　思いがけない僕の行動に動揺の声を漏もらす『光の桜さくらくん』。そこへ、クラスメイト女子の悲鳴、ガラスが割れるような破砕音、木と鉄パイプでできた椅子が床に落下して転げる騒そう音おんが重なり、それは教室に静寂をもたらします。

「二度もクラスメイトを操られてたまるか!!　これ以上僕とみんなの『紲きずな』をどうにかしてみろ、本当に許さないからな！」

「……なるほど、洗脳されでもしなきゃ、俺おれ達がクラスメイトを裏切るなんてコトを、するわけないからな……!!（僕の右肩を叩たたく木き村むら）」

「まったくもって、その通りだ!!（僕の左肩を叩く梅うめ沢ざわ）」

「桜、お前が暴いた通り、そういうことだぞ!!（僕の背中を叩く佐さ々さ木き）」

「お、おう……!!　ホントだよ！　本当にそうだよッ!!」

　僕は、級友達が正気に戻ったようで、嬉うれしいな。

「みんな見て……！」

　見れば、静しず希きちゃんは『光の桜くん』に視線を向けたまま、両手を口元に。慌てて彼へと転じれば、

「か、身体からだ中じゆうに、ひびが……!?」

　どういうわけなのか、『光の桜くん』の身体に、まるでガラスのような罅ひびが入り始めているのです！

「くっ、『紲きずな』がほころび始めた!?」

　その、硬い床に転がされたゆで卵のようにひび割れた全身を見下ろした彼は、

「僕は天使に──カミに選ばれた存在だぞ!?　そんな僕が罪人であるキサマの代わりに生きてやろうというのだ……！　それのなにが不満なんだ!!」

　ナニかをたたき割るかのような叫び。言葉に含まれる激情。クラスの視線が『光の桜くん』へと集中します。

「罪を犯すモノ、それは全すべて粛しゆく正せいされなければならない。この僕のような存在が生き残らなければならないッ！　どうしてそれが解わからない！　この不完全な人間が……!!」

　おそらくは、

　これこそが彼の本性。

　──勝利を我がモノとしたために、帯びてしまっていた油断。二度と返らぬハズの僕が現れたという衝しよう撃げき。加えて、自らが完かん璧ぺきと豪語するが故ゆえに訪れた驚きよう愕がくの事実──。

　これらが彼に与えた精神的な動揺が招いた、〝存在〟のひび割れ。

　苦く悶もんとも苦悩ともつかない、もう後がない『光の桜さくらくん』が浮かべる表情に対して僕の中にわき上がる、ある種の想おもい。それをぐっと堪こらえ、僕は彼から視線を逸そらしはしないのです。

「ならば、仕方がない。これから見せるのは、キミが僕ではない最大の証拠だ！」

　僕は、膝ひざをつくヒビだらけの『光の桜くん』の隣となりに駆け寄り、彼と同じように〈ばっ〉としゃがみ込み、

「な、なにをする……!?」

　コチラの予想外の行動に慌てる彼にかまわず、僕は天使の少女へと声をかけます。

「ねえドクロちゃん、ちょっとこっちに来て？」

「な、なぁに？」

　彼女を手招き、呼び寄せます。そして、目の前に少女が立ち止まると、

「ごめんドクロちゃん」

　頭上に「？」を浮かべる少女の下方より、

「えい……っ！」

　彼女のその、短めのスカートをすばやくめくるのです……！

「い──」

　理解のできない一いつ瞬しゆん、しましまの中にドクロの模様。

「いやぁぁぁああんっ！」

　そして半瞬後、

　エスカリボルグの軌道は、予測通り振り下ろすような横よこ薙なぎ。僕はおろか、『光の桜くん』まで巻き込まれてしまうコースッ!!

『なぁッ!?（ハモる二人の草くさ壁かべ桜ッ!!）』

　疾風、震ふるえる空気。

　その中に、僕は圧倒的な光景を目もく撃げきするのです。

　恥ずかしさのあまり、ぎゅっと目をつぶって天使の少女が繰くり出してくる、豪速の『エスカリボルグ』。

「……ッ!?」

　しかし『光の桜さくらくん』はとっさに、その鋼鉄を受け止めるように右腕を突き出し、

「くぅっ！」

『エスカリボルグ』に手が触れた瞬しゆん間かん、そこを支点にするかの如ごとく、その身を跳ちよう躍やく。華か麗れいに殺さつ戮りくの半径から逃れるのです!!

　そして一方では重く湿った、打だ撃げき音おん！　それはもちろん僕を打つ音、

　消滅する視界──

「桜くんのばかばか！　そんなコトしたら、ボク……!!」

　慌てて背を向け、自らを庇かばうようにスカートを押さえる天使の少女ですが、少年から返答は無いし、なんだか〈ぴちゃぴちゃ〉水音はするしで、どうしたんだろうと彼女がそっと振り返ってみれば、

「あああっ！　さ、桜くんッ!?」

　その悲惨な光景を目撃するコトになるのです。

「待ってて？　今すぐボクが、ボクが桜くんを……！」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　少女がすぐさまバットを振るい巻き起こす奇跡。不思議な魔ま法ほうは僕の全すべてを、元に戻します。

「あ、ありがとう、ドクロちゃん……」

　そして、惨劇から避ひ難なんし、その一部始終を目の前で見ていた『光の桜くん』は、

「危ない所だった。だが、キサマの思惑は叶かなわなかったぞ。こんな方法で僕を抹まつ殺さつできると思ったのが間違いだ！」

　壁を背に、僕を睨にらみ付けます。

「そうじゃない。キミは今、自ら墓穴を掘ったんだ」

　五体満足、元通りになった僕は、彼の正面へと足を運び、立ち止まります。

「な、なんだと？　それはいったいどういう──」

　と、『光の桜くん』が再び語気を荒げれば、周囲から、

「『桜くん』が、避よけた……？（信じられないモノ見た風な田た辺なべさん）」

「ドクロちゃんの、一いち撃げきを──（愕がく然ぜんとしている穂ほ坂さかさん）」

「あ、あいつは誰だれだ!?（必死に現状を理解しようとする増ます田だ）」

「少なくとも、桜なんかじゃないぞ!!（混乱する自分をなんとかしようとする佐さ々さ木き）」

　撲ぼく殺さつされる＝草くさ壁かべ桜という公式を自分自身で認めるのもどうかとは思うのですが、二年Ａ組の仲間と草壁桜との『紲きずな』が、世界に存在するために必要な結び付きであるというならば、クラスメイトのこの認識は、ひびだらけの彼にとって、もはや決定打。

「そ、そんな……」

　今や全身を駆けめぐるひびは、確かな亀き裂れつとなって次々に結ばれ、剝はく離りし、

「そんなコトで、この僕が……!?」

「『光の桜さくらくん』、キミは思い違いをしている」

　壁に背を付けた彼の前へと、僕は一歩、歩み出で、

「草くさ壁かべ桜は、僕という存在は、そんなコトばっかりで出来ているんだ!!」

　ひび割れた面。それはまるで石せつ膏こうのように白く染まり、ぱりんと剝はがれ落ちます。

「僕には、お前がなにを言っているのかわからない……！」

　剝がれ落ちたその下には、なにもなく。彼の中身は、もはや空洞で──

　みるみる落ちる、割れたガラスのような体表。消えていく存在。彼はその場で、膝ひざをつき、

「ちくしょう、ちくしょう……」

　なにかを摑つかむように、ひびだらけの腕を伸ばします。

「あと一歩で、この世界に、僕を……──」

　床に落下する破片は、砕けると同時に砂の如ごとく崩れ、風化するように見えなくなり──




　五時間目の開始を告げるチャイムがスピーカーからこぼれだし、

　それを合図にするかのように、この世界から、一人の少年の存在は、消滅したのです。
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　──夕飯も食べ終わって、

　ここはいつもの六畳、机があって本棚があり、押し入れのふすまが閉まっている、僕の部屋。

　外は既すでに夜。窓にはカーテンが掛かっていて、僕はちょうど部屋の真ん中あたり、畳の上に座っていました。

　天使の少女は眠っていました。

　しっかりと、器用に、僕の右手を握ったまま、まるで子猫のように。

　そして左手を握っていたのは、同じようにザクロちゃん。

　彼女は既にミニザクロちゃんではなく、元の、いつもみたいに背の高い、純白の軍服のままのザクロちゃん。そんないもうと天使もまた、今はぐっすり状態なのです。

　無理もありません。きっと二人は心身共に、酷ひどく疲れ果てているのだと思います。

　両腕を封じられている僕は、まんじりとも出来ずに、しかたなく二人の寝顔を見つめていました。




　あれからというもの、僕達たちは──




【過去回想】




『光の桜さくらくん』が消滅し、全すべてが終わったかに見えた教室に、『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』議長、和喪服姿のバベルちゃんが現れたのは、

「なんだか、ここにもう一人クラスメイトがいた気がするんだけど……（ふと教室の床から顔を上げる静しず希きちゃん）」

「でも、今日は誰だれも休んでないよね（おなじくコクビを傾かしげる田た辺なべさん）」

「なんだか変な気分だな（頭を搔かく宮みや本もと）」

「あ、そ、それはほら、サバトちゃんじゃないかなっ！　あの子、制服着てたし、さっきまでいたんだよ教室に！　お腹なかが空すいたからって、給食室のおばさんのトコロへ行っちゃったけど……！」

　と、クラスメイト達の記き憶おくが再度修正され、迎える五時間目も終わった、

　放課後のコト。




「謝罪するつもりは無い。『ルルティエ』がそなたを抹まつ消しようするコトに、変わりは無いゆえに」




　それが、オレンジ色の夕焼け差し込む二年Ａ組、僕とドクロちゃんだけが残った教室で、バベルちゃんが発した第一声。

　猛牛のツノを持つ漆しつ黒こくの和喪服天使は、忽こつ然ぜんと、僕ぼく等らの前に姿を現したのです。

　──その時、僕は覚悟を決めていました。たとえ『光の桜くん』を退けたとしても、それは『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』の繰くり出した一手をしのいだに過ぎないのです。僕を消し去る方法は、いくらでもあるのでしょう。──ここから逃げるという選択。それには目の前のバベルちゃんをどうにかしなくてはなりません。しかし、おそらく『エスカリボルグ』を持つ天使の少女でさえも、議長たる彼女を打ち負かすコトは難しいハズです。なぜならドクロちゃんは『ルルティエ』に所属する天使であり、バベルちゃんはその統率者。

「草くさ壁かべ桜よ」

　その声こわ音ねは首筋に絡からみつくよう。彼女は僕等の返答を待たず、言葉を紡つむぎます。

「そなたはなぜ、我ら『ルルティエ』の思惑をこうも大きく狂わせる。そなたら曰いわく『光の桜』とやらには魔ま法ほうのアイテム、『枷から繰くり白昼夢デイドリーム　エルクスナウト』まで貸たい与よしたというに」

　そして、

　僕はその時、なぜか気が付き始めます。

「やはり、草くさ壁かべ桜さくらはもはや『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』では計れぬのか？」

　確かに、それは誤解、僕の心のどこかが望み、ここから逃れたい一心が作りだした偽いつわりの感覚なのかもしれもません。

　しかし、

「ともあれ、見事、己が存在を守り抜いたコトは賞賛に値する。『ルルティエ』の手からこれほど逃れ続けた者は、そう多くは無い」

　僕にはどうしても、瞳ひとみを細める彼女が、コチラからの意思表示を求めてるようには見えず、

「じゃが、逃のがれ切った者もいない」

　かといって、有無を言わさずに抹まつ殺さつしようとしているわけでもなく。

「『パンドラの言葉』は既すでに、次の段階に移行しつつある」

　一見、宣告のような言葉の中に、別の何かを込めているような気がして──

「草壁桜よ。『天使による神ルルテ域戒厳会議イエ』に、そなたを見逃す道理は無い」

　──いえ、これは、彼女が僕になにかを悟らせようとしているような……？

「……一つ、答えてもらおう」

「な、なにを、ですか？」

　ふいにかけられた明確な問い掛けに、僕は〈ぎくり〉と返事をします。

「そなたは、我々、天使という存在をどう考える？」

「へ？」

　虚をつかれたといえばそうなのですが、僕は「え、あ、はぁ、まあ、えっと……天使、を？」と、キョドります。それから、隣となりのドクロちゃんをちらっと、見て、

「──……大切な、友達です」

　答えます。

　沈ちん黙もく。

　バベルちゃんは、コチラを試すような、それでいてなにか諦あきらめているようなその表情も変えず、微動だにせぬまま、

「ザクロの拘束は、解いた」

　ぽつりと、告げてきます。

「え……」

　そして、戸惑ったままの僕を残し、

「ドクロや」

　身を翻ひるがえして、天使の少女へと首を向けたまま、

「草壁桜の監視、怠おこたるでないぞ」

　バベルちゃんは現れたときと同じく、影のように姿を消してしまい──




【過去回想・おわり】




　──そして現在。

「あ、桜さくらくん……」

　天使の少女が目を覚まします。

「あれ……？」

　カラダを起こす彼女は、もちろん制服から着替えて家着姿。ぴったりめのＴシャツにショートパンツな彼女のほっぺには、畳の跡。「ん～」と、まぶたを眠たげにこすります。

「ドクロちゃん、この部屋に上がって来てから、すぐに眠っちゃったから」

「うぅぅん……？」

　彼女は寝ぼけているのか、曖あい昧まいに返事を返してきて、

「あ、ザクロちゃん」

　隣となりに眠る、いもうと天使に気が付きます。

「うん、ドクロちゃんが寝ちゃったすぐ後に、帰って来たんだ」

　僕と左手を重ねたままのザクロちゃんは、安らかな寝顔を見せたまま、すうすうとよく眠っています。よっぽど安心しきっているのか、起き出す気配がありません。

「……今日は大変だったね、桜くん」

「うん、そうだね。ちょっと、大変だった」

　天使の言葉に、思わず深い息をつきます。それは安あん堵どに似た溜ため息。もし、なにかが少しでも間違っていたら、僕はここにいなかったのかも知れないのです。

　すると、天使の少女はそんな僕からようやく右手を離はなし、

「ね、桜くん？」

　身を寄せ、隣に座って来るのです。

「ど、どうしたの？」

　僕はちょっとだけ緊きん張ちよう、なんだかドクロちゃんの様子が少しだけ変な気がするのです。

「来年も、一いつ緒しよのクラスになれるといいね」

「へっ？」

　思わず彼女を覗のぞき込みます。そして得とく心しん。

「あ、う、うん！　そ、そうだね。三年生になっても、一緒のクラスだったらいいね！」

「それから、高校も一緒がいい」

「こ、高校も!?」

　突然のこの申し出に、僕はわずかなりともロウバイしてしまいます。だって、だって、

「桜くんは、イヤなの？」

　四つん這ばいになってコチラに身を乗り出してくる天使の少女を、

「ち、違うよ！　だってそんな先のこと、考えもしなかったから、ちょっと、びっくりしちゃって！　も、もちろん、一いつ緒しよのトコロに行けたら、いいと思うよ!?　その方が、た、楽しいし……!!」

　僕はどうにかナダメます。彼女は「そっかぁ」と、僕の目の前に座り直し。

「それからー……。あ、あのね、ボクね、大学にも、桜さくらくんと行きたいの。それでそれで、入るのは、ちょっと遠くの大学。だから、家から通えなくて、ほら、遠くの街だから。でね、一人暮らしをしなくちゃ、いけなくなるの。それで、せっかくだからって、そこには、……桜くんと、ボクの、二人だけで──って、もう、桜くんたら……ッ!!」

「ええええッ!?　ちょ、なんで危ないよッ!?　『エスカリボルグ』はだめだよしまってよ!!　ちょ、ちょっとザクロちゃん起きて!!　起きてください！　目を覚ましてドクロちゃんを止めて！　って、うわぁッ!?　ザクロちゃん、なに寝ぼけて僕を『エッケルザクス』でしばりつけてくるのぉッ!?　だ、だめだよドクロちゃん！　聞いて僕の話を！　なんでテンション上がってるのかわからないけど、そんなに『エスカリボルグ』を振りかぶった状態から身動きできない僕をぶったりしたら、本当に、消滅しちゃうっ！　物理的に消滅しちゃう！　これじゃあいなくなっちゃった『光の桜くん』に申し訳がたたない！　ちょ、ちょ、まぁぁああああああッッ……!!」




　──それは、ドクロちゃんが僕の前から姿を消してしまう、三日前の物語。







　　　　　あとがき




　ジャスミンティー一杯で二時間目に突入した僕を今、店員のお姉さんが熱い視線で見つめています。おかゆまさきです、お久しぶりです。これを書いたらすぐに帰ります！

　さて、『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん⑨』は、小説誌「電でん撃げきｈｐ」の42号と45号に掲載された短編二本、そして書き下ろしの二本をまとめたものとなっております。

　というわけで、本作は今巻でなんと九冊目。

　おそらく、おそらくなのですが、リアルタイムでこのシリーズを読んでくださっている方にとっては、①巻を購入した当時のコト。そして「最近『ドクロちゃん』を知ったよー」という方にとっても、四年と半年前という時期は、比較的新しい「過去の想おもい出の中」になっているのではないかと思うのですが、いかがでしょう。なにを隠そう僕がそうでして、①巻を書いていた頃ころ、ましてや『ドクロちゃん』の応募原稿を書いていたおよそ六年前となっては、かなりおぼろげな記き憶おくの中にあります。なのでたぶん僕の脳からは、そこら辺の初心的に大切だったハズの事柄が、結構な割合で忘却されてるんじゃないかと予想されます。で、これはちょっともったいないなぁと、僕は思ったわけでもないのですが、

　というか、

　あきらかに他ほかの電撃作家、藤ふじ原わらさんや時し雨ぐ沢さわさん。そしてハセガワさんの影えい響きようなのですが、最近、僕も色々なものをカメラで写真に撮ったりしています。不思議なモノでして、残した写真と共に記憶も甦よみがえったりするのです。

　ええとそれから、実は偶然なのですが『ドクロちゃん⑧巻』第一話、〝ジャーナリスト宣言だよドクロちゃん！〟で、とりしもさんが天使の少女に持たせたカメラ、「ＳＸ－70」を僕も持ってまして（ハセガワさんが持ってたのを見て、欲しくなったのです）、これで写す写真がとても面白かったりもします。今さっき撮った景色が、まるで十年前の景色みたいなあわーい色合いで浮かんできます。

　でですね、「これはいーなー。想い出、刻まれてるなー」とポラを実家でいじっていましたら、それを見た父親が「じゃあ、お父さんが昔使っていたこのカメラを息子であるお前にやろう」と古いカメラを出して来たのです。父がカメラの中身を開けてみますと「おやぁ？」。なんとそこには、およそ三十年前。父親が高校生の時に撮影し、そのまま入れっぱなしにしてあった白黒フィルムが入っていたのです。

　現在、そのフィルムはカメラ屋さんに送られていて現像待ちなのですが、今からなんだかわくわくです。父親が高校生の頃の写真なのです。両親にもそんな頃があったんだなぁ、という想いと共に、あるはずのない父親の記憶が僕に甦ってくるようで、不思議な気分です。

　……以上、「なんだか⑨巻ともなると感かん慨がい深いなぁ」というお話でした。

　さて、よくよく考えてみれば写真といわずとも、僕が今書いているこの「あとがき」というモノも、少々強引ではありますが、見方を変えてみれば「その時の記録」として将来、懐なつかしく感じるコトができるものだと思います。それはこの本を読んでいるあなたといえどもしかり。「そういえばこういう本を当時、読んでいたんだ……」とふと、将来、色々な気持ちになっていただけるかと思うのです、が、ええと、やっぱりそれは本来の目的じゃないし、だったらどうすれば今をできるだけリアルタイムに分かち合えるかなぁと、これを書きつつ考えてみましたトコロ、やっぱりみなさんから戴いただいたファンレターにヒントがあるのかなぁと思いまして。よし、じゃあここはひとつ、お手紙の中でされた質問に答えてみるのはどうかなと、ひらめいたので、突然ですがやってみます。それではさっそく一つめ。




【ご質問１】おかゆさんは『ドクロちゃん』以外の小説は書かないんですか？

【お答えします】今はもうちょっとだけ、僕は『ドクロちゃん』を書き続けると思います。でも、少し前に『二人はなめこじる』というモノを、「電でん撃げきｈｐ」で連載していたコトがあります。ええと、39号から44号までの全六回やりました。もし、興味があったら、そちらもチェックしてみてください。僕はこれ、面白いとおもうんだけどなぁ。




【ご質問２】『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん』の中で、作者のおかゆさんが一番好きなキャラクターはだれですか？

【お答えします】もちろん主人公のドクロちゃんです。この間、ネットラジオで二回だけ復活した『千ち葉ば紗さえ子このびん・かん！　ドクロちゃんねる　スーパー』で同じコトを聞かれたときに、僕は雑誌『電撃「マ）王』内にて「一番好きなのは田た辺なべさん」と答えており、それを見たドクロちゃん役の声優、千葉紗子さんに「ふーん、田辺さんなんだ。へぇー。別にいいけどね」と、しっとりとした視線を送られて以来、いえ、それ以前から、断じてドクロちゃんが一番好きなのです。ええと、ドクロちゃんはわがままなトコロが好きです。




【ご質問３】友達の間で『ドクロちゃん』を回し読みをしています。みんなでドクロちゃんのファンクラブを作っていいですか？

【お答えします】もちろんいいです。それではクラブ結成を記念してみなさんに歌をプレゼントしたいと想おもいます。『仰げば尊し』によく似たメロディーでお歌いください。

　さんはい。

♪エスカリボルグが　頭ず蓋がいにＯＮ

♪お尻しりの右のも　早く抜いて

♪フォーエバー　愛いとしい　この腰つき

♪いまこそぴぴるぴ　いざさらば

　後半から無理が出てきましたが、喜んでいただけたら幸いです。




　というわけで、そんなこんなで続いてきた『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん』なのですが、なんと再びアニメ化されるらしいのです！　もちろんスタッフさんは前回と同じ！　詳しいコトは小説誌「電でん撃げきｈｐ」にて追加されていく最新情報をチェックしてもらうとして、再コミック化に続き、おめでたいことが続きます。それもこれも、ここまで本作を応援してくださっている読者の皆様のおかげです。まず第一に、この本を手にしてくださっているあなたにお礼を申し上げると共に、これからも『ドクロちゃん』にエールを送り続けてくださると、嬉うれしいです。




　と、そんなおめでたさを感謝に変えて、スペシャルサンクスが始まりますよー！

　担当編集の三み木きさん和わ田ださん。今回もぎりっぎりまで作業させていただきまして、ありがとうございます。そして、ごめんなさいっ！　今後ともよしなに！

　電撃文庫編集部、そして「マ王）編集部のみなさん、そして校閲さん、出版部、宣伝部、営業部のみなさん。いつも見守ってくださり、ありがとうございます。今後とも『ドクロちゃん』とおかゆまさきは、みなさんの視界をときたまヨギって行くと思うのですが、その際にはどうか優しくしてください。

　とりしもさん！　「電撃ｈｐ」で大好評連載中の「ぼくたちのみなみさん」、僕も毎号楽しみにしています。もちろん、今回の挿絵も期待しているのです！

　著者近影の暁あかつきさん。新婚家庭、面白いコトがたくさんあると思いますが健康第一です。ご自愛しつつも、今年もよろしくお願いいたします！

　地元の友人、並びにネットの友人各位。ええと、ほんとまったりしてますが、これからも僕を見ていてください。また遊びましょうっ。

　文化放送「電撃大賞」スタッフのみなさん、そして〝きーよ〟と〝せいちゃん〟にも感謝を。ホントです。感謝しているのですよ？

　そしてアニメスタッフのみなさん。再びよろしくお願いいたします。どうぞお手柔らかに！　あ、水みず島しま監督っ、また電話します！

　そんなこんなで『撲殺天使ドクロちゃん』は、あともうちょっとだけ、いろいろとハジけます。心の片隅で憶おぼえておいていただけると、幸いです。

　それでは、次は少しだけいつもとは違うカタチで皆様とお逢あいする予定です。同じ場所であなたと出会うため、僕はちょっとがんばります。ではまた、必ず。





二〇〇六年　十二月某日　近所のファミレスにて




おかゆまさき
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おかゆまさき

僕が大好きなラジオ番組の第三位は「土曜ワイドラジオＴＯＫＹＯ 永六輔その新世界」なのですが、数年前、番組レポーターのラッキィ池田さんが近くの川原に来ているのを知りつつも、そこへ行けなかった僕です。でも、今だったら素直に喜び勇んで駆けだしていける自信があります。また来ないかなぁ、ラッキィ池田さん。
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いらすと●暁　真奈




とりしも

新潟県出身東京在住。物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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